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浄 水 場 の 出 口

水 処 理 薬 品 使 用 状 況

取 水 量

事 業 の 推 移

原 水

浄 水 量

給 水 栓

沿 革

配 水 量 分 析

統 計

水 量 統 計

目目　　　　　　　　　　次次

施 設 の 内 容

拡 張 事 業

水 道 施 設 整 備 事 業

組 織 図

配 水 量

電 力 使 用 状 況

水 質 試 験 検 査 成 績 表

分 掌 事 務

事 業 の 概 要

年 齢 別 職 員 構 成

ポリ塩化アルミニウム等使用量

職 員 配 置

勤 続 年 数 別 職 員 構 成

次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 使 用 量

水 道 の 現 況
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水 質 検 査 結 果 （ 放 流 水 ）

業 務 統 計

用 途 別 調 定 汚 水 量

損 益 計 算 書

給 水 料 金 表

財 務 統 計

収 益 的 収 支

電 力 使 用 状 況

事業の推移（特定環境保全公共下水道事業）

沿 革

下 水 処 理 水 量

資 本 的 収 支

事 業 の 概 要

固 定 資 産 明 細 書

事業の推移（公共下水道事業）

統 計

費 用 構 成

貸 借 対 照 表

事 業 の 概 要

沿 革

公 共 下 水 道 全 体 計 画 図

統 計

下 水 道 の 現 況

供 給 系 統 図

管 理 施 設
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受 益 者 負 担 金 ・ 分 担 金

下 水 道 使 用 料 調 定 状 況

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

事 業 場 排 水 の 監 視 状 況

下 水 道 の 日 関 連 行 事

固 定 資 産 明 細 書

損 益 計 算 書

貸 借 対 照 表

下 水 道 使 用 料 変 遷

他 都 市 へ の 給 水

その他の活動・事業

水 洗 化 進 捗 状 況

財 務 統 計

費 用 構 成

下 水 道 教 室

文 化 財 登 録 制 度 と は

登録制度の対象となる文化財

下関市上下水道局の登録有形文化財について

位 置 図

緊 急 時 連 絡 管

登録有形文化財について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水 道 週 間 行 事

広 報 誌 の 発 行

広 報 活 動

ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用
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・
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下 関 市 水 道 施 設 概 要 図

国 際 交 流 事 業

下 関 市 上 水 道 系 統 図

水道災害等相互応援体制マニュアルの策定





災害備蓄兼水道事業PR用ボトルウォーター「あぁ！関露水」

左・中：「あぁ！関露水」２リットルボトル（平成１４年８月頒布開始）
右：「あぁ！関露水」５００ミリリットルボトル（平成１３年５月頒布開始）
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1　組　織　図

8課 1センター　1事務所　33係 1室

令和6年3月31日現在

（水道担当）

（総括・労務担当）

副局長

副局長

副局長

副局長

調 査 係

（上下水道局長）

参事

（下水道施設課長事務取扱）

副局長

参事

（北部事務所長事務取扱）

（経営管理課長事務取扱）

管路維持係

工事第２係

工事第３係

管 理 係

水 質 係
下 水 道 施 設 課

施設維持係

下 水 道 係

計 画 係

業 務 係

普 及 係
下 水 道 整 備 課

工事第１係

庶 務 係

施 設 係
北 部 事 務 所

維 持 係

庶 務 係

浄 水 課 施 設 係

中央管理室

管 理 係
水 質 管 理 セ ン タ ー

水 質 係

（下水道担当）

計 画 係

上下水道事業管理者 上 水 工 務 課 拡 張 係
（北部事務所担当）

配 水 係

給水装置係
給 水 課

維 持 係

工事検査係

業 務 係
お 客さ まサ ービ ス課

料 金 係

管 理 係

総　務　係

企 画 総 務 課 企画調整係

職　員　係

契約管財係

経 営 管 理 課 財　務　係
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22　　分分　　掌掌　　事事　　務務
令和6年3月31日現在

（１）企画総務課

 ア　総務係

（ア） 公文書公開に関すること。

（イ） 行政手続に関すること。

（ウ） 文書の取扱いに関すること。

（エ） 公印及び電子署名カードの管守に関すること。

（オ） 儀式及び交際に関すること。

（カ） 例規その他の重要文書の審査に関すること。

（キ） 公告式に関すること。

（ク） 市議会との連絡に関すること。

（ケ） 本庁舎の管理、取締り及び防災に関すること。

（コ） 日本水道協会及び下水道協会に関すること。

（サ） 下関市水道サービス公社に関すること。

（シ） 局及び所属課の庶務に関すること。

（ス） 局内他課所及び所属課内他係の所管に属しないこと。

 イ　企画調整係

（ア） 企業の基本計画の策定及び総合調整に関すること。

（イ） 特命事項の処理に関すること。

（ウ） 企業の能率及び事務事業改善の推進に関すること。

（エ） 諸統計及び事業年報に関すること。

（オ） 広報及び広聴に関すること。

（カ） 情報化の推進等に関すること。

（キ） 国際交流に関すること。

（ク） 局内の連絡調整に関すること。

 ウ　職員係

（ア） 局の組織並びに職員の定数及び配置に関すること。

（イ） 職員の任免、服務、分限、懲戒その他身分に関すること。

（ウ） 職員の給料及び手当に関すること。

（エ） 職員の研修の計画及び実施に関すること。

（オ） 職員の福利厚生、労働安全衛生及び公務災害補償に関すること。

（カ） 労働組合に関すること。

（キ） ほう賞及び表彰に関すること。

（ク） 被服の貸与に関すること。
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（２）経営管理課

ア　契約管財係

（ア） 下関市上下水道局契約審査委員会に関すること。

（イ） 請負工事の入札、契約及び入札参加者の指名に関すること。

（ウ） 物品の購入、修繕及び出納保管に関すること。

（エ） 不用品の処分に関すること。

（オ） 車両の整備及び管理に関すること。

（カ） 不動産の取得、登記及び処分に関すること。

（キ） 不動産台帳及び関係図面の整理保存に関すること。

（ク） 不動産の使用許可及び局管理地の境界に関すること。

（ケ） 財産等の保険契約に関すること。

（コ） 局内他課所の所管に属しない不動産の管理に関すること。

（サ） 所管する不用品の出納及び保管並びに再用品及び不用品の受入価格の決定に関すること。

（シ） 所属課の庶務に関すること。

（ス） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　財務係

（ア） 財政に関すること。

（イ） 資金計画及び運用に関すること。

（ウ） 予算の編成及び執行に関すること。

（エ） 企業債、借入金及び積立金に関すること。

（オ） 現金及び有価証券の出納運用に関すること。

（カ） 預金に関すること。

（キ） 決算及び財務諸表に関すること。

ウ　工事検査係

（ア） 請負代金額500万円以上の工事の検査に関すること。

（イ） 請負代金額500万円未満の工事で工事を担当する課長、センター長又は所長（以下「課所長」
という。）から依頼のあるものの検査に関すること。

（ウ） 公共工事の技術に関することの取りまとめ。

（３）お客さまサービス課

ア　業務係

（ア） 水道料金及び下関市吉母飲用水供給施設（以下「吉母給水施設」という。）の使用に係る料
金（以下「水道料金等」という。）並びに下水道使用料、下関市漁業集落排水処理施設使用
料及び下関市農業集落排水施設使用料(以下「下水道使用料等」という。)の調定に関するこ
と。

（イ） 水道料金等及び下水道使用料等の納入通知書の発行に関すること。

（ウ） 水道料金等及び下水道使用料等の減免及び更正に関すること。

（エ） 料金調定システムに係る電子計算組織の開発、運用及び管理に関すること。
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（オ） 水道料金等及び下水道使用料等の統計に関すること。

（カ） 使用水量の計量及び認定に関すること。

（キ） 排除汚水量の認定に関すること。

（ク） 所属課の庶務に関すること。

（ケ） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　料金係

（ア） 水道料金等、下水道使用料等その他の収入に係る収納及び還付に関すること並びに予納金の
還付に関すること。

（イ） 水道料金等及び下水道使用料等の督促並びに給水停止処分に関すること。

（ウ） 水道料金等及び下水道使用料の滞納整理及び欠損処分に関すること。

（エ） 量水器の維持管理に関すること。

（オ） 給水に関する諸届、開閉栓等の受付及び処理（量水器の取付け及び撤去を含む。）に関する
こと。

（カ） 無届使用等の取締りに関すること。

（キ） 給水の用途の調査に関すること。

（ク） 窓口事務に伴う他課所への連絡に関すること。

（４）給水課

ア　管理係

（ア） 所管の工事費の調定、収納及び精算に関すること。

（イ） 指定給水装置工事事業者の資格審査及び指導に関すること。

（ウ） 修繕工事等の受付に関すること。

（エ） 所管するたな卸資産の出納及び保管に関すること。

（オ） 所管するたな卸資産の評価及びたな卸に関すること。

（カ） 無線設備の運用に関すること。

（キ） 所属課の庶務に関すること。

（ク） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　給水装置係

（ア） 下関市水道事業給水条例(平成17年条例第307号)に規定する手数料及び納付金に関すること。

（イ） 給水装置台帳に関すること。

（ウ） 給水装置の新設、改造及び撤去に関すること。

（エ） 給水装置の調査、検査及び取締りに関すること。

（オ） 受水槽以下の装置の調査及び指導に関すること。

ウ　維持係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 資材及び工器具倉庫の管理に関すること。

（ウ） 配水管の維持管理に関すること。
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（エ） 給水装置の修繕に関すること。

（オ） 導水管、送水管及び工業用水道事業の配水管の修繕に関すること。

（カ） 応急給水に関すること。

エ　調査係

（ア） 給水装置の修繕に関すること。

（イ） 給水管及び配水管の漏水防止計画及び調査に関すること。

（ウ） 水道管路情報システムに係る電子計算組織の開発、運用及び管理に関すること。

（５）上水工務課

ア　計画係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 工業用水道事業の配水管の新設及び改良に関すること。

（ウ） 所管の工事費の調定、収納及び精算に関すること。

（エ） 所属課の庶務に関すること。

（オ） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　拡張係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 導水管、送水管及び配水管の新設及び改良に関すること。

ウ　配水係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 導水管、送水管及び配水管の新設及び改良に関すること。

（ウ） 配水計画の実施調整に関すること。

（エ） 配水区域の調整に関すること。

（６）浄水課

ア　庶務係

（ア） 所管の工事費の調定、収納及び精算に関すること。

（イ） 導水管及び送水管並びに導水設備及び送水設備の維持管理に関すること。

（ウ） 所管の施設の管理、取締り及び防災に関すること。

（エ） 工業用水道事業の運営に関すること。

（オ） 吉母給水施設の運営に関すること。

（カ） 所管する庁舎の管理、取締り及び防災に関すること。

（キ） 所管するたな卸資産の出納及び保管に関すること。

（ク） 所管するたな卸資産の評価及びたな卸に関すること。

（ケ） 所属課の庶務に関すること。

（コ） 所属課内他係等の所管に属しないこと。



6

イ　施設係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 導水管及び送水管並びに導水設備及び送水設備の維持管理に関すること。

（ウ） 所管の施設の管理、取締り及び防災に関すること。

（エ） 工業用水道事業の施設の維持管理に関すること。

（オ） 吉母給水施設の管理に関すること。

ウ　中央管理室

（ア） 取水場、浄水場及び配水場等の操作運転及び維持管理に関すること。

（イ） 原水の取水に関すること。

（ウ） 水量統計に関すること。

（エ） 水質管理に関すること。

（オ） 水処理の調査研究及び指導に関すること。

（７）水質管理センター

ア　管理係

（ア） 水質検査に係る信頼性の保証に関すること。

（イ） 水質の調査研究及び指導に関すること。

（ウ） 所管する庁舎の管理、取締り及び防災に関すること。

（エ） 所属センターの庶務に関すること。

（オ） 所属センター内他係の所管に属しないこと。

イ　水質係

（ア） 浄水処理過程及び給配水系統の水質管理に関すること。

（イ） 水源水域の水質調査に関すること。

（ウ） 水質検査に関すること。

（エ） 水質検査結果に基づく調査研究及び指導に関すること。

（８）北部事務所

ア　庶務係

（ア） 所管する庁舎の管理、取締り及び防災に関すること。

（イ） 所管の工事費の調定、収納及び精算に関すること。

（ウ） 不動産台帳及び関係図面の整理保存に関すること。

（エ） 不動産の使用許可及び局管理地の境界に関すること。

（オ） 水道料金等、下水道使用料等、下水道受益者負担金及び分担金等の収納に関すること。

（カ） 給水に関する諸届、開閉栓等の受付及び処理に関すること。

下関市役所総合支所設置条例（平成17年条例第13号）に定める各総合支所所管区域における次に掲げ
る事務
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（キ） 所属事務所の庶務に関すること。

（ク） 所属事務所内他係の所管に属しないこと。

イ　施設係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 取水場、浄水場及び配水場等の操作運転及び維持管理に関すること。

（ウ） 導水設備、浄水設備、送水設備及び配水設備の維持管理に関すること。

（エ） 原水の取水に関すること。

（オ） 水質管理に関すること。

（カ） 水量等の統計に関すること。

（キ） 所管の施設の管理、取締り及び防災に関すること。

ウ　維持係

（ア） 所管工事の設計及び施行に関すること。

（イ） 所管するたな卸資産の出納及び保管に関すること。

（ウ） 所管するたな卸資産の評価及びたな卸に関すること。

（エ） 導水管、送水管及び配水管の維持管理に関すること。

（オ） 導水管、送水管及び配水管の新設及び改良に関すること。

（カ） 修繕工事等の受付に関すること。

（キ） 給水装置台帳に関すること。

（ク） 給水装置の新設、改造及び撤去に関すること。

（ケ） 給水装置の調査、検査及び取締りに関すること。

（コ） 量水器の維持管理（他課の所管に属するものを除く。）に関すること。

（サ） 受水槽以下の装置の調査及び指導に関すること。

（シ） 資材及び工器具倉庫の管理に関すること。

（ス） 給水装置の修繕に関すること。

（セ） 給水管及び配水管の漏水防止計画及び調査に関すること。

（ソ） 配水計画の実施調整に関すること。

（タ） 配水区域の調整に関すること。

エ　下水道係

（ア） 処理施設及びポンプ場の維持管理に関すること。

（イ） 下水道排水設備指定工事店に関すること。

（ウ） 排水設備の普及促進に関すること。

（エ） 私道内管路の布設に関すること。

（オ） 除害施設の受付等に関すること。

（カ） 処理施設及びポンプ場の建設に関すること。

（キ） 都市下水路の建設及び維持管理に関すること。

（ク） 公共下水道管路の建設及び維持管理に関すること。
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（ケ） 公共下水道及び都市下水路の計画に関すること。

（コ） 公共下水道及び都市下水路の台帳に関すること。

（サ） 下水の水質管理に関すること。

（シ） 水洗便所改造等資金に関すること。

（ス） 下水道受益者負担金及び分担金の調定、収納、還付及び滞納整理に関すること。

（セ） 排除汚水量の認定に関すること。

（９）下水道整備課

ア　計画係

（ア） 公共下水道及び都市下水路の計画に関すること。

（イ） 公共下水道及び都市下水路の事業認可及び変更に関すること。

（ウ） 公共下水道及び都市下水路の台帳に関すること。

（エ） 所属課の庶務に関すること。

（オ） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　業務係

（ア） 下水道受益者負担金及び分担金の調定、収納及び滞納整理に関すること。

（イ） 水洗便所設備資金貸付金に関すること。

ウ　普及係

（ア） 排水設備の普及促進に関すること。

（イ） 除害施設の受付等に関すること。

（ウ） 下水道排水設備指定工事店に関すること。

（エ） 水洗便所改造等資金に関すること。

エ　工事第1係

（ア） 処理施設及びポンプ場の建設に関すること。

オ　工事第2係

（ア） 公共下水道管路の建設に関すること。

（イ） 都市下水路の建設に関すること。

カ　工事第3係

（ア） 公共下水道管路の建設に関すること。

（イ） 都市下水路の建設に関すること。

（ウ） 私道内管路の布設に関すること。

（１０）下水道施設課

ア　管理係

（ア） 所管の施設の管理、取締り及び防災に関すること。

（イ） 所管するたな卸資産の出納及び保管に関すること。
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（ウ） 所管するたな卸資産の評価及びたな卸に関すること。

（エ） 所属課の庶務に関すること。

（オ） 所属課内他係の所管に属しないこと。

イ　水質係

（ア） 下水の水質管理に関すること。

（イ） 除害施設の検査及び指導に関すること。

ウ　施設維持係

（ア） 処理施設及びポンプ場の維持管理に関すること。

（イ） 所管の施設の管理、取締り及び防災に関すること。

エ　管路維持係

（ア） 公共下水道管路の維持管理に関すること。

（イ） 都市下水路の維持管理に関すること。
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3　職 員 配 置 令和6年3月31日現在

（単位 : 人） 

職　名

所　属

11 55 22 77 ((33)) 11 3322 ((11)) 77 1111 ((2233)) 9922 55 1122 99 2277 11 221122 88

1 2 2 (3) 7 3 15

総 務 係 (1) 2 2 4

企 画 調 整 係 (1) 2 1 3

職 員 係 (1) 3 3

(1) 3 1 (3) 7 2 13 2

契 約 管 財 係 (1) 4 4

財 務 係 (1) 3 2 5

工 事 検 査 係 (1) 2

1 2 1 1 (1) 5 3 13 2

業 務 係 1 2 2 5 1

料 金 係 (1) 3 1 4 1

1 3 1 2 (2) 14 1 2 24 1

管 理 係 (1) 3 3

給 水 装 置 係 (1) 4 4

維 持 係 1 4 1 1 7 1

調 査 係 1 3 1 5

1 1 3 4 6 15 1

計 画 係 1 2 3

拡 張 係 1 2 1 4

配 水 係 1 5 6 1

1 3 2 2 (1) 16 1 6 10 41

庶 務 係 (1) 2 1 3

施 設 係 1 4 4 2 11

中 央 管 理 室 1 10 2 8 21

1 2 (2) 7 1 11

管 理 係 (1) 2 2

水 質 係 (1) 5 1 6

(1) 4 1 (3) 11 1 2 1 20 1

庶 務 係 (1) 2 1 3

施 設 係 (1) 2 2 4

維 持 係 1 3 1 5

下 水 道 係 (1) 4 4 1

1 7 1 (5) 8 2 3 1 5 28 1

計 画 係 (1) 3 1 1 5

業 務 係 (1) 1 1 2 1

普 及 係 (1) 2 1 3

工 事 第 １ 係 (1) 2 1 1 4

工 事 第 ２ 係 1 1 2 4

工 事 第 ３ 係 (1) 2 2

(1) 1 5 (1) 1 (3) 13 3 1 24

管 理 係 (1) 3 3

水 質 係 1 3 4

施 設 維 持 係 (1) 4 2 6

管 路 維 持 係 (1) 3 1 1 5

（　　）内は事務取扱

水 質 管 理 セ ン タ ー

北 部 事 務 所

下 水 道 整 備 課

下 水 道 施 設 課

企 画 総 務 課

経 営 管 理 課

お客さまサービス課

給 水 課

上 水 工 務 課

浄 水 課

主

事

技

師

技

能

労

務

職

再

任

用

職

員

総 数

総 数

課

所

長

補

佐

主

査

室

長

係

長

主

任

主

任

主

事

主

任

技

師

管

理

者

副

局

長

参

事

課

所

長

主

幹
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4　年齢別職員構成 令和6年3月31日現在

（単位 : 人）

年　齢
区　分

５  年  度 ４  年  度

総 数 8800 113311 221111 221155

25歳未満 2 1 3 6

25歳以上 30歳未満 2 16 18 23

30歳以上 35歳未満 9 17 26 22

35歳以上 40歳未満 3 14 17 17

40歳以上 45歳未満 15 12 27 30

45歳以上 50歳未満 26 29 55 61

50歳以上 55歳未満 15 23 38 32

55歳以上 8 19 27 24

平　　均（歳） 4444..77 4433..22 4433..88 4433..22

5　勤続年数別職員構成 令和6年3月31日現在

（単位 : 人）

 勤続年数
区　分

５  年  度 ４  年  度

総 数 8800 113311 221111 221155

5年未満 0 1 1 8

5年以上 10年未満 5 24 29 30

10年以上 15年未満 9 15 24 28

15年以上 20年未満 6 12 18 11

20年以上 25年未満 16 12 28 39

25年以上 44 67 111 99

平　　均（年） 2233..77 2222..00 2222..77 2211..77

事 務 職 員 技 術 職 員

　（管理者及び再任用職員除く）

事 務 職 員 技 術 職 員

　（管理者及び再任用職員除く）





長　府　浄　水　場

内 日 貯 水 池
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ⅠⅠ　　事事  業業  のの  概概  要要

11　　水水  道道  のの  現現  況況

令和6年3月31日現在

令和５年度 令和４年度 増減

行 政 区 域 内 人 口 人 △ 3,737

給 水 区 域 内 人 口 人 △ 3,692

給 水 区 域 内 世 帯 世帯 △ 604

給 水 人 口 人 △ 4,071

給 水 戸 数 戸

普 及 率 ％ △ 0.2

給 水 普 及 率 ％ △ 0.1

配 水 量 ｍ
３ △ 604,536

有 効 水 量 ｍ
３ △ 453,881

有 効 率 ％

有 収 水 量 ｍ
３ △ 473,603

有 収 率 ％

１ 日 平 均 配 水 量 ｍ
３ △ 1,878

１ 日 最 大 配 水 量 ｍ
３ △ 11,261

総 収 益 円 △ 66,990,216

う ち 水 道 料 金 円 △ 60,678,288

総 費 用 円 △ 96,325,733

供 給 単 価 円

給 水 原 価 円 △ 0.34

※　消費税抜き

科目
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－ －

沿沿 革革

（旧下関市）

下関市は、本州の最西端に位置し、関門海峡を隔てて、九州と相対している。

地勢は中国山地のつきるところで、大きな山岳や平地はなく、いたるところに丘陵が起伏し、

海岸線に沿ったわずかな平地と、その背後の丘陵地帯に市街地が展開している。

明治 年 月 日、わが国ではじめて市制が施行されたとき、山口県では、ただ一つの市“赤

間関市”として発足した。（明治 年、市名を下関市と改称）

市域には、大きな河川がないため、利水の便が悪く、衛生・防火と産業振興を図る上から、

上水道の布設は社会的要請の最大のものであった。

明治 年 月、第 代市長石川良平氏は、市議会の承認を得て、当時、帝国大学工科大学

衛生工学教師・内務省技師として招かれていた スコットランド 人バルトン氏

（ ～ ）の派遣を要請し、同年 月からバルトン氏一行の調査が開

始された。その結果、豊浦郡内日村一の瀬（現在の下関市大字内日上）が水源地として最適で

あると報告されたが、具体化するに至らなかった。

その後、明治 年に水道調査委員会が組織され、大阪市水道工師長の瀧川釼二氏（工学士

～ ）に委嘱し、さきのバルトン氏の調査報告書に基づき、実施設計書を作成するなど

上水道布設への努力が続けられた。しかし、財源措置が障壁となり、上水道布設の認可を得た

のは明治 年 月であった。

同年 月、内日貯水池の築造から起工し、明治 年 月から市内の一部に待望の給水が開始

され、同年 月予定工事の全部が完成した。この間、瀧川氏は工事長として工事を担当し、創

設水道に尽力された。これは、岡山市に続く全国で 番目の近代水道の誕生であった。

その後、編入・合併による市域の拡大と生活水準の向上や産業経済の発展に伴う水需要の増

大に対応して、平成 年 月まで 期にわたる拡張事業を実施してきた。

なお、平成 年度に策定した「下関市ふれっしゅ水道・ 」基本計画に基づき、平成 年度

から水道施設整備事業を推進してきたが、平成 年 月 日の平成大合併に伴い、旧市町の

水道事業計画を精査し、平成 年度に同年度から令和 年度までの「下関市水道事業基本計画」

を策定した。以後、少子高齢化による人口減少の現実化や自然災害の多発等水道を取り巻く状
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況の変化に対応するため、平成 年 月に「下関市水道事業基本計画」の見直しを行った。さ

らに、 年後、 年後の将来を見据えた「安全」で「強靭」な水道の「持続」、『お客さま

に満足される水道』を目指した施策を展開することとした「下関市水道事業ビジョン」（平成

年 月策定）及び「下関市水道事業経営戦略」（令和 年 月策定）の下、高水準の水道施

設構築に向け、事業を推進していく。

◎◎創創 設設（明治 年 月～明治 年 月） 

水源地を豊浦郡内日村一の瀬、給水の拠点を市内大字関後地村字トウセン（現在の春日町）

に選定し、明治 年 月から内日貯水池、高尾浄水場の建設に着手、明治 年 月に完成し

た。浄水場には緩速ろ過池 池、配水池 池を築造し、ここから市内へ給水が開始された。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（大正 年 月～大正 年 月）

創設後 年を経過した大正 年の夏季に、高地で出水不良の状況があらわれはじめたため、

理学士三田善太郎氏に委嘱して調査した結果、導水能力には若干の余裕があることが確認され

たので、高尾浄水場に緩速ろ過池 池の増設を計画、大正 年 月に着工し、大正 年 月に

完成した。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（大正 年 月～大正 年 月）

先の拡張事業で、緩速ろ過池を増設し給水の円滑を保ったが、その後の人口の増加に伴い、

導水量が不足しはじめたため、大正 年 月、施設能力の総合的な見直しと将来計画の調査設

計を九州帝国大学教授工学博士西田精氏に委嘱した。

その結果、水源地流域内の雨量は、既設の貯水池に対し、なお相当の余裕があったため、別

に一箇所の貯水池を増築し、市内日和山に浄水場を新設する計画が策定された。

本事業は、当面する導水量の不足を緩和し、かつ、将来新設を予定している貯水池と浄水場

間の導水を考慮した導水管の増設工事で、大正 年 月に着工し、大正 年 月に完成した。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（大正 年 月～昭和 年 月） 

当時、本市は、西日本の交通の要衝として、また、屈指の漁港として市勢の進展は著しく、

鉄道・船舶などへの給水量が増加し、施設能力の増強を迫られていた。
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このため、既設の貯水池の上流に、新規貯水池（内日第 貯水池）を築造し、この水源に対

応する浄水場を市内日和山に新設して、この間を第 期拡張事業で布設した導水管に連絡する

工事を大正 年 月に着工し、昭和 年 月に完成した。

なお、本事業の完成で給水区域を高低 地区に分け、今回、新設した日和山浄水場は、市内

高地部の給水を目的とし、給水の円滑化を図った。 
 
◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（昭和 年 月～昭和 年 月）

本事業は、水源対策と、昭和 年 月市域に編入された彦島町へ給水するため、計画された。

すなわち、既存の貯水池流入量では、明治 年規模の渇水に遭遇すれば断水は必至であると

予想されていたが、遂に昭和 年大干ばつに遭遇し、実に 日余りにわたり制限給水の憂き目

を見ることになった。従来から、渇水事態に備える抜本的対策を検討してきたところであるが、

今回は、一時的な措置として、昭和 ～昭和 年に調査した綾羅木川及び砂子多川からの取水実

験結果に基づき、当面する水源不足の緩和を図った。

これは、貯水池下流の綾羅木川及び砂子多川から、農業用水に支障をきたさないかんがい期

間外に取水し、浄水場へ揚水し、ダム貯水量を温存しようとするもので、取水施設として綾羅

木ポンプ所を築造、導水管を布設して高尾浄水場へ連絡した。

また、彦島町への給水は、日和山浄水場から小門海峡の海底部を経由して配水管を布設すると

ともに、給水需要の時間的変化に備えて彦島町本村字後山に調整池 池を築造した。

本事業は、昭和 年 月に着工し、昭和 年 月に完成した。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（昭和 年 月～昭和 年 月）

昭和 年長府町、川中村及び安岡町、昭和 年には小月町ほか か村を編入するなど市勢

は急激に発展し、綾羅木川水系のみでは増大する水需要に対応することができなくなったため、

水源確保の抜本的対策を迫られていた。

昭和 年、山口県が下関一円の水道用水・工業用水などの原水を供給する目的で計画し、昭

和 年 月に着工された木屋川河川総合開発事業に着目し、木屋川水系に水源を求めるため、

同事業に歩調を合わせて拡張計画を策定した。

すなわち、新たな水源に対する受水体制を確立するため、下関市大字豊浦村字下長坪に浄水
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場（現在の長府浄水場）を、下関市大字豊浦村字道祖峠に配水場（現在の長府配水場）を新設

し、長府地区へ給水するとともに、新設の浄水場と日和山浄水場間を連絡して、市内給水の円

滑化を図るもので、昭和 年 月に着工し、昭和 年 月に完成した。

なお、山口県木屋川河川総合開発事業は、昭和 年 月全事業を完了した。本市は、この事

業のうち、木屋川利水事業に参加し、 日 ｍ の原水を受水する権利を得た。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（昭和 年 月～昭和 年 月）

本市は、第二次大戦中甚大な被害を受けたが、戦後の復興事業も順調に進み、産業経済の立

直りとともに、水需要は急速に増大しつつあった。山口県営木屋川ダムの完成で原水は確保し

たが、水処理能力の不足が危惧されるため、浄水場の拡充整備を計画した。

そこで、長府浄水場に、高速凝集沈殿池、急速ろ過池などの近代的施設を配備し、日和山浄

水場に配水池を増設、長府浄水場から日和山浄水場への送水能力を増強させるため送水管を増

設するとともに、住宅地として発展しつつある川中、安岡方面へ配水幹線を布設した。

本事業は、昭和 年 月に着工し、昭和 年 月に完成した。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（昭和 年 月～昭和 年 月）

水需要の増大に備えて、逐次、拡張事業を施行してきたが、本事業をもって、既存水源に対

応した諸施設の配備を完了することとなった。

木屋川から導水する ｍ 日のうち、 ｍ 日を長府浄水場で処理（ ｍ 日

は小月浄水場）するため、県営木屋川ダム導水渠第 分水槽から長府浄水場間の導水管を増補

改良するとともに、第 期拡張事業に引き続いて、高速凝集沈殿池、急速ろ過池などを増設し

た。また、山の田以北の北浦方面に対する安定給水を図るため、市内大学町に熊野配水場を新

設した。このほか、綾羅木川水系から安定した導水量を得るため、内日貯水池から石原までの

導水管の増径改良を行い、導水能力を ｍ 日とするなど、本事業は、既存水源の有効利

用を図るため、昭和 年 月から諸施設の拡充整備を行い、昭和 年 月に完成した。

◎◎小小月月上上水水道道  

小月上水道施設は、昭和 年 月小月村営水道として着工され、昭和 年 月町制施行と
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同時に完成し、小月町営水道として発足したが、昭和 年に下関市に編入された。

地下水を唯一の水源とする小月上水道給水区域は、その後の水需要の増大で水源不足が予想

されるため、木屋川からの導水を目的とする第 期拡張事業を計画した。

これは、本市が山口県木屋川工業用水道湯の原取水場から受水する ｍ 日のうち、

ｍ 日を当該区域の給水に充てるもので、昭和 年 月に着工し、昭和 年 月に完成した。

なお、下関市水道事業が昭和 年 月から着工する第 期拡張事業の計画給水区域内に当該

区域を包含するため、同年 月、山口県知事の許可を得て、小月上水道事業を廃止した。

◎◎第第 期期拡拡張張事事業業（昭和 年 月～平成 年 月）

過去 回にわたり水需要の増大に対処して拡張事業などを行い、 日最大 ｍ の給水

能力を有する水道施設となったが、昭和 年代における社会経済の発展は著しく、産業経済活

動の活発化、生活水準の向上に加えて給水区域の拡大など、水需要はますます増加する傾向に

あり、新規水源の確保を迫られた。

このため、山口県と共同で木屋川第 期利水事業として、当時の湯の原取水堰堤地点直下の

木屋川本流に「新湯の原ダム」を建設して利水量の増加を図り、導水能力向上のため第 分水

槽から長府浄水場まで導水管の新設が計画された。この事業による新規利水量は、当初

ｍ 日を見込んだが、昭和 年度にいたり、河川維持流量確保のため、これが ｍ 日の

開発に変更された。このうち ｍ 日は本市上水道用水として導水され、 ｍ 日は

本市における山口県営の工業用水として利用された。

また、本市は取水量の増加に対応する浄・配水施設等の拡充整備も拡張事業として施行し、

これの完成により、本市の水道施設は計画給水人口 人に対し、 人 日最大 ℓ 、

日最大 ｍ の給水能力を有することとなった。

本事業は、昭和 年 月認可を得て、同年 月から総事業費 億 万円をもって着工

したが、その後、経済情勢の急変や事業内容の変更により、事業費の増額、施工年次の延伸を

行い、昭和 年 月 日に第 回目の変更認可を得た。これにより市内高台地にある専用水

道の統合、内日地区等未給水地区への給水及び六連島・吉田簡易水道の上水道への統合、新湯

の原ダムの利水量 ㎥ 日から ㎥ 日への変更などを、総事業費 億 万円

で、平成 年 月に完成した。
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◎◎水水道道施施設設整整備備事事業業（平成 年 月～令和 年 月）

創設以来、水需要の増大に対応して行ってきた 期にわたる拡張事業により、水道事業の基

盤整備は、ほぼ充足したところである。

しかし、ますます高度化、多様化する市民の要望に対応した、より信頼性の高い水道水を安

定供給するため、施設の質的整備が課題となってきた。

さらに、平成 年夏～平成 年春の渇水による減圧給水や阪神・淡路大震災を契機にライフ

ラインとしての水道の重要性が再認識され、施設の安定性・安全性の更なる向上を図り、地震

や渇水等に強い水道づくりを進めることもまた大きな課題となってきた。

そこで、 世紀にふさわしい水道整備の長期目標として、平成 年度に「ふれっしゅ水道推

進基本構想」、平成 年度に「下関市ふれっしゅ水道・ 」基本計画を策定し、これに基づき

平成 年度から水道施設整備事業に取り組んでいたが、平成 年 月の下関市と近隣豊浦郡

町との合併に伴い、それぞれの水道事業の事業計画を精査して、「下関市水道事業基本計画」

を平成 年度に策定し事業を推進してきた。

ここで、近年、当市の水道事業をとりまく状況は急速に変化してきており、人口減少による

給水量の減少や平成 年 月に発生した東日本大震災の経験を踏まえ、これまで以上の震災対

策、危機管理対策を講じることが必要となってきたため、平成 年度に基本計画を見直し、さ

らに平成 年度に「下関市水道事業ビジョン」を、令和 年度に「下関市水道事業経営戦略」

を策定し、安全な水道水の供給、持続可能で強靭な水道システムの構築を目指している。

・第１期水道施設整備事業（平成 年度～平成 年度） 

未普及地域 地区（清末小野・畑組、王司員光）の供給開始、長府浄水場の粉末活性炭注

入設備および次亜塩素酸ナトリウム注入設備の新設、配水量コントロール設備の設置、直結

給水調査等を完了し、水系間連絡導水管新設の一部稼動(内日貯水池～長府浄水場間)を行っ

た。 

・第２期水道施設整備事業（平成 年度～平成 年度） 

配水池の増強（竹生配水池･清末配水池・新椋野配水池築造）、内日第１貯水池取水塔内導

水管布設替、水系間連絡導水管新設（石原～高尾浄水場間）、未普及地域（王司山田）の解
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消、椋野配水区の配水施設の整備を行った。 

・第３期水道施設整備事業（平成 年度～令和 年度） 

水系間連絡導水管新設（石原～高尾浄水場間：平成 年度完了）、配水池の耐震化（長府

配水場・彦島配水場・熊野配水場）、基幹管路の耐震化（長府系・高尾系）、送水管の更新

（長府浄水場～日和山浄水場間、長府浄水場～長府配水場間）、楢原浄水場の更新（平成

年度～令和 年度）、また、引き続き長府浄水場の現地更新及び川棚浄水場の統廃合に向け

た施設整備（安岡及び吉見ポンプ場の改修等）を推進していく。 

（旧豊浦町）

豊浦町の水道は、公衆衛生の向上、生活環境の改善、また安定給水を目的に、昭和 年、湯

玉簡易水道（給水人口 人、 日最大給水量 ㎥）を創設し、その給水を開始したのがは

じまりである。

以後、昭和 年、室津簡易水道 人口 人、 日最大給水量 ㎥ と小串簡易水道（給

水人口 人、 日最大給水量 ㎥ を創設、次いで昭和 年に川棚簡易水道（給水人口

人、 日最大給水量 ㎥ を創設した。

昭和 年代も半ばを迎えると町勢の発展もめざましく、水需要も増加の途をたどり、室津簡

易水道にあっては水源不足に陥ることとなり、安定給水の確保が困難となってきた。

これに対し豊浦町では、第１期拡張事業を実施し、昭和 年、新たに川棚室津水道を創設し

て川棚地区から室津地区への送水を開始することとした。

一方、黒井地区においては、水道布設を求める住民の強い要望を受けて、昭和 年、黒井簡

易水道 給水人口 人、１日最大給水量 ㎥ を創設した。

その後も豊浦町は、その地形、地質の条件もあって、川棚室津水道を除く 地区、全ての簡

易水道は水源不足に悩まされた。

このことから昭和 年、「豊浦町水道事業の設置に関する条例」を制定し、川棚室津水道に

地方公営企業法の適用とともに、水源確保と給水の合理化を図った第２期拡張事業（計画年度

昭和 ～ 年度）を進捗させ、昭和 年には、小串簡易水道を川棚室津水道に統合して豊浦

町上水道 給水人口 人、 日最大給水量 ㎥ として設立した。

黒井簡易水道についても、第３期拡張事業（計画年度 昭和 ～昭和 年度）を進めていく
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なかで昭和 年に豊浦町上水道に統合 給水人口 人、 日最大給水量 ㎥ するとと

もに、川棚字定力 － 他用地を取得の上浄水場を設置（浅井戸 基を増設）し、原水の確

保と水質の向上とともに給水の安定を図った。

遠隔地のため統合の遅れた湯玉簡易水道については、昭和 年、豊浦町上水道に統合し、給

水人口の増加に伴って、川棚一の浜に新たに水源を確保して（昭和 年）水源不足改善対策を

実施した。

その後、町勢がますます進展するなか、給水人口の増加や生活環境の向上と共に水需要も急

増し、慢性的な水源不足と合わせて夏季需要期の水源不足は増大して安定給水に困難をきたし

たため、平成 年から下関市より日量 ㎥を分水受給するに至ったが、平成 年 月 日

より旧下関市水道事業、旧豊北町水道事業と統合し、下関市水道事業として事業を推進してい

る。

（旧豊北町）

豊北町は、町村合併促進法（昭和 年 月 日 法律第 号）を受けて、昭和 年 月

日、神玉村、角島村、神田村、阿川村、粟野村、滝部村、田耕村の７か村と宇賀村の一部の北

宇賀と合併した。

町内の水道については、合併以前の各村の集落ごとに簡易水道事業が営まれていたが、町村

合併後は、この水道施設を引き継ぎ、豊北町が運営することとなった。

昭和 年には、粟野、角島、田耕及び二見地域を除く各地区の水道施設を結合し、粟野川沿

いの地下水を水源 現在の市の瀬水源地 として豊北町の上水道事業は開始した。

なお、各地区の水道事業については、昭和 年 月 日に二見簡易水道、昭和 年 月

日に粟野簡易水道、昭和 年 月 日に田耕簡易水道と事業認可を得て、豊北町上水道事業

については、昭和 年 月 日にその事業許可を受けている。

以後、町勢の発展とともに増大する水需要に対応するため施設の拡張を迫られることとなっ

たが、昭和 年には第１期拡張事業として市の瀬水源地を増強し水源の確保を図った。

昭和 年には、小河内水源地の新設等第２期拡張事業を完成させ、海底送水管による本土か

ら角島地区への給水を開始した。さらに昭和 年、粟野簡易水道における清水水源地の拡張を

行ったほか、田耕大庭に水源を求めて田耕簡易水道を新設し、昭和 年 月 日には粟野簡



21
－ －

易水道事業については上水道事業へ統合した。

なお、角島地区への給水については、角島大橋の建設にあわせて、橋の内部に配水管を布設

し、平成 年の橋の開通とともに当配水管による給水を開始している。

平成 年 月には、残る二見簡易水道と田耕簡易水道を上水道に統合するに至ったが、これ

をもって町内各水道事業の一本化が実現し、以後、豊北町上水道事業として維持管理を進めて

いくこととなり、平成 年 月 日からは、旧下関市水道事業、旧豊浦町水道事業と統合し

て、下関市水道事業として、新たなスタートを迎えることとなった。

（旧菊川町）

菊川町簡易水道

昭和 年 月 日に計画給水人口  人、計画 日最大給水量 ㎥で、給水を開始した

菊川町簡易水道の当初の給水区域は、田部、上大野、上田部、七見、下岡枝、上岡枝と吉賀の

一部地域であったが、昭和  年、昭和 年には緩速ろ過池 池を含む浄水施設、容量  ㎥

の配水池 池を増設し、さらに昭和  年には、木屋川表流水の取水口を増設するなど拡張事業

を実施し、水源の確保と安定給水に努め、昭和  年までに台下、上保木、下大野、下保木地域

に給水区域を拡大してきた。

また、平成 年  月には、下大野地区に深井戸を設置の上、緩速ろ過池 池、浄水池 池

を増設し、施設の充実を図った。

なお、平成 年  月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月上水道へ変更するための認可を

得て、平成 年 月からは下関市菊川町地区水道事業となり、平成 年 月からは他の 簡

易水道とともに下関市水道事業に統合された。

中山地区簡易水道

東、西中山地区は、新湯の原ダムの改修に伴う周辺整備の一環として、同地区内深井戸 か

所を水源とする計画給水人口 人、計画 日最大給水量 ㎥をもって昭和 年 月 日、

給水を開始した。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。
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楢崎地区簡易水道

楢崎地区は、平成元年 月 日、計画給水人口 人、計画 日最大給水量 ㎥をもっ

て給水を開始したが、以後、平成 年 月には計画給水人口 人、計画 日最大給水量

㎥と事業の認可変更を経て、歌野浄水場の築造など施設の拡張を進め、給水区域を久野地区、

貴飯地区まで拡大し、平成 年 月に給水を開始した。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

轡井・道市地区簡易水道

轡井地区は、同地区内深井戸 か所を水源とする計画給水人口 人、計画 日最大給水量

㎥をもって平成 年 月 日、給水を開始した。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

（旧豊田町）

西市地区簡易水道

明治 年の市町村制の実施により、豊田下村、豊田奥村（後の西市町）、豊田中村、豊田上

村（後の殿居村）の４村が成立し、その後、豊田下村、西市町、豊田中村、殿居村が昭和 年

に合併し豊田町となった。

昭和 年当時の西市町の発展はめざましく、水道布設に対する住民からの要望が高まったこ

とから、昭和 年 月の合併後に新町の建設計画に伴う主要事業として、昭和 年度にかけ

て、水源地を豊浦郡豊田町楢原（木屋川水系稲見川伏流水）に求め、供給の拠点を西市地区に

選定、楢原に浄水場を設置して、昭和 年 月 日、事業認可を得て、昭和 年 月 日

に施設の完成をみたことから、同年 月 日、西市地区簡易水道事業として町内への給水が開

始された。

以後、戸数の増加とともに水需要の増大を受けて、昭和 年度から昭和 年度にかけて、

送配水管の増設（矢田、山田、中村地区の一部と楢原地区）を行い、さらに昭和 年度、木屋

川水系木屋川から取水を受けることとなり、併せて緩速ろ過池３号を築造した。

昭和 年度から昭和 年度においては、給水戸数も創設期の 倍となり、水道使用量も
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増加してきたことから、大幅な送配水管の増設工事を行った。また、新たに阿座上地区の一部、

中村・高熊地区全域、殿敷地区の一部及び上殿敷地区の一部について送配水管の増設工事を行

って給水区域が大幅に拡がることとなり、昭和 年度、浄水場内に緩速ろ過池 池（４号、５

号）を増築するとともに、高熊地区に配水池１池を築造した。

昭和 年度においては、楢原浄水場の電気設備整備により自動操作化、場内配管及び事務室

増築工事が完成し、昭和 年 月 日、楢原に管理事務所を移転したが、給水区域の拡大を

受けて、翌年度には、同浄水場内に、新たに緩速ろ過池 池（６号、７号）を増設した。

施設の老朽化によって、平成 年度から平成 年度にかけては厚生労働省の補助事業を受

けて、配水池の更新、電気計装設備の更新、管路の布設替え等を行ったが、引き続いて緩速ろ

過池も老朽化によって漏水も生じることとなり、平成 年度から平成 年度にわたって防水

工事と併せてろ過材入れ替え工事を行った。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

豊田西地区簡易水道

水源地を豊浦郡豊田町楢原（木屋川水系木屋川より取水）、供給の拠点を豊田下、豊田中、

殿居地区と広範囲を選定し、昭和 年 月 日、水道創設にかかる事業認可を得、楢原浄水

場をその浄水場として、昭和 年度から平成 年度にかけて農村総合モデル事業の一環とし

て施設整備を行った。本地区は、平成 年 月、豊田下地区（阿座上 ）より給水を開始したが、

浄水場に緩速ろ過池 池及び配水池 池を築造して、ここから年次を追って豊田下、豊田中、

殿居地区内へ給水区域を拡大した。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

大河内地区簡易水道

水源地を豊浦郡豊田町大河内（木屋川水系木屋川より取水）に求め、供給の拠点を大河内地

区に選定し、平成元年 月 日、事業認可を得て、平成元年度より平成 年度にかけて施設整

備を行った。大河内に浄水場を設置し、平成 年 月より給水開始したが、大河内浄水場には

急速ろ過機１基、緩速ろ過池 池及び配水池 池を築造し、ここから地区内への給水を行った。
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なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

三豊地区簡易水道

平成 年度から平成 年度にかけて営農飲雑用水施設整備事業により、水源地を豊浦郡豊田

町台（木屋川水系白根川支流より取水）、供給の拠点を台地区、今出地区、地吉地区の一部に

選定し、平成 年 月 日の事業認可を受け、台地区に浄水場を設置、平成 年 月 日より

給水を開始した。三豊浄水場には急速ろ過機 基、緩速ろ過池 池及び配水池 池を築造し、

ここから三豊地区内へ給水を行った。

なお、平成 年 月に簡易水道の廃止許可を受け、同年 月からは菊川町地区上水道及び他

の 簡易水道とともに下関市水道事業に統合された。

簡易水道

吉見簡易水道

吉見町は、本市の北西に位置し、大正 年 月豊西上村を吉見村と改称し、昭和 年 月

本市に合併された。

吉見地区への給水は、第 期拡張事業の起債枠制約を受けて進展しなかった。その間、赤痢

伝染病が流行したため、急きょ簡易水道の布設により給水することとなった。

計画は里町、西本町、新町、永田町一円を給水区域と定め、予定給水人口 人を目標と

した。水源は西田川南側の隣接地に取水井を設けて地下水を取り入れ給水することとし、昭和

年 月 日着工し、昭和 年 月 日に完成した。

昭和 年 月 日に簡易水道を廃止し、上水道に統合された。（総工費 円）

吉田簡易水道

吉田地区は、本市の北北東の地点にあり、ＪＲ山陽本線小月駅から木屋川上流約 の位置

にあたる。中心部には木屋川の支流、貞恒川が流れ、やや離れた周囲は山林がつづいている。

古くは、山陰・山陽両道を結ぶ交通の要衝地点で、宿場町を形成していたが、時代の変遷とと

もに農家の多い集落となり、やや過疎現象を呈している。

町村合併促進法施行に従い、昭和 年 月、本市に編入された。同地区の井戸水は水質が非

常に悪く飲料に適さず、編入時から簡易水道の布設を住民は要望していたが、周囲の情勢によ
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り延び延びになっていた。

昭和 年 月、貞恒川を水源とする簡易水道布設の認可を得、同年 月着工し、昭和 年

月完成した。 （総工費 円）

昭和 年、錦町及び吉田地区の給水需要の増大に対応するため、吉田簡易水道拡張事業計画

を策定、昭和 年 月事業経営変更認可を得て、同年 月に着工し、昭和 年 月完成した。

（総工費 円）

昭和 年 月、廃止許可を受け、同年 月上水道に統合するため認可を得て、同年 月 日

から統合された。

六連島簡易水道

六連島は、下関漁港から北西 ｋｍの響灘海上にあって、周囲 、南北 の楕円形の

島で面積 、島峰は ｍである。島には、入国検疫所、防衛庁施設、灯台等主要建造物

が多く、関門港の西の玄関口として重要な地点に位置している。市営連絡船で結ばれ、本島は、

花の栽培が主体である。

昭和 年、離島振興法の適用を受けて以来、経済、生活基盤の整備が着々と進められていた

が、懸案であった簡易水道は、昭和 年 月に布設の認可を得た。

水源は島の西側斜面に湧出する水を配水池へポンプアップして、自然流下により給水するこ

ととし、同年 月着工し、昭和 年 月完成した。 （総工費 円）

昭和 年、給水需要の増大と原水水質悪化に対処して六連島防衛施設周辺整備事業として、

事業経営変更認可を得て、ポンプ井の拡張、導水管の布設替え、窒素除去装置等を昭和 年

月に完成した。 （総工費 円）

昭和 年、島内水源の枯渇と水質悪化に対応して、島外に水源を求めざるを得ない状態とな

り、離島振興事業の一環として昭和 年 月事業変更認可を得、本土上水道区域（竹の子島）

から六連島間に口径 ｍｍの海底送水管の布設工事を施行し、昭和 年 月に完成した。これ

により、島内の計画給水量が ㎥／日から ㎥／日に増強された。

（総工費 円）

昭和 年 月、廃止許可を受け、同年 月上水道に統合するため認可を得て、同年 月 日

から統合された。
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下関市蓋井島簡易水道

蓋井島は、本市の北西に位置し、周囲 、面積 、島峰は ｍであり、吉見漁港か

ら距離 、連絡船の所要時間 分（昭和 年 月から市営渡船）で結ばれている。島民は

主として漁業、従として農業を営んでいる。

昭和 年 月、豊西村の一部編入により本市の区域となった。編入後、離島振興計画に基づ

き、電気導入、新鋭連絡船の建造等、年々整備がなされたが、給水設備については、昭和 年

に設置された旧軍施設の配水池を利用するにとどまっていた。そのため、給水管腐食による漏

水が多く、給水が可能な時間は 日僅か 時間程度で、しかも水源に雨水、汚水が混入する極

めて非衛生的な状態であった。

このため、島民の強い要望と、生活基盤の整備という見地から、昭和 年にボーリングによ

る水質、水量について調査を行い、昭和 年 月認可を得て、着工し、同年 月完成し給水

を開始することとなった。 （総工費 円）

以後、昭和 年度に既設ボーリング箇所を堀井戸に改造し、昭和 年度に取水ポンプ 台

の取替え、昭和 年度に予備のポンプの取替えを行い最大給水量１日 ㎥を得、並びに第

水源調査としてボーリング及び揚水テストを行い、島内で必要とする水量の確認ができた。

昭和 年度においては第 取水場の建設とともに浄水池及び送水管の増設を行い、 ㎥の増

強となり、最大給水量 日 ㎥が可能となった。 （総工費 円）

なお、経理については、昭和 年 月 日から簡易水道事業会計より水道事業会計に統合し、

処理されることになり、また平成 年 月 日の 市 町合併後、地方公営企業法非適用の

下関市簡易水道と区別するため下関市蓋井島簡易水道事業に改めた。

平成 年 月廃止許可を受け、同年 月上水道に統合するための許可を得て、同年 月 日

から下関市水道事業に統合された。

その後、本土上水道給水区域（吉母）から蓋井島への蓋井島施設整備事業を推進し、送水管

ｍ（うち海底部 ｍ）の送水管布設工事を行った。平成 年 月 日に給水開始

となり１日最大給水量が ㎥になった。これで、名実ともに下関市水道事業となった。

（総工費 円）
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下関市簡易水道

平成 年 月 日の 市 町合併により、旧菊川町及び旧豊田町の 簡水を下関市簡易水

道事業の設置等に関する条例に定めた。その後、下関市水道事業等の設置等に関する条例を改

正、平成 年 月 日に 簡易水道全てに地方公営企業法を適用し、平成 年 月 日には

菊川町簡易水道を水道事業へ変更し、翌平成 年 月には残る 簡易水道とともに全てを水道

事業へ統合した。
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（参 考）

◎◎ 木木屋屋川川第第 期期利利水水事事業業（第 期拡張事業関連）

本事業は、山口県が豊浦郡豊田町大河内木屋川筋に堰堤を築造して貯水池（現在の山口県営

木屋川ダム）を設け、河川流水の貯留調整を行い、流量の常時化を図り、一旦、これを木屋川

に放流し、豊浦郡菊川町湯の原に築造する取水堰堤（旧湯の原ダム）により常時 日

ｍ の水を取入れ、導水路により、これを下関市方面へ導水の上、上水道用水及び工業用水に充

てるもので、その規模は次のとおりである。

．貯水施設及び取水施設

諸 元 貯水施設（木屋川ダム） 取水施設（旧湯の原ダム）

型 式 重力式コンクリートダム 重力式コンクリートダム

堤 高 ｍ コンクリートダム ｍ 土堰堤 ｍ

堤 頂 長 ｍ 〃 ｍ 〃 ｍ

堤 体 積 ｍ 〃 ｍ 〃 ｍ

門 扉
ラジアルゲート 門、

高 ｍ 幅 ｍ
テンターゲート 門、 高 ｍ 幅 ｍ

総貯水量 ｍ ｍ

有効貯水量 ｍ ｍ

．導水施設（下関市菊川町湯の原～下関市長府豊浦町）

総 延 長 ｍ

取 水 口～第 分水槽 ｍ

第 分水槽～第 分水槽 ｍ

第 分水槽～第 分水槽 ｍ

第 分水槽～第 分水槽 ｍ

第 分水槽～第 分水槽 ｍ

第 分水槽～長府浄水場 ｍ
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3．用水受給量と工事費の分担       

用 水 使 用 目 的 受給量（ｍ3／日） 工事費の分担（円） 分 担 者 

上  水  道  用       108,000  278,428,000 下   関    市 

工   業   用        48,000  276,179,708 山     口     県 

工   業   用        24,000  2,032,977 ㈱ 神 戸 製 鋼 所 

          -  272,000,000 国（補 助 金） 

計       180,000  828,640,685  

 着工、完成年月日 

着  工  昭和 15 年 8月 1 日 

完  成  昭和 30 年 3月 31 日 

  なお、用水供給事業は昭和 33 年 4 月工業用水道事業法の制定により、昭和 34 年 4 月から山

口県木屋川工業用水道事業として発足、運営されることとなった。現在の供給能力は次のとお

りとなっている。 

山口県木屋川工業用水道供給能力 

                          （単位：ｍ3／日） 

供 給 事 業 体 
種 別 

合  計 
工 水 上 水 

下   関   市 24,000 108,000 132,000 

山   口   県 48,000 - 48,000 

合    計 72,000 108,000 180,000 
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◎ 木屋川第 2 期利水事業（第 8期拡張事業関連）  

 既設の湯の原取水堰堤地点直下の木屋川本流に、「湯の原ダム」を建設し、新規水を開発し

て、これを上水道用水及び工業用水として供給するための導水施設を建設した。                                 

 

1．事  業  主  体      山 口 県 企 業 局、下 関 市 

2．供  給  区  域      下 関 市 

3．供  給  能  力      52,000ｍ3／日 

 県  工  水      22,000ｍ3／日（計画供給能力） 

              （現在の供給能力は，3,400ｍ3/日） 

 上     水      30,000ｍ3／日 

                               （単位：ｍ3／日） 

供 給 事 業 体 工   水 上   水 合   計 

下  関  市     - 30,000 30,000 

山  口  県 3,400     - 3,400 

計  3,400 30,000 33,400 

 

4．工       期       昭 和 47 年 度 ～ 平 成 3 年 度 

5．開発事業費（共同工事分）    17,828,894千円 

6．施 設 の 概 要 

（1）貯 水 施 設（湯の原ダム）… 共同事業  

型     式  重力式コンクリートダム 

堤     高  18.5ｍ 

堤     長  212.95ｍ 

堤  体  積  79,000ｍ3 

利 水 容 量  2,050,000ｍ3 

（2）導 水 施 設         9,679ｍ（共同事業分） 
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3　拡　張　事　業

内日第 1貯 水池 下関市大字内日上字猿山 土堰堤

                356－9 満水量 ｍ3

高 尾 浄 水 場 下関市春日町8番1号 緩速ろ過池

　方形　ろ過面積 1,057 ｍ2×2池

創 設 　円形　ろ過面積 1,109 ｍ2×1池

配水池 容量 8,400 ｍ3／2池

導 水 管 内日貯水池～高尾浄水場 φ350 L＝12,369ｍ

配 水 管 旧市内一円 φ300本管、東西に分岐

以下φ100まで布設

内日第 2貯 水池 下関市大字内日上 土堰堤

字下瀬戸1066 満水量 ｍ3

日 和 山 浄 水 場 下関市長崎中央町7番1号 緩速ろ過池 ろ過面積 1,443 ｍ2×3池

配水池　　 容量　　 8,000 ｍ3／2池

導 水 管 高尾浄水場～日和山浄水場 φ400 L＝  525ｍ

秋 根 ポ ン プ 場 下関市大字秋根字大田87-1 取水ポンプ（タービンポンプ）

 55kＷ×2台 100kＷ×1台

導 水 管 秋根ポンプ場～高尾浄水場 φ400 L＝6,826ｍ

彦 島 調 整 池 下関市彦島本村町5丁目7番 容　量 2,000 ｍ3／2池

配 水 管 彦島地区 L＝19,644ｍ

長 府 浄 水 場 下関市長府豊浦町1番1号 緩速ろ過池 ろ過面積 1,335 ｍ2×4池

送水ポンプ（タービンポンプ）

110kＷ×4台  75kＷ×2台

第 5 期 長 府 配 水 場 下関市長府安養寺1丁目1番 容　量 5,000 ｍ3／2池

拡張 事業 （1号）

送 水 管 長府浄水場～日和山浄水場   φ600 L＝9,785ｍ

　　〃　  ～長府配水場(1号) φ300 L＝  910ｍ

配 水 管 長府地区 φ300～φ100 L＝6,260ｍ

緩 速 ろ 過 池 高尾浄水場

内日貯水池～高尾浄水場導 水 管

期 別 名 称 所 在 地 概　　　  　要

1,000,000

ｍ2×1池　方形  ろ過面積

φ450 L＝12,200ｍ

第 4 期

拡張 事業

1,057

第 3 期

拡張 事業

第 1 期

拡張 事業

第 2 期

拡張 事業

900,000
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計　　　　画

給 水 人 口
1 人 1 日

最大給水量

1 日 最 大

給 水 量

円 人 ℓ ｍ
3

国庫補助金

市 債

869,682       60,000    83.5     5,010   県 補 助 金

市 税

そ の 他

水 道 費

積 立 金

起 債

1,367,009     87,300    165.0    14,405  水 道 諸

収 入 金

498,665       147,000   210.0    30,870  全 額 起 債

国庫補助金

市 費

市 債45,219,514    205,000   335.0    68,768  

7,098   

大正

9.3

大正

9.8

大正

11.3
931,589       85,000    10,625  

大正

4.5
39,700        

大正

4.11
83.5     

事 業 費

85,000    
大正

5.5

昭和

14.8

125.0    

昭和

28.3

明治

34.2

明治

34.3

明治

39.3

認可年月 着工年月 完成年月 財　源

大正

14.2

大正

14.11

昭和

4.2

市 債

昭和

9.3

昭和

9.4

昭和

10.10

昭和

15.6
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高速凝集沈殿池 長府浄水場 内径  20.8ｍ 深さ　5.1ｍ

処理能力 50,000 ｍ3／日／2池

急 速 ろ 過 池 長府浄水場 ろ過面積　　52ｍ2×6池52 ｍ2×6池

ろ過速度　　140ｍ／日140 ｍ／日

第 6 期 ろ過水量 40,000 ｍ3／日／6池

拡張 事業 原 水 ポ ン プ 長府浄水場 ボリュートポンプ  37kＷ×3台

送 水 ポ ン プ 長府浄水場 2段ボリュートポンプ 330kＷ×3台

送 水 管 長府浄水場～日和山浄水場 φ600 L＝9,887ｍ

配 水 池 日和山浄水場 容　量 10,000 ｍ3／3池

配 水 管 北浦地区及び大和町 φ600～φ100 L＝20,293ｍ

高速凝集沈殿池 長府浄水場 内径  30ｍ 深さ　7.5ｍ

処理能力 36,000 ｍ3／日／1池

急 速 ろ 過 池 長府浄水場 ろ過面積 52 ｍ2×6池

ろ過速度 140 ｍ／日

ろ過水量 40,000 ｍ3／日／6池

薬 品 注 入 装 置 長府浄水場 一　式

計装・電気設備 長府浄水場 一　式

第 7 期 原 水 ポ ン プ 長府浄水場 ボリュートポンプ  55kＷ×1台

拡張 事業 送 水 ポ ン プ 長府浄水場 〃 290kＷ×3台

〃 100kＷ×2台

熊 野 配 水 場 下関市大学町2丁目12番1号 容　量 11,000 ｍ3／3池

配 水 池 長府配水場（2号） 容　量 3,000 ｍ3／1池

導 水 管 内日貯水池～秋根 φ600 L＝5,022ｍ（φ350布設替）

送 水 管 長府浄水場～熊野配水場   φ900 L＝6,916ｍ

　　〃　  ～長府配水場(2号) φ450 L＝　954ｍ

配 水 管 下関地区及び長府地区 φ600～φ100 L＝65,689ｍ

小 月 浄 水 場 下関市小月町金座ケ浴 緩速ろ過池 ろ過面積 63 ｍ2×3池

               210－2 配水池 容量 209ｍ3／1池

菊 川 ポ ン プ 場 山口県豊浦郡菊川町 取水ポンプ （タービンポンプ）        

　大字下大野字岡畠713－1       22kＷ×2台

導 水 管 菊川ポンプ場～小月浄水場 φ150 L＝1,942ｍ

送 水 管 小月浄水場～配水池  φ200 L＝　 88ｍ

配 水 管 小月地区 φ150～φ75 L＝3,581ｍ

小 月 ポ ン プ 場 下関市小月幸町8番 取水ポンプ        

ボリュートポンプ  22kＷ×2台

取 水 ポ ン プ 菊川ポンプ場 〃  30kＷ×1台

緩 速 ろ 過 池 小月浄水場 ろ過面積 63 ｍ2×1池

ろ過面積 105 ｍ2×3池

配 水 池 小月浄水場 容　量 1,100 ｍ3／2池

送 水 ポ ン プ 小月浄水場 ボリュートポンプ  22kＷ×1台

導 水 管 小月ポンプ場～小月浄水場 φ200 L＝1,821ｍ

配 水 管 小月地区 φ200～φ100 L＝6,882ｍ

小月 上水

創 設

小月 上水

第 1 期

拡張 事業

期 別 名 称 所 在 地 概　　　  　要
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計　　　　画

給 水 人 口
1 人 1 日

最大給水量

1 日 最 大

給 水 量

円 人 ℓ ｍ
3

起 債

料 金 収 入

起 債

料 金 収 入

県 補 助 金

94,952        7,000     163.0    1,140   町 債

町 費

84,321,194    11,000    286.0    3,165   

財　源

242,000   

358.0    74,141  

事 業 費

901,174,217   

504.0    122,000 

昭和

37.12

昭和

38.4

昭和

7.11

昭和

29.5

昭和

30.1

昭和

6.10

昭和

6.12

昭和

42.3

昭和

38.11

昭和

39.4

昭和

46.3

昭和

37.3

1,920,134,066 

207,000   

認可年月 着工年月 完成年月

起 債

料 金 収 入
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新 湯 の 原 ダ ム 豊浦郡菊川町湯の原 県と共同施行

事業費の30／52負担、

原水30,000ｍ3／日の水利権の確保

導 水 管 清末配水池～長府浄水場 φ1,500～φ1,000 L＝9,269ｍ

隧 道 工 企業局小月配水池～清末配水池 L＝410ｍ

特高圧受変電設備 長府浄水場 一　式

沈 殿 池 長府浄水場 処理能力 50,000 ｍ3／日／2池

容　量 1,496 ｍ3×2池

急 速 ろ 過 池 長府浄水場 ろ過水量 30,000 ｍ3／日／16池

排 水 処 理 設 備 長府浄水場 濃縮槽　有効容量　 1,280 ｍ3×1池

 〃 320 ｍ3×1池

送泥ポンプ  13kＷ×2台

戻水ポンプ 7.5kＷ×2台

汚泥ポンプ 5.5kＷ×2台

脱　水　機 造粒式デハイドラム

乾　燥　機 スラッジドライヤ

浄 水 池 長府浄水場（4号） 容　量 1,000 ｍ3／1池

原 水 ポ ン プ 長府浄水場第2原水ポンプ室 75kＷ×2台 　　45kＷ×2台

第 8 期 送 水 管 熊野配水場～日和山浄水場 φ  600 L＝5,408ｍ

拡張 事業 水門～彦島配水場 φ  600 L＝1,385ｍ

長府浄水場～長府配水場(3号) φ1,000 L＝　130ｍ

送 水 ポ ン プ 高尾浄水場～日和山浄水場  75kＷ×3台

彦島ポンプ場～彦島配水場 132kＷ×2台

長府浄水場～熊野配水場 290kＷ×2台

長府浄水場～日和山浄水場 330kＷ×1台

安岡ポンプ場～吉見配水場 132kＷ×2台

配 水 池 彦島配水場 容　量 10,000 ｍ3／2池

長府配水場（1号 改良） 容　量 5,000 ｍ3／2池

長府配水場（3号） 容　量 12,000 ｍ3／3池

長府配水場（4号） 容　量 5,000 ｍ3／2池

吉見配水場 容　量 2,000 ｍ3／2池

尾袋配水場 容　量 1,000 ｍ3／2池

高畑配水場 容　量 1,000 ｍ3／2池

奥 山 配 水 施 設 勝山地区 一　式

（形山・小野・井田・奥山）

大河原配水施設 吉母町大河原地区 一　式

内日地区配水施設 一　式

吉田地区配水施設 一　式

高畑･野久留米配水施設 一　式

配 水 管 市内給水区域 φ700～φ25 L＝187,499ｍ

期 別 名 称 所 在 地 概　　　  　要

第
変
61.3.31
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計　　　　画

給 水 人 口
1 人 1 日

最大給水量

1 日 最 大

給 水 量

千円 人 ℓ ｍ
3

24,343,090    284,000   540.0    153,500 

事 業 費

平成

6.9

料 金 収 入

起 債

国庫補助金

認可 年月 着工年月 完成年月 財　源

昭和

46.3

昭和

46.4

第 3 回
変 更
61.3.31
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44　　水水道道施施設設整整備備事事業業

導水管 （新 設） 内日貯水池～石原 φ800 L＝9,781.5ｍ

～長府浄水場（H13.3完成）

石原～高尾浄水場（H26.5完成） φ700～φ400 L＝6,988ｍ

粉 末 活 性 炭 長府浄水場（H10.6完成） 乾式粉末活性炭

注 入 設 備 貯蔵槽　　40ｍ ×2基

（新設） 注入率　　5～30ｍｇ／ℓ

消 毒 設 備 長府浄水場（H10.5完成） 次亜塩素酸ナトリウム注入ポンプ設備

（更新） 55～1,888cc／分×13台

高尾浄水場（H10.3完成） 次亜塩素酸ナトリウム注入ポンプ設備

5～150cc／分×2台

日和山浄水場（H10.3完成） 次亜塩素酸ナトリウム注入ポンプ設備

5～150cc／分×2台

浄水場 （更 新） 長府浄水場

R11.10：一部供用開始

R15.2：全部供用開始

排 水 処 理 設 備 長府浄水場 （H23.3完成） 無薬注短時間型加圧脱水式

（更新） 2,140㎜×2,150㎜×48室×2台

ろ過面積　A=350㎡×2台

水質管理センター棟 長府満珠町（H28.3完成） 鉄筋コンクリート造　1棟

送水管 （更 新） 長府浄水場～日和山浄水場

送水管 （更 新） 長府浄水場～長府配水場

配 水 池 竹生配水場（H17.2完成） 容　　量 ｍ ／2池

（新設） 新椋野配水場（H23.1完成） 容　　量 ｍ ／2池

清末配水場（H18.11完成） 容　　量 ｍ ／2池

ポ ン プ 設 備 椋野ポンプ場（H27.3完成） 送水ポンプ　2台

（新設） 新椋野ポンプ場（H22.3完成） 送水ポンプ　2台

配水管 （新 設） 市内給水区域（H28.7完成） φ600～φ150 L＝19,503ｍ

配水管 （更 新） 市内給水区域 基幹管路 L＝約5,700ｍ（2,812ｍ完成）

重要給水施設配水管路　L＝約40,200ｍ

未普及 地域 解消 清末地区小野（H12.2完成） 配水施設 一式

（新設） 清末地区畑組（H12.1完成） 配水施設 一式

王司地区員光（H11.12完成） 配水施設 一式

王司地区山田（H21.8完成） 配水施設 一式

王司地区河内 配水施設 一式

　（R7.10給水開始予定）

送水管 （新 設） 吉母～蓋井島（H20.11完成） φ75～φ50 L＝12,098ｍ

（うち海底部　φ65 L＝11,229ｍ）

配水池 （新 設） 蓋井島配水場（H20.11完成） 容　　量 ｍ ／池

配水管 （新 設） 蓋井島配水場～蓋井島島内 φ75　 L＝54ｍ

（H20.11完成）

ポンプ設備（更新） 蓋井島ポンプ場（H20.11完成） 送水ポンプ　1台

浄水場 （更 新） 楢原浄水場（R4.7完成） 槽浸漬型セラミック膜（MF膜　0.1㎛）

処理能力　2,400㎥/日   4槽

ポンプ設備（新設） 歌野中継ポンプ場（R5.2完成）

紫外線 処理 設備 古崎配水場（H22.5完成）

旧豊浦郡 （新設） 小河内水源地（H24.3完成）

（４町）配 水 施 設 整 備 一の瀬第２配水場　ほか 容　　量 ｍ ／2池 ほか

配水管 （更 新） 旧豊浦郡４町内

未普及 地域 解消 七見地区（H22.3完成） 配水施設一式

（新設） 一本松地区（H24.7完成） 配水施設一式

L＝ 1,600ｍ

生物接触ろ過（上向流）+凝集

(+粉末活性炭)+沈殿+再凝集+急速ろ過

φ600 L＝ 8,700ｍ

φ400、800

蓋井島

地区

旧下関
市内

名 称 施 工 場 所

処理能力　88,000㎥/日

概　　　　要

- 37 -
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計　　　　画

給 水 人 口
人 日

最大給水量
日 最大

給 水 量

千円 人 ℓ ｍ

水道施設整備
第1回変更
平成20.11

届出
平成19.4
(蓋井島

簡水譲受)

平成 平成

水道施設整備
第3回変更
平成29.6

平成 令和
水道施設整備
第2回変更
平成25.4

令和 令和
水道施設整備
第4回変更
令和6.3

届出
平成17.2
(豊北町・
豊浦町地区

譲受)

完成年月

平成 平成

水道施設整備
平成9.9

財　源事 業 費認 可 年 月 着工年月

届出
平成22.3
(北九州市
馬島編入)

平成

平成 平成

料 金 収 入
起 債
一般会計繰入金
国 庫 補 助 金

平成 令和

平成 平成

平成

- 38 -
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5　施 設 の 内 容
　　令和6年3月31日現在

1．浄　　水　　場　（13か所）

　(1)　長　府　浄　水　場 所在地　　下関市長府豊浦町1番1号

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

着 水 井 2池 1号池　　　鉄筋コンクリート造 　　幅 7.5ｍ×長15.2ｍ×深 3.2ｍ … 1池

2号池　　　鉄筋コンクリート造 　　幅 4.0ｍ×長 8.0ｍ×深 4.2ｍ … 1池

原 水 ポ ン プ 10台 第１原水ポンプ   

  φ350×φ350×18㎥／分×8.0ｍ×37kW／台 … 3台

  φ450×φ450×26㎥／分×9.5ｍ×55kW／台 … 1台

第2原水ポンプ   

  φ400×φ400×20.8㎥／分×12.5ｍ×75kW／台 … 2台（うち1台予備）

第3原水ポンプ   

  φ300×φ200×15.3㎥／分×82.0ｍ×300kW／台 … 2台（うち1台予備）

沈 殿 池 5池 スラリー循環型高速凝集沈殿池（鉄筋コンクリート造）   

   処理能力　　50,000㎥／日／2池 容量　　1,438㎥／1池 … 2池

   処理能力　　36,000㎥／日／池 容量　　3,000㎥／1池 … 1池

横流式沈殿池 （鉄筋コンクリート造）   

   処理能力　　50,000㎥／日／2池 容量　　1,496㎥／1池 … 2池

急 速 ろ 過 池 28池 流量制御形（鉄筋コンクリート造） … 12池（うち1池予備）

   ろ過面積　　52㎡／池   ろ過速度　　140ｍ／日

   ろ過水量　　80,000㎥／日／11池

自然平衡形（自己逆流洗浄型・鉄筋コンクリート造） … 16池

   ろ過面積　　15.6㎡／池   ろ過速度　　120～140ｍ／日

   ろ過水量　　30,000㎥／日／16池

緩 速 ろ 過 池 4池 コンクリート造 … 3池　・　 鉄筋コンクリート造 … 1池（うち1池予備）

（ 休 止 中 ）    ろ過面積　　1,335㎡／池    ろ過速度 5ｍ／日

   ろ過水量　　20,000㎥／日／3池

消 毒 設 備 13台 一軸偏心ポンプ 　55～1,888cc／分／台 … 13台（2台休止中）

粉 末 活 性 炭

注 入 設 備
4台 計量機（容積式定量フィーダ） 　    5～200kg／時／台 … 4台（うち2台予備）

薬 品 注 入 設 備 4台 定量ポンプ

  ポリ塩化アルミニウム 2.89ℓ／分／台 … 1台

2.23ℓ／分／台 … 1台

  φ350×φ350×17.4㎥／分×11.0ｍ×45kW／台 … 2台（休止中）
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主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

  ポリ塩化アルミニウム 1.30ℓ／分／台 … 1台

2.89ℓ／分／台 … 1台

洗 浄 排 水 貯 留 槽 6池 鉄筋コンクリート造 　容量 100㎥／ 1池 … 6池

洗浄排水戻水設備 1池 鉄筋コンクリート造 　容量 100㎥／ 1池 … 1池

2台 戻水ポンプ（水中ポンプ）

  φ150×2.6㎥／分×16ｍ×11kW／台 … 2台（うち1台予備）

浄 水 池 4池 1号　　　コンクリート造 　　　容量 400 ㎥／ 1池 … 1池

2号　　　鉄筋コンクリート造 　　　容量 1,700 ㎥／ 1池 … 1池

3号　　　鉄筋コンクリート造 　　　容量 2,400 ㎥／ 1池 … 1池

4号　　　鉄筋コンクリート造 　　　容量 1,000 ㎥／ 1池 … 1池

送 水 ポ ン プ 16台 第 1送水ポンプ

 （原水）　長府浄水場～工水系及び日和山浄水場（ろ過池）

  　　φ300×φ250×8.4㎥／分×120ｍ×250kW／台 … 3台（休止中）

 （浄水）　長府浄水場～長府配水場（ 1 ・ 2 ・ 4 号配水池）

  　　φ200×φ150×3.84㎥／分×80ｍ×85kW／台 … 2台

  　　φ200×φ150×4.8㎥／分×80ｍ×100kW／台 … 1台

 　　 φ200×φ150×6.0㎥／分×72ｍ×100kW／台 … 1台

第2送水ポンプ 長府浄水場～日和山浄水場（配水池）（ 1台休止中）

  φ300×φ250×11.0㎥／分×115ｍ×330kW／台 … 4台（うち1台予備）

第3送水ポンプ 長府浄水場～長府配水場（3号配水池）（ 1台休止中）

  φ350×φ250×12.5㎥／分×90ｍ×290kW／台 … 5台（うち1台予備）

非 常 用 発 電 設 備 一式 ガ ス タ ー ビ ン　　　2,317 ｋW　定格出力（40℃） … 一式

発　　  電 　 　機      3相交流   3,300V   60Hz   2,500kVA（2,000kW） … 一式

燃料タンク（灯油）　　15kℓ／槽 … 2槽

洗 浄 水 槽 1池 鉄筋コンクリート造 　　　容量 500 ㎥／ 1池 … 1池

排 水 処 理 設 備 2台 無薬注短時間型加圧脱水機 … 2台

ろ過面積 350㎡×2台

ろ板寸法　 2.14ｍ×2.15ｍ×48室×2台

4池 排水・排泥池　　　鉄筋コンクリート造　　　

　幅4.25ｍ×長さ41.1ｍ×有効水深4.0ｍ×4池　　　　有効容量：2,795㎥

2池 濃縮槽　　　鉄筋コンクリート造

　幅19.6ｍ×長さ19.6ｍ×有効水深5.0ｍ×2槽　　　　有効容量：3,842㎥

2池 上澄水槽　　　鉄筋コンクリート造

　幅9.3ｍ×長さ3.5ｍ×有効水深4.0ｍ×2池　　　　有効容量：260㎥
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主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

排 水 処 理 設 備 9台 送泥ポンプ（排水槽→排水・排泥池）　　2.8㎥／分×14.8ｍ×13kW／台 … 2台

排水・排泥池汚泥引抜ポンプ　　1.43㎥／分×25ｍ×15ｋW／台 … 2台　　

濃縮槽汚泥引抜ポンプ　　　1.10㎥／分×24ｍ×11ｋW／台 … 2台　　

上澄水返送ポンプ　　　3.64㎥／分×30ｍ×37ｋW／台 … 3台　　　

排 出 水 回 収 設 備 1池 鉄筋コンクリート造 容量　 2.0ｍ×1.5ｍ×深2.8ｍ … 1池

（ 緩 速 ろ 過 池 ） 2台 水中ポンプ            

　(2)　日　和　山　浄　水　場　(2)　日 和 山 浄 水 場 所在地　　下関市長崎中央町７番１号

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

着 水 井 1池 鉄筋コンクリート造 … 1池

   幅 3ｍ×長 3ｍ×深 5ｍ　　　　　　　　　　

緩 速 ろ 過 池 3池 鉄筋コンクリート造 … 3池

   ろ過面積　　1,443㎡／池 ろ過速度　　5ｍ／日

   ろ過水量　　7,600㎥／日／2池

消 毒 設 備 2台 液中ピストンポンプ（インターバル方式） 150cc／分／台 … 2台

配 水 池 5池 1号　　　鉄筋コンクリート造 容量 8,000 ㎥／2池 … 2池

　　　　　　ＨＷＬ　＋60.5ｍ ＬＷＬ　＋56.9ｍ

2号　　　鉄筋コンクリート造 容量 10,000 ㎥／3池 … 3池

　　　　　　ＨＷＬ　＋65.5ｍ ＬＷＬ　＋61.0ｍ

配 水 ポ ン プ 2台 φ65×φ65×0.28㎥／分×27.5ｍ×3.7kW／台 … 2台（うち1台予備）

　(3)　高　尾　浄　水　場 所在地　　下関市春日町８番１号

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

着 水 井  1池 円形煉瓦造 …  1池

　内径 3.55ｍ×深 4.2ｍ　　　　　　　　

緩 速 ろ 過 池 4池

  ろ過面積　　　1,057㎡／池 … 3池（方形）　　　　ろ過速度　　5ｍ／日

  ろ過面積　　　1,109㎡／池 … 1池（円形）　　　　ろ過速度　　5ｍ／日

  ろ過水量　　　8,000㎥／日／3池

消 毒 設 備 2台 液中ピストンポンプ（インターバル方式） 150cc／分／台 … 2台

配 水 池 2池 煉瓦造 容量 8,400 ㎥／2池 … 2池

   ＨＷＬ　＋45.5ｍ ＬＷＬ　＋41.8ｍ

送 水 ポ ン プ 3台 高尾浄水場～日和山浄水場（３号休止中）

  φ300×φ250×10.5㎥／分×30ｍ×75kW／台 … 3台（うち1台予備）

φ100×1.2㎥／分×13.6ｍ×7.5kW／台 … 2台  

コンクリート（1･2･3号方形）・煉瓦造（4号円形） … 4池（2号池休止中）
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　(4)　川　棚　浄　水　場 所在地　　下関市豊浦町大字川棚字定力4149-1

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

着 水 井  1池 鉄筋コンクリート造 …  1池

　幅4.0ｍ×長4.5ｍ×深3.3m 容量　　59.4㎥

　HWL +12.75m   LWL +9.450m

混 和 池  1池 鉄筋コンクリート造 …  1池

　幅1.5ｍ×長1.5ｍ×深2.8m 容量　　6.3㎥

　HWL +12.30m   LWL +9.300m

薬 品 注 入 設 備 8台 薬注ポンプ

　ポリ塩化アルミニウム 定量 400ｃｃ／分／台 … 2台

　苛性ソーダ 定量 400ｃｃ／分／台 … 2台

　ポリ塩化アルミニウム 定量 0.2ℓ／分／台 … 2台

　苛性ソーダ 定量 0.15ℓ／分／台 … 2台

消 毒 設 備 4台 前塩素設備

　液中ピストンポンプ　スピードコントロール方式　　　　200ｃｃ／分／台 … 2台

　後塩素設備

　電磁駆動式薬液定量ポンプ　　120ｃｃ／分／台 … 2台　

凝 集 池  1池 鉄筋コンクリート造 … 1池

　幅4.5ｍ×長5.6ｍ×深3.5m×2池 容量　　176.4㎥

　HWL +12.30m   LWL +9.300m

酸 化 池  1池 鉄筋コンクリート造 … 1池

　幅7.0ｍ×長23.0ｍ×深4.5m×2池 容量　　1,449㎥

　HWL +12.30m   LWL +9.300m

圧 力 式急 速ろ過機 5基 鋼板製

（ マ ン ガ ン接 触 ） 　φ2,800　　　70㎥/ｈ×2基

　φ3,200　　　80㎥/ｈ×2基

　φ3,600　　　100㎥/ｈ×1基

ろ 過 ポ ン プ 10台 φ125×2.24㎥／分×13.5ｍ×7.5kW／台 … 8台　    

φ125×2.3㎥／分×15ｍ×7.5kW／台 … 2台　    

浄 水 池 2池 鉄筋コンクリート造 … 2池

　幅5.5ｍ×長12.5ｍ×深3.6m×1池   容量　　206㎥

　幅11.0ｍ×長19.0ｍ×深3.9m×1池   容量　　806㎥

送 水 ポ ン プ 4台 北村送水ポンプφ150×2.1㎥／分×80ｍ×55kW／台 … 2台　    

湯町送水ポンプφ150×2.1㎥／分×120ｍ×75kW／台 … 2台　    
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　(5)　　市　の　瀬　水　源　地 所在地　　下関市豊北町大字粟野字丸山2312-1

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 井  1井 鉄筋コンクリート造

D=3.5ｍ　H=13.0ｍ 計画取水量　4,200㎥／日

送 水 ポ ン プ 4台 φ125×φ125×0.9㎥／分×150ｍ×45kW／台 … 4台

　(6)　　小　河　内　水　源　地 所在地　　下関市豊北町大字粟野2515-1

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 井  1井 鉄筋コンクリート造

D＝4.0ｍ　H=13.7ｍ　 計画取水量　1,800㎥／日

取 水 ポ ン プ 2台 φ100×1.5㎥／分×19ｍ×7.5kW／台 … 2台(交互運転) 水中ポンプ

消 毒 設 備 2台 電磁駆動式薬液定量ポンプ　　48.5ｃｃ／分／台 … 2台　

紫外線 照射 設 備 1台 10ｍJ／ｃｍ2×2,400㎥／日／台 …  1台

浄 水 池 2池  鉄筋コンクリート造　 2池

　幅4.0ｍ×長5.4ｍ×深3.0ｍ×2池　容量　129.6㎥／2池

送 水 ポ ン プ 5台 角島系送水ポンプ

　φ100×φ100×0.69㎥／分×129ｍ×30kW／台 … 3台(交互運転）

粟野系送水ポンプ

　φ80×φ80×0.65㎥／分×85ｍ×18.5kW／台 … 2台(交互運転)

　(7)　　菊　川　浄　水　場 所在地　　下関市菊川町大字田部字下霄651

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ 4台 第1水源　φ50×0.34㎥／分×17ｍ×2.2kW／台 … 2台

第2水源　φ125×1.67㎥／分×19.9ｍ×15kW／台 … 2台

緩 速 ろ 過 池 6池 鉄筋コンクリート造 … 6池（うち1池予備）

　ろ過面積　150㎡／池

　ろ過水量　2,775㎥／日／5池

消 毒 設 備 2台 液中ピストンポンプ　　　　90ｃｃ／分／台 … 2台

浄 水 池 2池  鉄筋コンクリート造　 2池

　幅3.5ｍ×長6.0ｍ×深3.5ｍ×2池　容量　126㎥／2池

送 水 ポ ン プ 2台 　　φ125×2.02㎥／分×80ｍ×45kW／台 … 1台

φ125×0.98㎥／分×108ｍ×45kW／台 … 1台

　(8)　　下　大　野　浄　水　場 所在地　　下関市菊川町大字下大野字三町971（予備）

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ 1台 第3水源　φ50×0.30㎥／分×60ｍ×5.5kW／台 … 1台（予備）

緩 速 ろ 過 池 3池 鉄筋コンクリート造 … 3池（うち1池予備）

　ろ過面積　54㎡／池 … 3池

　ろ過水量　430㎥／日／2池
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主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

浄 水 池 4池 鉄筋コンクリート造　　2池

 　幅6.0ｍ×長10.0ｍ×深2.5ｍ×2池　容量300㎥／2池（予備）

配 水 ポ ン プ 2台 　　φ80×0.69㎥／分×60ｍ×15kW／台 … 2台（予備）

　(9)　　歌　野　浄　水　場 所在地　　下関市菊川町大字上岡枝字堤ヶ原1967

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ 1台 φ65×0.24㎥／分×60ｍ×5.5kW／台 … 1台

圧力式急速ろ過機 2基 鋼板製

φ2,500　　　328㎥/日×2基

活 性 炭 吸 着 塔 1基 φ1,200　　　383㎥/日×1基

消 毒 設 備 4台 前塩素設備　　電磁駆動式薬液定量ポンプ　　15ｃｃ／分／台 … 2台　

後塩素設備　　電磁駆動式薬液定量ポンプ　　 6ｃｃ／分／台 … 2台　

薬 品 注 入 設 備 6台 薬注ポンプ

　ポリ塩化アルミニウム 定量 60ｃｃ／分／台 … 2台

　硫酸 定量 30ｃｃ／分／台 … 2台

　苛性ソーダ 定量 60ｃｃ／分／台 … 2台

浄 水 池 2池  鉄筋コンクリート造　　2池

　幅3.95ｍ×長4.5ｍ×深3.6ｍ×2池　容量106㎥／2池

送 水 ポ ン プ 2台 φ80×0.51㎥／分×85ｍ×15kW／台 … 2台

　(10)　　轡 井 ・道 市 浄 水 場 所在地　　下関市菊川町大字樅ノ木中畑166-7

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ １台 φ40×0.035㎥／分×70ｍ×1.1kW／台 … 1台

消 毒 設 備 2台 電磁駆動式薬液定量ポンプ　　30ｃｃ／分／台 … 2台　

浄 水 池 1池 鉄筋コンクリート造　1池

 　幅1.5ｍ×長1.5ｍ×深1.0ｍ　容量2.25㎥／池

送 水 ポ ン プ 2台 φ40×0.035㎥／分×65ｍ×3.7kW／台 … 2台

　(11)　　楢　原　浄　水　場 所在地　　下関市豊田町大字楢原字下玉司7,8,9,10-1,11-1,2

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ 6台 第1水源　φ80×φ65×1.12㎥／分×16.0ｍ×5.5kW／台 … 2台

第2水源　φ50×φ40× 0.33㎥／分×16.0ｍ×1.5kW/台 … 2台

第3水源　φ80×φ80× 0.45㎥／分×14.0ｍ×3.7kW/台 … 2台

着 水 井 1池 鉄筋コンクリート造 … 1池

　幅2.5ｍ×長3.9ｍ×深2.0ｍ　　　　容量　19.5㎥

混 和 池 1池 鉄筋コンクリート造 … 1池

　幅2.5ｍ×長2.5ｍ×深1.9ｍ　　　　容量　11.9㎥
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主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

薬 品 注 入 ポ ン プ 6台 定量ポンプ

　ポリ塩化アルミニウム 0.65～130mℓ／分／台 … 2台

　希硫酸 0.15～30mℓ／分／台 … 2台

　苛性ソーダ 0.3～60mℓ／分／台 … 2台

活 性 炭 注 入 設 備 1台 粉末活性炭貯留ホッパ　　　ステンレス製円筒密閉型 … 1台

　供給量　0.4～1.7ｋｇ/ｈ 容量　1000ℓ

活性炭スラリ注入ポンプ　　一軸偏心ねじ式ポンプ … 2台（うち1台予備）

　インバータ制御 最大　340㎖/min

消 毒 設 備 6台 前・中塩素設備

　液中ピストンポンプ 0.06～12.5mℓ／分／台 … 2台

後塩素設備

　液中ピストンポンプ 0.06～12.5mℓ／分／台 … 4台（うち1台予備）

膜 ろ 過 設 備 4槽 槽浸漬型セラミック膜（MF膜　0.1㎛） … 4槽　

　モジュール数：6列×16段×2ユニット/槽　　　処理能力　2，400㎥/日

膜 ろ 過 水 ポ ン プ 4台 φ65×φ50×0.6㎥／分×27.0ｍ×5.5kW／台 … 4台

除マンガ ンろ 過 機 2台 鋼製円筒縦型圧力式ろ過機 … 2台

　φ1,800mm、 2,200mm　1,236㎥／日

浄 水 池 2池 鉄筋コンクリート造　　2池

 　幅3.2ｍ×長10.7ｍ×深2.40ｍ（有効水深1.9ｍ）×2池　容量130㎥／2池

送 水 ポ ン プ 6台 庭田系送水ポンプ

　φ80× 0.74㎥／分×70ｍ×15kW／台 … 2台

高熊系送水ポンプ

　φ80× 0.65㎥／分×50ｍ×11kW／台 … 2台

八道系送水ポンプ

　φ80× 0.5㎥／分×82ｍ×15kW／台 … 2台

　(12)　　大 河 内 浄 水 場 所在地　　下関市豊田町大字大河内字戸谷120-1,2,3

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

取 水 ポ ン プ 2台 第一水源　φ50×0.07㎥／分×22.1ｍ×3.7kW／台 … 2台

緩 速 ろ 過 池 2池 鉄筋コンクリート造 … 2池（うち1池予備）

　ろ過面積　17.5㎡／池 … 2池

　ろ過水量　100㎥／日／1池

消 毒 設 備 2台 液中ピストンポンプ　　　　7.5ｃｃ／分／台 … 2台

浄 水 池 1池 鉄筋コンクリート造　1池

 　幅1.2ｍ×長3.6ｍ×深0.9ｍ　容量3.9㎥／池

送 水 ポ ン プ 2台 φ40×0.16㎥／分×104ｍ×5.5kW／台 … 2台
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　(13)　　三　豊　浄　水　場 所在地　　下関市豊田町大字今出字南迫1611

主 要 設 備 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

緩 速 ろ 過 池 2池 鉄筋コンクリート造 … 2池（うち1池予備）

　ろ過面積　22.2㎡／池 … 2池

　ろ過水量　117㎥／日／1池

消 毒 設 備 2台 液中ピストンポンプ　　　　16ｃｃ／分／台 … 2台

浄 水 池 1池  鉄筋コンクリート造　1池

 　幅1.5ｍ×長2.6ｍ×深1.2ｍ　容量4.68㎥／池

送 水 ポ ン プ 2台 φ40×0.13㎥／分×10.0ｍ×0.4kW／台 … 2台

2．貯　　水　　池　（1か所、2池）

数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

1池   土堰堤 堰堤高21.2ｍ×長85.2ｍ

  貯水量　　1,000,000㎥／１池 … 1池 ＨＷＬ　＋108.2ｍ

1池   土堰堤 堰堤高23.6ｍ×長78.5ｍ

  貯水量　     900,000㎥／１池 … 1池 ＨＷＬ　＋135.5ｍ

3．ポ　ン　プ　場　（59か所）

　・各ポンプ場とも2台のうち1台は予備（小野ポンプ場は予備2台）

　・内容はポンプ1台当たりの能力を記載

取　水　ポ　ン　プ　(10か所）

施 設 名 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

蓋 井 島 第 １ 水 源

（ 休 止 中 ）
2台 φ32×0.11㎥／分×19ｍ×0.75kW／台 … 2台　    

蓋 井 島 第 ２ 水 源

（ 休 止 中 ）
2台 φ32×0.11㎥／分×19ｍ×0.75kW／台 … 2台　    

川 棚 第 １ 水 源 2台 φ50×φ40×0.29㎥／分×12ｍ×1.5kW／台 … 2台　    

川 棚 第 ２ 水 源 2台 φ65×φ50×0.44㎥／分×13ｍ×2.2kW／台 … 2台　    

川 棚 第 ３ 水 源 2台 φ65×φ50×0.75㎥／分×17.2ｍ×3.7kW／台 … 2台　    

川 棚 第 ４ 水 源 2台 φ65×φ50×0.75㎥／分×17.2ｍ×3.7kW／台 … 2台　    

川 棚 第 ５ 水 源 2台 φ50×φ40×0.27㎥／分×15ｍ×1.5kW／台 … 2台　    

黒 井 接 合 井 2台 φ80×1.5㎥／分×28ｍ×11kW／台( 水中ポンプ） … 2台（休止中）

清 水 水 源 地 2台 φ100×1.6㎥／分×25ｍ×11kW／台(水中ポンプ)  … 2台（休止中）

三 豊 水 源 2台 φ40× 0.１㎥／分×70ｍ×3.7kW／台 … 2台

施　　　設　　　名

内 日 第 1 貯 水 池

内 日 第 ２ 貯 水 池
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配　水　ポ　ン　プ　（49 か所）

施 設 名 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

四 王 司 ポ ン プ 場 2台 φ80×1.0㎥／分×95ｍ×30kW／台 … 2台（水中ポンプ）

形 山 ポ ン プ 場 2台 φ125×φ125×2.0㎥／分×60.8ｍ×30kW／台 … 1台　    

φ125×φ125×1.5㎥／分×65ｍ×30kW／台 … 1台　    

井 田 ポ ン プ 室 2台 φ80×φ80×0.63㎥／分×122ｍ×22kW／台 … 2台

内 日 ポ ン プ 場 2台 φ65×φ65×0.47㎥／分×90ｍ×15kW／台 … 2台

勝 谷 ポ ン プ 場 2台 φ125×φ125×1.92㎥／分×75ｍ×45kW／台 … 2台　    

野 久留米 ポ ン プ場 2台 φ125×φ125×1.4㎥／分×82ｍ×37kW／台 … 2台

羽 衣 ポ ン プ 場 2台 φ32×φ32×0.05㎥／分×20ｍ×0.75kW／台 … 2台

蒲 生 野 ポ ン プ 場 2台 φ32×φ32×0.06㎥／分×80ｍ×3.7kW／台 … 2台

清 末小野 ポ ン プ場 2台 φ32×φ32×0.04㎥／分×60ｍ×2.2kW／台 … 2台

清 末 ポ ン プ 場 2台 φ250×φ200×6.95㎥／分×54ｍ×110kW／台 … 2台

吉田第 １ ポ ン プ場 2台 φ100×φ100×1.11㎥／分×68ｍ×22kW／台 … 2台

吉田第 2 ポ ン プ場 2台 φ50×φ50×0.2㎥／分×54ｍ×5.5kW／台 … 2台

吉 母 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.1㎥／分×87ｍ×5.5kW／台 … 2台

蓋井島第１水源ポンプ場 2台

安 岡 ポ ン プ 場 2台 φ200×φ150×5.0㎥／分×94ｍ×132kW／台 … 2台

六 連 島 ポ ン プ 場 2台 φ40×0.15㎥／分×100ｍ×5.5kW／台 … 2台（水中ポンプ）

新 椋 野 ポ ン プ 場 2台 φ150×φ150×3.12㎥／分×95ｍ×90kW／台 … 2台

椋 野 ポ ン プ 場 2台 φ125×φ125×1.39㎥／分×80ｍ×37kW／台 … 2台　

湯 玉 北 ポ ン プ 場 2台 φ80×0.5㎥／分×47.5ｍ×11kW／台(水中ポンプ） … 2台

石 堂 ポ ン プ 場 2台 φ125×1.8㎥／分×71ｍ×37kW／台(水中ポンプ） … 2台

吉 見 ポ ン プ 場 2台 φ150×2.36㎥／分×60ｍ×45kW／台 … 2台

田 耕 ポ ン プ 場 2台 φ50×0.45㎥／分×90ｍ×11kW／台 … 2台(水中ポンプ)

安 崎 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.1㎥／分×120ｍ×7.5kW／台 … 2台

貴 飯 ポ ン プ 場 2台 φ32×0.053㎥／分×90ｍ×4.5kW／台 … 2台

久 野 ポ ン プ 場 2台 φ32×0.053㎥／分×91ｍ×4.5kW／台 … 2台

第 １ 中継ポ ン プ場 2台 φ100×1.02㎥／分×70.0ｍ×22.0kW／台 … 2台

第２中継ポ ン プ場 2台 φ100×1.02㎥／分×58.0ｍ×18.5kW／台 … 2台

小 谷 ポ ン プ 場 2台 φ40×0.16㎥／分×41.4ｍ×3.7kW／台 … 2台

岩 滑 ポ ン プ 場 2台 φ50×0.22㎥／分×89.1ｍ×11.0kW／台 … 2台

宇 内 ポ ン プ 場 2台 φ40×0.13㎥／分×50.9ｍ×3.7kW／台 … 2台

一 の 俣 ポ ン プ 場 2台 φ32×0.04㎥／分×51.5ｍ×1.1kW／台 … 2台

※蓋井島第１水源ポンプ場は蓋井島第１水源内にあるため、箇所数から除く。

φ32×φ32×0.0368㎥／分×41ｍ×1.1kW／台 … 2台

　　揚　水　ポ　ン　プ　（30か所）
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増　圧　ポ　ン　プ　（19か所）

施 設 名 数量 内　　　　　　　　　　　　　　容

小野ポンプ場(井田） 2台 φ100×φ100×0.633㎥／分×59ｍ×15kW／台 … 2台

 　　　〃　　 　(内日） 2台 φ80×φ80×0.58㎥／分×55ｍ×11kW／台 … 2台

田 倉 ポ ン プ 場 2台 φ100×φ100×1.44㎥／分×30ｍ×15kW／台 … 2台

清 末 畑 組 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.115㎥／分×37ｍ×2.2kW／台 … 2台

王 司 員 光 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.135㎥／分×45ｍ×3.7kW／台 … 2台

富 士 見 台 ポ ン プ 場 2台 受　水　槽　　    鉄筋コンクリート造 10㎥／1池

（圧力水槽式） ポ  ン　プ　　     φ50×φ50×0.18㎥／分×67ｍ×5.5kW／台 … 2台

圧力空気槽　  　鋼鉄製　1㎥／1槽

差 葉 ポ ン プ 場 2台 φ50×φ50×0.28㎥／分×17.5ｍ×1.5kW／台 … 2台

妙 寺 ポ ン プ 場 2台 φ65×φ65×0.46㎥／分×39ｍ×5.5kW／台 … 2台

彦 島 ポ ン プ 場 2台 φ500×φ400×13.4㎥／分×21ｍ×132kW／台 … 2台

み ど り ヶ 丘 ポ ン プ 場 2台 受　水　槽（Ｆ Ｒ Ｐ） 4.0㎥／1池

ポ　ン　プ        φ40×φ40×0.30㎥／分×42.5ｍ×3.7kW／台 … 2台

桜 ヶ 丘 ポ ン プ 場 2台 受　水　槽 （鉄筋コンクリート造） 30㎥／2池 … 2池

（圧力水槽式  　　　　　　　　　　　ＨＷＬ　＋35.95ｍ ＬＷＬ　＋33.95ｍ

水中ポンプ） ポ　ン　プ　　　　　φ65×0.5㎥／分×50ｍ×11kW／台 … 2台

圧力空気槽　　 　鋼鉄製　5㎥／1槽

江 尻 上 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.125㎥／分×70ｍ×3.7kW … 2台

角 島 ポ ン プ 場 2台 φ50×φ50×0.45㎥／分×36ｍ×5.5kW … 2台

角 島 配 水 場 2台 φ50×0.125㎥／分×77ｍ×5.5kW … 2台(水中ポンプ)

蓋 の 井 ポ ン プ 場 2台 φ32×0.06㎥／分×65ｍ×2.2kW … 2台(水中ポンプ)

運動公園ポ ンプ場 2台 受　水　槽（SUS） 18.0㎥／2池

ポ　ン　プ        φ62×φ75×0.１8㎥／分×80ｍ×5.5kW／台 … 2台

王司山田ポ ンプ場 2台 φ25×φ25×0.08㎥／分×32ｍ×1.1kW … 2台

ひまわりポ ン プ場 2台 φ80×φ80×0.67㎥／分×37.5ｍ×7.5kW／台 … 2台

庭 田 配 水 場 2台 φ32×0.15㎥／分×21.0ｍ×1.1kW／台 … 2台

七 見 ポ ン プ 場 2台 φ40×φ40×0.3㎥／分×27ｍ×2.2kW … 2台

一 本 松 ポ ン プ 場 2台 φ50×φ50×0.45㎥／分×45ｍ×5.5kW … 2台

歌野中継ポ ンプ場 2台 φ40×φ40×0.19㎥／分×103.2ｍ×5.5kW … 2台

※角島配水場及び庭田配水場の増圧ポンプについては、角島配水場、庭田配水場の各場内にあるため箇所数から除く。
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4．減　圧　池　（3か所）

施 設 名 数量   内　　　　　        　　　　容

根 崎 減 圧 池 2池 鉄筋コンクリート造 容 量 222 ㎥／2池 … 2池

ＨＷＬ　＋62.00ｍ

道 市 減 圧 池 1池 鉄筋コンクリート造 容 量 36 ㎥／1池 … 1池

ＨＷＬ　＋117.40ｍ

鷹 ノ 子 減 圧 池 1池 鉄筋コンクリート造 容 量 40 ㎥／1池 … 1池

ＨＷＬ　＋149.36ｍ

5．配　水　場 （60か所、114池）

施 設 名 数量   内　　　　　        　　　　容

椋 野 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋96.05ｍ ＬＷＬ　＋91.05ｍ

長 府 配 水 場 8池 1号 鉄筋コンクリート造 容量 5,000 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋68.0ｍＨＷＬ　＋68.0ｍ ＬＷＬ　＋63.0ｍ

2号 鉄筋コンクリート造 容量 3,000 ㎥／1池   

ＨＷＬ　＋68.0ｍＨＷＬ　＋68.0ｍ ＬＷＬ　＋63.0ｍ

3号 鉄筋コンクリート造 容量 12,000 ㎥／3池 

ＨＷＬ　＋86.0ｍＨＷＬ　＋86.0ｍ ＬＷＬ　＋80.0ｍ

4号 鉄筋コンクリート造 容量 5,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋68.0ｍＨＷＬ　＋68.0ｍ ＬＷＬ　＋63.0ｍ

四 王 司 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 600 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋115.0ｍＨＷＬ　＋115.0ｍ ＬＷＬ　＋110.0ｍ

形 山 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 300 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋83.0ｍＨＷＬ　＋83.0ｍ ＬＷＬ　＋80.0ｍ

井 田 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 240 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋107.4ｍＨＷＬ　＋107.4ｍ ＬＷＬ　＋105.0ｍ

奥 山 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 300 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋212.0ｍＨＷＬ　＋212.0ｍ ＬＷＬ　＋209.0ｍ

内 日 第 1 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 227 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋186.5ｍＨＷＬ　＋186.5ｍ ＬＷＬ　＋182.0ｍ

内 日 第 2 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 270 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋135.5ｍＨＷＬ　＋135.5ｍ ＬＷＬ　＋131.0ｍ

勝 谷 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 1,050 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋99.0ｍＨＷＬ　＋99.0ｍ ＬＷＬ　＋95.5ｍ

田 倉 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 200 ㎥／2池 

ＨＷＬ　＋91.1ｍＨＷＬ　＋91.6ｍ ＬＷＬ　＋88.6ｍ

羽 衣 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 120 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋77.6ｍＨＷＬ　＋77.6ｍ ＬＷＬ　＋74.6ｍ

蒲 生 野 配 水 場 1池 　　　　　ＦＲＰ製ＦＲＰ製 容量 15 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋103.45ｍＨＷＬ　＋103.45ｍ ＬＷＬ　＋101.95ｍ

吉 田 第 1 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 600 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋74.0ｍＨＷＬ　＋74.0ｍ ＬＷＬ　＋70.0ｍ

吉 田 第 2 配 水 場 2池 　　　　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 180 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋107.0ｍＨＷＬ　＋107.0ｍ ＬＷＬ　＋104.0ｍ

ＬＷＬ ＋114.90ｍ

ＬＷＬ ＋146.86ｍ

ＬＷＬ ＋ 59.00 ｍ
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施 設 名 数量   内　　　 　　容

高 畑 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋109.0ｍＨＷＬ　＋109.0ｍ ＬＷＬ　＋105.0ｍ

妙 寺 配 水 場 1池 　　ＦＲＰ製ＦＲＰ製 容量 50 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋73.26ｍＨＷＬ　＋73.26ｍ ＬＷＬ　＋68.5ｍ

吉 母 配 水 場 1池 　　ＦＲＰ製ＦＲＰ製 容量 20 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋77.4ｍＨＷＬ　＋77.4ｍ ＬＷＬ　＋70.5ｍ

吉 見 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 2,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋88.05ｍＨＷＬ　＋88.05ｍ ＬＷＬ　＋83.0ｍ

尾 袋 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋63.5ｍＨＷＬ　＋63.5ｍ ＬＷＬ　＋58.0ｍ

清 末 小 野 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 65 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋63.5ｍＨＷＬ　＋97.5ｍ ＬＷＬ　＋95.0ｍ

清 末 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 5,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋66.0ｍＨＷＬ　＋68.0ｍ ＬＷＬ　＋63.0ｍ

熊 野 配 水 場 3池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 11,000 ㎥／3池  

ＨＷＬ　＋66.0ｍＨＷＬ　＋66.0ｍ ＬＷＬ　＋61.0ｍ

新 椋 野 配 水 場 2池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 2,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋83.75ｍＨＷＬ　＋96.05ｍ ＬＷＬ　＋91.05ｍ

彦 島 配 水 場 2池 　　　　　プレスレスト・コンクリート造プレストレスト・コンクリート造 容量 10,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋72.1ｍＨＷＬ　＋72.1ｍ ＬＷＬ　＋65.4ｍ

六 連 島 配 水 場 1池 　　鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 30 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋66.55ｍＨＷＬ　＋66.55ｍ ＬＷＬ　＋64.55ｍ

竹 生 配 水 場 2池 　　　　　プレスレスト・コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 7,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋75.7ｍＨＷＬ　＋66.0ｍ ＬＷＬ　＋61.0ｍ

蓋 井 島 配 水 場 2池 　　　　　プレスレスト・コンクリート造鉄筋コンクリート造 容量 15 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋75.7ｍＨＷＬ　＋42.9ｍ ＬＷＬ　＋40.70ｍ

　　　　　プレスレスト・コンクリート造ステンレス造 容量 45 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋75.7ｍＨＷＬ　＋42.9ｍ ＬＷＬ　＋41.40ｍ

湯 玉 北 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 480 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋68.57ｍ ＬＷＬ　＋64.07ｍ

石 堂 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 1,000 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋80.67ｍ ＬＷＬ　＋70.67ｍ

北 村 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 586 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋59.13ｍ ＬＷＬ　＋56.43ｍ

湯 町 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 1,300 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋88.36ｍ ＬＷＬ　＋84.36ｍ

豊 洋 台 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 610 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋72.37ｍ ＬＷＬ　＋66.97ｍ

一 の 瀬 配 水 場 2池 プレストレスト・コンクリート造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋106.61ｍ ＬＷＬ　＋101.61ｍ

一の瀬第２配水場 2池 ステンレス造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋106.66ｍ ＬＷＬ　＋101.66ｍ

古 崎 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 1,000 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋126.5ｍ ＬＷＬ　＋121.5ｍ
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施 設 名 数量   内　　　　　        　　　　容

神 田 口 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 204 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋105.0ｍ ＬＷＬ　＋102.0ｍ

堀 越 配 水 場 2池 プレストレスト・コンクリート造 容量 1,000 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋105.0ｍ ＬＷＬ　＋99.0ｍ

阿 川 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 200 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋51.5ｍ ＬＷＬ　＋48.35ｍ

田 耕 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 176.4 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋120.8ｍ ＬＷＬ　＋117.3ｍ

向 坊 調 整 池 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 780 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋123.1ｍ ＬＷＬ　＋118.1ｍ

附 野 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 623 ㎥／1池  

ＨＷＬ　+80.45ｍ ＬＷＬ　＋74.0ｍ

角 島 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 241.9 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋70.0ｍ ＬＷＬ　＋66.5ｍ

小 河 内 配 水 場 2池 ステンレス造 容量 816 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋63.72ｍ ＬＷＬ　＋58.62ｍ

安 崎 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 16.5 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋106.5ｍ ＬＷＬ　＋105.0ｍ

菊 川 第 １ 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 760 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋74.0ｍ ＬＷＬ　＋69.0ｍ

菊 川 第 ２ 配 水 場 1池 鉄筋コンクリート造 容量 306 ㎥／1池  

( 休 止 中 ） ＨＷＬ　＋55.72ｍ ＬＷＬ　＋53.52ｍ

歌 野 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 300 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋139.25ｍ ＬＷＬ　＋135.75ｍ

貴 飯 配 水 場 2池 ステンレス造 容量 40.5 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋192.5ｍ ＬＷＬ　＋191.0ｍ

楢 崎 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 170 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋88.8ｍ ＬＷＬ　＋86.35ｍ

久 野 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 74 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋177.1ｍ ＬＷＬ　＋174.6ｍ

道 市 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 80 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋222.5ｍ ＬＷＬ　＋219.5ｍ

八 道 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 300 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋115.26ｍ ＬＷＬ　＋107.36ｍ

高 熊 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 300 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋82.0ｍ ＬＷＬ　＋79.2ｍ

庭 田 配 水 場 1池 プレストレスト・コンクリート造 容量 460 ㎥／1池  

ＨＷＬ　＋182.75ｍ ＬＷＬ　＋179.75ｍ

宇 内 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 46 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋174.32ｍ ＬＷＬ　＋171.82ｍ

小 谷 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 40 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋144.95ｍ ＬＷＬ　＋142.45ｍ

岩 滑 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 67 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋191.92ｍ ＬＷＬ　＋189.42ｍ
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施 設 名 数量   内　　　　　        　　　　容

一 の 俣 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 67 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋146.97ｍ ＬＷＬ　＋144.47ｍ

大 河 内 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 88 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋143.0ｍ ＬＷＬ　＋139.0ｍ

三 豊 配 水 場 2池 鉄筋コンクリート造 容量 86 ㎥／2池  

ＨＷＬ　＋194.0ｍ ＬＷＬ　＋191.0ｍ

６．配水量監視制御装置

装 置 名 称 数量 流量計 内　　　　容

彦 島 配 水 区

　　北部系φ450系 1 超音波流量計 バルブ φ450流量制御弁（バタフライ弁）

　　西部系φ450系 1 超音波流量計 バルブ φ450流量制御弁（バタフライ弁）

　　南部系φ450系 1 超音波流量計 バルブ φ450流量制御弁（バタフライ弁）

日 和 山 配 水 区

　　東部系φ800系 1 超音波流量計 バルブ φ800流量制御弁（バタフライ弁）

　　西部系φ600系 1 電磁流量計 バルブ φ600流量制御弁（バタフライ弁）

　　西部系φ450系 1 電磁流量計 バルブ φ450流量制御弁（バタフライ弁）

高 尾 配 水 区

　　高尾系φ600系 1 超音波流量計 バルブ φ600流量制御弁（バタフライ弁）

長 府 配 水 区

　　北浦系φ700系 1 超音波流量計 バルブ φ700流量制御弁（バタフライ弁）

　　長府系φ700系 1 超音波流量計 バルブ φ700流量制御弁（バタフライ弁）

　　東部系φ500系 1 超音波流量計 バルブ φ500流量制御弁（バタフライ弁）

竹 生 配 水 区

　　竹生φ600系 1 超音波流量計 バルブ φ600流量制御弁（バタフライ弁）

清 末 配 水 区

　　清末φ300系 1 超音波流量計 バルブ φ400流量制御弁（バタフライ弁）

　　清末φ500系 1 超音波流量計 バルブ φ500流量制御弁（バタフライ弁）

７.その他

装 置 名 称 数量   内　　　　　        　　　　容

石原地区電動弁室 2 バルブ　　φ800電動弁（バタフライ弁）
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11　　事事業業のの推推移移

年度

項  目 　　　単位

行政区域内人口（Ａ） 人

行政区域内世帯 世帯

給 水 人 口（Ｂ） 人

給 水 戸 数 戸

 （Ｂ）
 （Ａ）

年 間 総 配 水 量 （Ｃ） ｍ３

〃

有 効 水 量 （Ｄ） ｍ３

有 収 水 量 （Ｅ） 〃

無 効 水 量 〃

 （Ｄ）
 （Ｃ）
 （Ｅ）
 （Ｃ）

ｍ

〃

個

〃

ｍｍ

〃

※ 消費税抜き ◎：簡易水道を含む。

　　〃（内日貯水池）

１日平均配水量

導 ・ 送 水 管 総 延 長

配 水 管 総 延 長

降水量（木屋川ダム）

円

給 水 原 価 〃

総 費 用

供 給 単 価

うち分水料金

〃

うち水道料金 〃

総 収 益 千円

メ ー タ 設 置 数

有 収 率

有 効 率 ％

 Ⅱ　統　計

普 及 率 ％

〃

１日最大配水量 〃
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年度

　　　　単位 項  目

人 行政区域内人口（Ａ）

世帯 行政区域内世帯

人 給 水 人 口（Ｂ）

戸 給 水 戸 数

 （Ｂ）
 （Ａ）

ｍ３ 年 間 総 配 水 量 （Ｃ）

〃

ｍ３ 有 効 水 量 （Ｄ）

〃 有 収 水 量 （Ｅ）

〃 無 効 水 量

 （Ｄ）
 （Ｃ）
 （Ｅ）
 （Ｃ）

ｍ

〃

個

◎ ◎

◎ ◎

〃

◎ ◎

 　◎  　◎

 　◎  　◎

ｍｍ

〃

総 収 益

うち水道料金

導 ・ 送 水 管 総 延 長

メ ー タ 設 置 数

配 水 管 総 延 長

〃

〃

１日最大配水量

１日平均配水量

有 効 率

有 収 率

　　〃（内日貯水池）

給 水 原 価

降水量（木屋川ダム）

〃

円

〃 総 費 用

供 給 単 価

うち分水料金

千円

％

％ 普 及 率

 Ⅱ　統　計

元

〃

１市４町合併
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22　　水水  量量  統統  計計

（1）取　　水　　量

区分 湯 の 原 ダ ム（木 屋 川 ダ ム）

総 数  長    府 高    尾 日 和 山

年度･月  浄 水 場 浄 水 場 浄 水 場

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

最 大 日 10月12日 10月12日 10月12日 4月9日 10月14日 6月8日

最    大

最 小 日 10月11日 10月11日 10月11日 4月1日 4月1日 2月7日

最    小

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

計 計

内　日　貯　水　池

- 55 -　　
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(単位：ｍ ）

浅　井  戸

 長    府 高　　尾 日 和 山 川棚第1～5水源 市の瀬水源 小河内水源

 浄 水 場 浄 水 場 浄 水 場   川棚浄水場 市の瀬水源地 小河内水源地

6月20日 6月6日 1月26日 8月4日 7月3日

5月8日 2月7日 4月29日 5月7日 7月2日

 ※最大日、最小日が複数ある場合は、最初に記録した日を表示。

内　日　貯　水　池 浅 井 戸

- 56 -　　
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浅井戸 木屋川 放流水 深井戸 深井戸

菊川第1水源 菊川第2水源 楢崎第2水源 楢崎第3水源 轡井道市第1水源

歌野浄水場 歌野浄水場 轡井道市浄水場

7月15日 8月11日 4月23日 4月18日 11月1日

4月25日 5月13日 3月12日 4月1日 6月30日

菊川浄水場

- 57 -　　



58

(単位：ｍ ）

放流水 表流水 放流水 放流水 表流水 区分

西市第2水源 西市第3水源 豊田西第1水源 大河内第1水源 三豊第1水源

大河内浄水場 三豊浄水場 年度･月

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

10月17日 7月4日 6月16日 5月28日 5月11日 最 大 日

最    大

4月1日 9月2日 9月30日 7月10日 6月6日 最 小 日

最    小

楢原浄水場

- 58 -　　
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（2）浄 　水　 量

区分

総 数 急　速　ろ　過　池

年度･月 高 沈 系 横 沈 系

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

最 大 日 10月12日 10月12日 10月12日 4月1日

最    大

最 小 日 10月11日 10月11日 4月29日 10月11日

最    小

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

計

長　　府　　浄　　水　　場
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(単位：ｍ ）

高尾浄水場 日和山浄水場 川棚浄水場 市の瀬水源地

急速ろ過池 (塩素滅菌のみ)

5月31日 11月21日 1月26日 8月4日

4月17日 5月8日 4月29日 5月7日

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。
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小河内浄水源地 菊川浄水場 歌野浄水場

(塩素滅菌のみ)

7月3日 8月11日 4月1日 11月1日

7月2日 5月13日 7月1日 6月30日

轡井・道市
浄　水　場
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(単位：ｍ ）

区分

楢原浄水場 大河内浄水場 三豊浄水場

年度･月

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

6月16日 5月28日 5月11日 最 大 日

最    大

10月7日 7月10日 6月6日 最 小 日

最    小



63



64
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(単位：ｍ ）

古　　　崎 小　河　内 向　　　坊 菊川第一 歌　　　野 道　　　市

配　水　池 配　水　池 調　整　池 配　水　池 配　水　池 配　水　池

8月4日 7月18日 7月5日 7月15日 5月9日 11月1日

5月7日 7月1日 7月2日 7月1日 7月10日 6月30日
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(単位：ｍ ）

区分

八　　　道 高　　　熊 庭　　　田 大　河　内 三　　　豊

配　水　池 配　水　池 配　水　池 配　水　池 配　水　池 年度･月

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

6月16日 6月3日 10月17日 5月28日 5月11日 最 大 日

最    大

10月8日 7月8日 10月5日 7月10日 6月6日 最 小 日

最    小
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(
4
)
　
配
　
水
　
量
　
分
　
析

年
度
 
 

す
う
勢
比

＝
 
1
0
0

項
　
目

区
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水
 
 
量

構
成
比

水
 
 
量

構
成
比

水
 
 
量

構
成
比

 
配
　
　
水
　
　
量

　
有
　
効
　
水
　
量

　
有
　
収
　
水
　
量

　
　
 
　
料
金
水
量

料
金

水
量

　
　
　
 
そ
の
他

そ
の

他

　
無
　
収
　
水
　
量

メ
ー

タ
不

感
水

量

局
事

業
用

水
量

　
無
　
効
　
水
　
量

調
定

減
額

水
量

　
　
 
漏
水
量

漏
水

量

※
　
構
成
比
に
つ
い
て
は
端
数
を
四
捨
五
入
と
し
た
た
め
構
成
比
の
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

(
単
位
：
㎥
，
％
）
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33　　水水処処理理薬薬品品使使用用状状況況

（1）ポリ塩化アルミニウム等使用量（凝集剤・ｐＨ調整剤・脱臭剤）

区分

ソーダ灰

年度･月 長府浄水場 川棚浄水場 歌野浄水場 楢原浄水場 長府浄水場 川棚浄水場 歌野浄水場 楢原浄水場 長府浄水場 歌野浄水場 楢原浄水場
長府浄水場
（ 高 沈 ）

長府浄水場
（ 横 沈 ）

楢原浄水場

令和元年度 － － － －

5年 4月 66,484 504 207 1,500 0 394 0 0 0 0 338 14 18 0

72,591 552 221 1,617 0 419 0 0 0 0 243 15 18 0

94,250 552 193 1,503 0 445 0 0 0 0 329 1,691 2,420 0

87,300 1,080 0 1,789 0 470 0 0 0 0 239 4,666 4,195 0

92,662 708 41 1,437 0 495 0 0 0 0 293 8,471 5,397 0

85,566 576 135 1,362 0 470 0 0 0 0 331 4,265 2,986 0

68,634 636 144 1,403 0 508 0 0 0 0 639 3,729 1,539 0

64,236 552 142 1,441 0 394 0 0 0 0 735 8 7 0

71,223 528 145 1,481 0 394 0 0 0 0 734 13 8 0

6年 1月 69,788 816 133 1,515 0 0 0 0 0 0 628 14 9 0

69,124 348 1 1,402 0 0 0 0 0 0 479 20 23 0

64,444 372 0 1,449 0 0 0 0 0 0 431 7 9 0

月 平 均 75,525 602 114 1,492 0 332 0 0 0 0 452 1,909 1,386 0

日 平 均 2,476 20 4 49 0 11 0 0 0 0 15 63 45 0

最 大 日 6月29日 7月13日 4月1日 7月3日 - 4月12日 - - 4月1日 - 11月5日 8月1日 8月1日 -

最    大 4,995 - 25 - - - - 688 524 -

最 小 日 3月22日 4月2日 7月1日 9月30日 - 1月1日 - - 4月1日 - 8月26日 4月1日 4月1日 -

最    小 1,429 - 0 - - - - 0 0 -

 ※最大日、最小日が複数ある場合は、最初に記録した日を表示。

 ※楢原浄水場は令和２年度から使用開始。

 （単位：Kg）

脱臭剤

粉末活性炭

凝　　集　　剤

ポリ塩化アルミニウム

ｐH　調　整　剤

苛性ソーダ

ｐH　調　整　剤

希硫酸
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（2）次亜塩素酸ナトリウム使用量

区分

総 重 量

年度･月 前 塩 中 塩 後 塩 前 塩 中 塩 後 塩

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

最 大 日 － 8月13日 8月13日 8月6日 9月3日 9月10日 -

最    大 － -

最 小 日 － 3月23日 9月2日 3月30日 3月23日 4月7日 -

最    小 － -

　※前塩＝前塩素処理　消毒に使用する塩素を原水に注入する方法。

　  中塩＝中塩素処理　砂ろ過前の沈殿水に塩素を注入する方法。

前塩及び中塩は、沈殿池内の藻類繁茂の抑制、鉄・マンガンなどの除去、沈殿池の沈降汚泥腐敗の防止などの

ために行う。

　  後塩＝後塩素処理　ろ過水に消毒のために塩素を注入すること。

緩 速
横 流 式 沈 殿 池

長　　府　　浄　　水　　場

小 計
高 速 凝 集 沈 殿 池
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前 塩 後 塩

- - 5月31日 11月15日 7月3日 11月24日 7月13日 7月18日 8月4日 8月11日

- -

- - 4月17日 5月8日 4月1日 4月1日 4月5日 7月1日 5月7日 5月13日

- -

小 計

日 和 山
浄 水 場

古 崎
配 水 池

川棚浄水場

 （単位：Kg）

菊 川
浄 水 場

小 河 内
浄 水 場

凝 集 沈 殿 池
第２原水第５分水

高 尾
浄 水 場
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区分

前 ・ 中 塩 後 塩 年度･月

－ － 令和元年度

－ 5年 4月

－

－

－

－

－

－

－

－

－ 6年 1月

－

－

－ 月 平 均

－ 日 平 均

4月1日 11月1日 － 8月7日 9月12日 5月28日 5月11日 最 大 日

－ 最    大

7月1日 6月30日 － 1月31日 2月29日 7月10日 6月6日 最 小 日

－ 最    小

 （単位：Kg）

膜ろ過
緩速ろ過

歌 野
浄 水 場

三 豊
浄 水 場

大 河 内
浄 水 場

轡井・道市
浄 水 場

楢　原　浄　水　場
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44　　電電力力使使用用状状況況

   (単位：％，kWh，円）

年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

総 数

長 府 浄 水 場

高 尾 浄 水 場

日 和 山 浄 水 場

彦 島 ポ ン プ 場

尾 袋 配 水 場

椋 野 ポ ン プ 場

妙 寺 ポ ン プ 場

四 王 司 ポ ン プ 場

安 岡 ポ ン プ 場

形 山 ポ ン プ 場

小 野 ポ ン プ 場

井 田 ポ ン プ 場

吉 母 ポ ン プ 場

勝 谷 ポ ン プ 場

桜 ヶ 丘 ポ ン プ 場

長 府 配 水 場

田 倉 ポ ン プ 場

吉 田 第 １ ポ ン プ 場

六 連 島 配 水 場 （休止中）

六 連 島 ポ ン プ 場

内 日 貯 水 池

内 日 ポ ン プ 場

内 日 第 ２ 配 水 場

羽 衣 ポ ン プ 場

蒲 生 野 ポ ン プ 場

差 葉 ポ ン プ 場

ひ ま わ り ポ ン プ 場

吉 田 第 ２ ポ ン プ 場

野 久 留 米 ポ ン プ 場

第５分水次亜ポンプ室

王 司 員 光 ポ ン プ 場

富 士 見 台 ポ ン プ 場

清 末 小 野 ポ ン プ 場

清 末 畑 組 ポ ン プ 場

配 水 量 監 視 制 御 設 備

石 原 地 区 弁 操 作 室

み ど り ヶ 丘 ポ ン プ 場

竹 生 配 水 場

清 末 ポ ン プ 場

王 司 山 田 ポ ン プ 場

蓋 井 島 第 １ 水 源 （休止中）

蓋井島第１水源ポンプ場

蓋 井 島 第 ２ 水 源 （休止中）

新 椋 野 ポ ン プ 場

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

電 力 量 料 金
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   (単位：％，kWh，円）    (単位：％，kWh，円）

年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

川 棚 浄 水 場

川 棚 第 １ 水 源

川 棚 第 ２ 水 源

川 棚 第 ４ 水 源

川 棚 第 ５ 水 源

湯 玉 北 加 圧 ポ ン プ 場

石 堂 加 圧 ポ ン プ 場

豊 洋 台 配 水 電 動 弁

吉 見 ポ ン プ 場

市 の 瀬 水 源 地

小 河 内 水 源 地

清 水 水 源 地 （休止中）

角 島 ポ ン プ 場

角 島 配 水 場

蓋 の 井 ポ ン プ 場

安 崎 ポ ン プ 場

江 尻 上 ポ ン プ 場

田 耕 ポ ン プ 場

運 動 公 園 ポ ン プ 場

菊 川 浄 水 場

下 大 野 浄 水 場 （休止中）

轡 井 道 市 ポ ン プ 場

歌 野 浄 水 場

貴 飯 中 継 ポ ン プ 場

一 本 松 増 圧 ポ ン プ 場

七 見 ポ ン プ 場

久 野 中 継 ポ ン プ 場

楢 原 浄 水 場

大 河 内 浄 水 場

三 豊 取 水 場

三 豊 浄 水 場

第 １ 中 継 ポ ン プ 場

第 ２ 中 継 ポ ン プ 場

庭 田 配 水 場

宇 内 ポ ン プ 場

小 谷 ポ ン プ 場

岩 滑 ポ ン プ 場

一 の 俣 ポ ン プ 場

歌 野 中 継 ポ ン プ 場

１ か 月 平 均 － －

１ 日 平 均 － －

配 水 量 １ ｍ 当 り － －

電 力 量 料 金
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   (単位：％，kWh，円）    (単位：％，kWh，円）

年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

総 数

長 府 浄 水 場

高 尾 浄 水 場

日 和 山 浄 水 場

彦 島 ポ ン プ 場

尾 袋 配 水 場

椋 野 ポ ン プ 場

妙 寺 ポ ン プ 場

四 王 司 ポ ン プ 場

安 岡 ポ ン プ 場

形 山 ポ ン プ 場

小 野 ポ ン プ 場

井 田 ポ ン プ 場

吉 母 ポ ン プ 場

勝 谷 ポ ン プ 場

桜 ヶ 丘 ポ ン プ 場

長 府 配 水 場

田 倉 ポ ン プ 場

吉 田 第 １ ポ ン プ 場

六 連 島 配 水 場

六 連 島 ポ ン プ 場

内 日 貯 水 池

内 日 ポ ン プ 場

内 日 第 ２ 配 水 場

羽 衣 ポ ン プ 場

蒲 生 野 ポ ン プ 場

差 葉 ポ ン プ 場

ひ ま わ り ポ ン プ 場

吉 田 第 ２ ポ ン プ 場

野 久 留 米 ポ ン プ 場

第５分水次亜ポンプ室

王 司 員 光 ポ ン プ 場

富 士 見 台 ポ ン プ 場

清 末 小 野 ポ ン プ 場

清 末 畑 組 ポ ン プ 場

配 水 量 監 視 制 御 設 備

石 原 地 区 弁 操 作 室

み ど り ヶ 丘 ポ ン プ 場

竹 生 配 水 場

清 末 ポ ン プ 場

王 司 山 田 ポ ン プ 場

蓋 井 島 第 １ 水 源 （休止中）

蓋井島第１水源ポンプ場

蓋 井 島 第 ２ 水 源 （休止中）

新 椋 野 ポ ン プ 場

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

電 力 量 料 金
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   (単位：％，kWh，円）    (単位：％，kWh，円）

年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

川 棚 浄 水 場

川 棚 第 １ 水 源

川 棚 第 ２ 水 源

川 棚 第 ４ 水 源

川 棚 第 ５ 水 源

湯 玉 北 加 圧 ポ ン プ 場

石 堂 加 圧 ポ ン プ 場

豊 洋 台 配 水 電 動 弁

吉 見 ポ ン プ 場

市 の 瀬 水 源 地

小 河 内 水 源 地

清 水 水 源 地 （休止中）

角 島 ポ ン プ 場

角 島 配 水 場

蓋 の 井 ポ ン プ 場

安 崎 ポ ン プ 場

江 尻 上 ポ ン プ 場

田 耕 ポ ン プ 場

運 動 公 園 ポ ン プ 場

菊 川 浄 水 場

下 大 野 浄 水 場 (休止中）

轡 井 道 市 ポ ン プ 場

歌 野 浄 水 場

貴 飯 中 継 ポ ン プ 場

一 本 松 増 圧 ポ ン プ 場

七 見 ポ ン プ 場

久 野 中 継 ポ ン プ 場

楢 原 浄 水 場

大 河 内 浄 水 場

三 豊 取 水 場

三 豊 浄 水 場

第 一 中 継 ポ ン プ 場

第 二 中 継 ポ ン プ 場

庭 田 配 水 場

宇 内 ポ ン プ 場

小 谷 ポ ン プ 場

岩 滑 ポ ン プ 場

一 の 俣 ポ ン プ 場

歌 野 中 継 ポ ン プ 場

１ か 月 平 均 － －

１ 日 平 均 － －

配 水 量 １ ｍ 当 り － －

電 力 量 料 金
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   (単位：％，kWh，円）    (単位：kWh，円）

年度 年度

 　　　　　　　区分  　　　　　　　区分

施　設　名 施　設　名

総 数 川 棚 浄 水 場

長 府 浄 水 場 川 棚 第 １ 水 源

高 尾 浄 水 場 川 棚 第 ２ 水 源

日 和 山 浄 水 場 川 棚 第 ４ 水 源

彦 島 ポ ン プ 場 川 棚 第 ５ 水 源

尾 袋 配 水 場 湯 玉 北 加 圧 ポ ン プ 場

椋 野 ポ ン プ 場 石 堂 加 圧 ポ ン プ 場

妙 寺 ポ ン プ 場 豊 洋 台 配 水 電 動 弁

四 王 司 ポ ン プ 場 吉 見 ポ ン プ 場

安 岡 ポ ン プ 場 市 の 瀬 水 源 地

形 山 ポ ン プ 場 小 河 内 水 源 地

小 野 ポ ン プ 場 清 水 水 源 地

井 田 ポ ン プ 場 角 島 ポ ン プ 場

吉 母 ポ ン プ 場 角 島 配 水 場

勝 谷 ポ ン プ 場 蓋 の 井 ポ ン プ 場

桜 ヶ 丘 ポ ン プ 場 安 崎 ポ ン プ 場

長 府 配 水 場 江 尻 上 ポ ン プ 場

田 倉 ポ ン プ 場 田 耕 ポ ン プ 場

吉 田 第 １ ポ ン プ 場 運 動 公 園 ポ ン プ 場

六 連 島 配 水 場 菊 川 浄 水 場

六 連 島 ポ ン プ 場 下 大 野 浄 水 場

内 日 貯 水 池 轡 井 道 市 ポ ン プ 場

内 日 ポ ン プ 場 歌 野 浄 水 場

内 日 第 ２ 配 水 場 貴 飯 中 継 ポ ン プ 場

羽 衣 ポ ン プ 場 一 本 松 増 圧 ポ ン プ 場

蒲 生 野 ポ ン プ 場 七 見 ポ ン プ 場

差 葉 ポ ン プ 場 久 野 中 継 ポ ン プ 場

ひ ま わ り ポ ン プ 場 楢 原 浄 水 場

吉 田 第 ２ ポ ン プ 場 大 河 内 浄 水 場

野 久 留 米 ポ ン プ 場 三 豊 取 水 場

第５分水次亜ポンプ室 三 豊 浄 水 場

王 司 員 光 ポ ン プ 場 第 一 中 継 ポ ン プ 場

富 士 見 台 ポ ン プ 場 第 二 中 継 ポ ン プ 場

清 末 小 野 ポ ン プ 場 庭 田 配 水 場

清 末 畑 組 ポ ン プ 場 宇 内 ポ ン プ 場

配 水 量 監 視 制 御 設 備 小 谷 ポ ン プ 場

石 原 地 区 弁 操 作 室 岩 滑 ポ ン プ 場

み ど り ヶ 丘 ポ ン プ 場 一 の 俣 ポ ン プ 場

竹 生 配 水 場 １ か 月 平 均

清 末 ポ ン プ 場 １ 日 平 均

王 司 山 田 ポ ン プ 場 配 水 量 １ ｍ 当 り

蓋 井 島 第 １ 水 源

蓋井島第１水源ポンプ場

蓋 井 島 第 ２ 水 源

新 椋 野 ポ ン プ 場

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

電 力 量 料 金 電 力 量 料 金
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55  水水質質試試験験（（検検査査））成成績績表表

（１）原水

最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃

水 温 ℃

一 般 細 菌

大 腸 菌 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満

四 塩 化 炭 素 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.001未満 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸

ク ロ ロ 酢 酸

ク ロ ロ ホ ル ム 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ジ ク ロ ロ 酢 酸

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン

臭 素 酸

総 ト リ ハ ロ メ タ ン

ト リ ク ロ ロ 酢 酸

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン

ブ ロ モ ホ ル ム

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン

カルシウム、マグネシウム等 硬度

蒸 発 残 留 物

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02未満 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.004未満 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 0.3未満 0.3未満

pH値

味

臭 気 藻臭 土臭 無異常

色 度 度 0.5未満

濁 度 度 0.05未満 0.05未満

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「臭気」の平均欄には、最も頻度が高かった臭いの種類を記載した。

地 区 名 旧下関地区 豊浦地区

浄 水 施 設 系 統 長府浄水場・高尾浄水場・日和山浄水場 川棚浄水場

試 験 （ 検 査 ） 項 目

採 水 地 点 木屋川利水受水原水 内日原水 川棚第1原水
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.01未満 0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満

無異常 金気臭 無異常 無異常

0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

豊浦地区

川棚浄水場

川棚第4原水 川棚第5原水川棚第2原水 川棚第3原水
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃

水 温 ℃

一 般 細 菌

大 腸 菌 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.05未満

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01未満

四 塩 化 炭 素 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.001未満 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸

ク ロ ロ 酢 酸

ク ロ ロ ホ ル ム

ジ ク ロ ロ 酢 酸

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン

臭 素 酸

総 ト リ ハ ロ メ タ ン

ト リ ク ロ ロ 酢 酸

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン

ブ ロ モ ホ ル ム

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.0005未満 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン

カルシウム、マグネシウム等 硬度

蒸 発 残 留 物

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02未満 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.004未満 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満

pH値

味

臭 気 無異常 無異常 藻臭

色 度 度 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「臭気」の平均欄には、最も頻度が高かった臭いの種類を記載した。

地 区 名 豊北地区 菊川地区

浄 水 施 設 系 統 菊川浄水場

試 験 （ 検 査 ） 項 目

市の瀬水源地 小河内水源地

採 水 地 点 市の瀬原水 小河内原水 木屋川田部原水
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.02未満

0.05未満

0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満

無異常 無異常 土臭 硫化水素臭

0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

菊川地区

歌野川ダム原水 歌野原水

菊川浄水場 歌野浄水場

田部第1原水 田部第2原水
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃

水 温 ℃

一 般 細 菌

大 腸 菌 1.0未満 1.0未満 1.0未満

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.004未満 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 0.02未満

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.05未満 0.05未満

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01未満

四 塩 化 炭 素 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.001未満 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸

ク ロ ロ 酢 酸

ク ロ ロ ホ ル ム

ジ ク ロ ロ 酢 酸

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン

臭 素 酸

総 ト リ ハ ロ メ タ ン

ト リ ク ロ ロ 酢 酸

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン

ブ ロ モ ホ ル ム

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物

銅 及 び そ の 化 合 物 0.01未満 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物

塩 化 物 イ オ ン

カルシウム、マグネシウム等 硬度

蒸 発 残 留 物

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02未満 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.004未満 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 0.3未満 0.3未満 0.3未満

pH値

味

臭 気 硫化水素臭 藻臭 藻臭

色 度 度 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 0.05未満 0.05未満 0.05未満

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「臭気」の平均欄には、最も頻度の高かった臭いの種類を記載した。

試 験 （ 検 査 ） 項 目

採 水 地 点 道市原水 白根川支流原水 木屋川大河内原水

地 区 名

浄 水 施 設 系 統 大河内浄水場

菊川地区

轡井・道市浄水場 三豊浄水場

豊田地区
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

藻臭 土臭

木屋川楢原原水 稲見川原水

豊田地区

楢原浄水場
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（２）浄水場の出口

基 準 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃ ―

水 温 ℃ ―

一 般 細 菌 100CFU/mL以下

大 腸 菌 定性 検出されないこと。 陽性0 陽性0

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.003mg/L以下 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.0005mg/L以下 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.02mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.04mg/L以下 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 10mg/L以下

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.8mg/L以下

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.04mg/L以下 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸 0.6mg/L以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

ク ロ ロ 酢 酸 0.02mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06mg/L以下

ジ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

臭 素 酸 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

ト リ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ホ ル ム 0.09mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 0.08mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.2mg/L以下

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 200mg/L以下

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.05mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下

カルシウム、マグネシウム等 硬度 300mg/L以下

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.2mg/L以下 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02mg/L以下 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.005mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

有 機物 全 有機 炭素 の 量 3mg/L以下

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと。 異常0 異常0

臭 気 異常でないこと。 異常0 異常0

色 度 度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「大腸菌」の平均欄の「陽性 0」は、一度も大腸菌が検出されなかったことを表す。

注3）「味」及び「臭気」の平均欄の「異常 0」は、一度も異常が無かったことを表す。

地 区 名

浄 水 施 設 系 統

旧下関地区

試 験 （ 検 査 ） 項 目

採 水 地 点 長府浄水場1・2号送水 長府浄水場3号送水

長府浄水場
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

陽性0 陽性0 陽性0

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.002未満 0.002未満

0.0002未満 0.0002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

異常0 異常0 異常0

異常0 異常0 異常0

0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

川棚浄水場送水

川棚浄水場

豊浦地区旧下関地区

高尾浄水場 日和山浄水場

高尾配水池出口 日和山配水池出口
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基 準 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃ ―

水 温 ℃ ―

一 般 細 菌 100CFU/mL以下

大 腸 菌 定性 検出されないこと。 陽性0 陽性0

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.003mg/L以下 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.0005mg/L以下 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.02mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.04mg/L以下 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 10mg/L以下

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.8mg/L以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.04mg/L以下 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸 0.6mg/L以下 0.05未満 0.05未満

ク ロ ロ 酢 酸 0.02mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06mg/L以下

ジ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下 0.0002未満

臭 素 酸 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

ト リ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ホ ル ム 0.09mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 0.08mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.2mg/L以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 200mg/L以下

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.05mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下

カルシウム、マグネシウム等 硬度 300mg/L以下

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.2mg/L以下 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02mg/L以下 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.005mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 3mg/L以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと。 異常0 異常0

臭 気 異常でないこと。 異常0 異常0

色 度 度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「大腸菌」の平均欄の「陽性 0」は、一度も大腸菌が検出されなかったことを表す。

注3）「味」及び「臭気」の平均欄の「異常 0」は、一度も異常が無かったことを表す。

地 区 名 菊川地区

浄 水 施 設 系 統

試 験 （ 検 査 ） 項 目

菊川浄水場 歌野浄水場

採 水 地 点 菊川浄水場送水 歌野浄水場送水
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

陽性0 陽性0 陽性0

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

異常0 異常0 異常0

異常0 異常0 異常0

0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

三豊配水池出口 大河内浄水場送水 楢原浄水場豊田西送水

豊田地区

三豊浄水場 大河内浄水場 楢原浄水場
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（３）給水栓

基 準 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃ ―

水 温 ℃ ―

一 般 細 菌 100CFU/mL以下

大 腸 菌 定性 検出されないこと。 陽性0 陽性0

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.003mg/L以下 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.0005mg/L以下 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.02mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.04mg/L以下 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 10mg/L以下

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.8mg/L以下

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.04mg/L以下 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸 0.6mg/L以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満

ク ロ ロ 酢 酸 0.02mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06mg/L以下

ジ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

臭 素 酸 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

ト リ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ホ ル ム 0.09mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 0.08mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.2mg/L以下

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 200mg/L以下

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.05mg/L以下 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下

カルシウム、マグネシウム等 硬度 300mg/L以下

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.2mg/L以下 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02mg/L以下 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.005mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 3mg/L以下

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと。 異常0 異常0

臭 気 異常でないこと。 異常0 異常0

色 度 度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「大腸菌」の平均欄の「陽性 0」は、一度も大腸菌が検出されなかったことを表す。

注3）「味」及び「臭気」の平均欄の「異常 0」は、一度も異常が無かったことを表す。

地 区 名

浄 水 施 設 系 統 長府浄水場

試 験 （ 検 査 ） 項 目

採 水 地 点 竹の子島町給水栓 吉田地方給水栓

旧下関地区
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

陽性0 陽性0 陽性0

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0002未満 0.0002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

異常0 異常0 異常0

異常0 異常0 異常0

0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

高尾浄水場長府浄水場

旧下関地区

老町給水栓

日和山浄水場

中之町給水栓久野給水栓
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基 準 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃ ―

水 温 ℃ ―

一 般 細 菌 100CFU/mL以下

大 腸 菌 定性 検出されないこと。 陽性0 陽性0

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.003mg/L以下 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.0005mg/L以下 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.02mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.04mg/L以下 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 10mg/L以下

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.8mg/L以下

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.04mg/L以下 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸 0.6mg/L以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満

ク ロ ロ 酢 酸 0.02mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06mg/L以下

ジ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

臭 素 酸 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

ト リ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ホ ル ム 0.09mg/L以下

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 0.08mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.2mg/L以下 0.01未満 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 200mg/L以下

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.05mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下

カルシウム、マグネシウム等 硬度 300mg/L以下

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.2mg/L以下 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02mg/L以下 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.005mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 3mg/L以下 0.3未満 0.3未満

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと。 異常0 異常0

臭 気 異常でないこと。 異常0 異常0

色 度 度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「大腸菌」の平均欄の「陽性 0」は、一度も大腸菌が検出されなかったことを表す。

注3）「味」及び「臭気」の平均欄の「異常 0」は、一度も異常が無かったことを表す。

試 験 （ 検 査 ） 項 目

豊浦地区

川棚浄水場 市の瀬水源地

採 水 地 点 湯玉北給水栓 二見給水栓

地 区 名

浄 水 施 設 系 統

豊北地区
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最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

陽性0 陽性0 陽性0 陽性0

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.02未満

0.05未満 0.05未満

0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0008未満 0.0008未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満

異常0 異常0 異常0 異常0

異常0 異常0 異常0 異常0

0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

小河内水源地 轡井・道市浄水場

轡井給水栓

菊川地区

角島給水栓 岡枝給水栓

菊川浄水場 歌野浄水場

楢崎給水栓

豊北地区
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基 準 最高 最低 平均 回数 最高 最低 平均 回数

気 温 ℃ ―

水 温 ℃ ―

一 般 細 菌 100CFU/mL以下

大 腸 菌 定性 検出されないこと。 陽性0 陽性0

カ ド ミ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.003mg/L以下 0.0003未満 0.0003未満

水 銀 及 び そ の 化 合 物 0.0005mg/L以下 0.00005未満 0.00005未満

セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

鉛 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満

ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六 価 ク ロ ム 化 合 物 0.02mg/L以下 0.0005未満

亜 硝 酸 態 窒 素 0.04mg/L以下 0.004未満 0.004未満

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 10mg/L以下

フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 0.8mg/L以下 0.05未満 0.05未満

ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満

四 塩 化 炭 素 0.002mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ジ オ キ サ ン 0.05mg/L以下 0.001未満 0.001未満

シス ジクロロエチレン及び
トランス ジクロロエチレン

0.04mg/L以下 0.0004未満 0.0004未満

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

ベ ン ゼ ン 0.01mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満

塩 素 酸 0.6mg/L以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満

ク ロ ロ 酢 酸 0.02mg/L以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06mg/L以下

ジ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下

ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

臭 素 酸 0.01mg/L以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総 ト リ ハ ロ メ タ ン 0.1mg/L以下

ト リ ク ロ ロ 酢 酸 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.03mg/L以下

ブ ロ モ ホ ル ム 0.09mg/L以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 0.08mg/L以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 0.2mg/L以下 0.01未満 0.01未満

鉄 及 び そ の 化 合 物 0.3mg/L以下 0.03未満 0.03未満

銅 及 び そ の 化 合 物 1.0mg/L以下 0.01未満 0.01未満

ナ ト リ ウ ム 及 び そ の 化 合 物 200mg/L以下

マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 0.05mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

塩 化 物 イ オ ン 200mg/L以下

カルシウム、マグネシウム等 硬度 300mg/L以下

蒸 発 残 留 物 500mg/L以下

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.2mg/L以下 0.02未満 0.02未満

ジ ェ オ ス ミ ン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

メ チ ル イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 0.00001mg/L以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 0.02mg/L以下 0.004未満 0.004未満

フ ェ ノ ー ル 類 0.005mg/L以下 0.0005未満 0.0005未満

有機物 全有機 炭素 の 量 3mg/L以下

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと。 異常0 異常0

臭 気 異常でないこと。 異常0 異常0

色 度 度 5度以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

濁 度 度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満

残 留 塩 素 0.1mg/L以上

注1）検査頻度が年1回の項目については、結果を平均欄に記載した。

注2）「大腸菌」の平均欄の「陽性 0」は、一度も大腸菌が検出されなかったことを表す。

注3）「味」及び「臭気」の平均欄の「異常 0」は、一度も異常が無かったことを表す。

地 区 名

浄 水 施 設 系 統 大河内浄水場

豊田地区

試 験 （ 検 査 ） 項 目

三豊浄水場

採 水 地 点 今出給水栓 殿敷給水栓
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最高 最低 平均 回数

陽性0

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.05未満 0.05未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.05未満 0.05未満

0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満

0.01未満 0.01未満 0.01未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

異常0

異常0

0.5未満 0.5未満 0.5未満

0.05未満 0.05未満 0.05未満

殿居給水栓

楢原浄水場

豊田地区
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工工 事事 統統 計計
(1) 給水装置工事

　(単位：件）

区 分

年度･月
地   区

令和元年度

 5年 4月

 6年 1月

月 平 均

本　　局

彦    島

長    府

王    司

清    末

小    月

王    喜

吉    田

川    中

安    岡

吉    見

勝    山

内    日

豊　　浦

豊　　北

菊　　川

豊　　田

新 設 撤 去改    造
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（2）導水管、送水管、配水管及び給水管修繕工事　　

（単位：件）

区分1 区分2 計 導水管 送水管 配水管 給水管

漏水修繕工事 鋳鉄管

鉛管

鋼管

ビニール管

弁栓類

その他

その他補修工事 仕切弁

消火栓

空気弁

排水栓

止水栓

メータ止水栓

整備引替

その他

(3) 漏水防止状況

総数 配水管 給水管

※衛星画像解析による漏水調査区：高尾ほか９配水区域

　調査区１：日和山ほか２４配水区域（戸別音聴調査、路面音聴調査）

　　　　　　(戸別）　 １巡区（日和山ほか１配水区域）

　　　　　　(戸別）　 １巡区（古崎ほか２２配水区域）

　　　　　　(路面）　 １巡区（古崎ほか２２配水区域）

　調査区２： 熊野ほか２３配水区域（戸別音聴調査、路面音聴調査）

　　　　　　(戸別）　 １巡区（熊野ほか７配水区域）

　　　　　　(路面）　 １巡区（内日第二ほか１７配水区域）

区分
防止水量

（ｍ ／日）
配水管調査
延長(km)

調査区１

調査区２

漏水発見数(件）

総数

令和元年度

老朽管布設替

移設有料

移設無料

弁償工事

調査
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(4) 管　布　設　状　況

　ア 　 導・送・配 水 管　 (単位：ｍ）

　　年度
管種

布 設 撤 去 元

総　数

導 水 管

送 水 管

配 水 管

（※令和５年度決算統計による）

  イ　　導　　水　　管　（口径別） (単位：ｍ）

　　年度
口径
(㎜）

布 設 撤 去 元

総　数

※導水管の内9,269mは、山口県との共有資産分
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  ウ　　送　　水　　管　（口径別） (単位：ｍ）

　　年度
口径
(㎜）

布 設 撤 去 元

総　数

調整32

調整84

調整172

調整172

調整172
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  エ　　配　　水　　管　（口径別） (単位：ｍ）

　　年度
口径
(㎜）

布 設 撤 去 元

総　数

調整20

調整42875未満

  オ　　耐　　震　　管 (単位：ｍ）

　　年度
管種

元

導水管

送水管

配水管
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(5) メ ー タ 状 況

　　ア　 メータ設置状況

(単位：個） 

　口　径 口 径 (㎜)

 年度・

　 区分

新 設

既 設

事故取替

検満取替

閉 栓

事故取替

検満取替

令和元年度

設置数

取 外 数

取 付 数

- 98　-
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　　イ　 型式別・口径別メータ（設置・在庫）数
  (単位 ： 個） 

区分 在庫数

口径（mm） 新品 撤去品

ＰＤ

ＰＤ

ＰＤ

ＰＤ

ＴＶＷ

Ｅ

ＴＶＷ

ＴＶＷ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

計

総数設置数型式

-99-
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7 　業　務　統　計
(1)用途別調定水量

(単位：ｍ ，戸，％）

用途

年度・月

令和元年度

（給水戸数）

（給水戸数）

5年4月

6年1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

総 数 家 事 用 業 務 用 湯 屋 用
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(2)水道料金調定状況

用途

年度・月

令和元年度

5年4月

6年1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

※消費税込み

総 数 家 事 用 業 務 用 湯 屋 用

(単位：円，％）
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(3)収納区分別調定状況

区 分 納  　付  　制 口　 座　 制 計

年度･期

令和元年度

Ａ

Ｂ

１ 期

Ａ

Ｂ

２ 期

Ａ

Ｂ

３ 期

Ａ

Ｂ

４ 期

Ａ

Ｂ

５ 期

Ａ

Ｂ

６ 期

Ａ

Ｂ

 (単位：件，％）

随 時 調 定
件 数 構成比 件 数 構成比 件 数 構成比
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(4)メータ検針状況

区　分

年度･期

令和元年度

Ａ

Ｂ

１ 期

Ａ

Ｂ

２ 期

Ａ

Ｂ

３ 期

Ａ

Ｂ

４ 期

Ａ

Ｂ

５ 期

Ａ

Ｂ

６ 期

Ａ

Ｂ

全市をＡ・Ｂ地区に分割し隔月検針とする。　  ※検針実数計はメータ故障数を含む。

平成15年7月1日から法人委託にて実施

(単位：人，件，％）

検針人員 検針総数 検針実数
メータ
故障数

検針不能数 検 針 率
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(5)地区別使用水量等内訳

区 分

年度･地区

令和元年度

旧 市 内

彦  　島

長　  府

王  　司

清　  末

小  　月

王　  喜

吉　  田

川　  中

安  　岡

吉　  見

勝　  山

内　  日

豊    浦

豊    北

菊    川

豊    田

※ 消費税込み

※ 構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

   (単位：戸，㎥，％，円）

戸 数

使 用 水 量

金 額
１戸当り

水 量 構 成 比
使用水量
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(6) 水道料金変遷

㎜ 円 円 円

 　13

 　20

 　25

 　40

 　50

 　75

　100

　150

　200

　250

 １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは

 １ｍ3につき  １ｍ3につき  １ｍ3につき
一 般 用

 １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは
湯 屋 用  １ｍ3につき  １ｍ3につき  １ｍ3につき

私 設
消 火 栓 用

 １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる
一 般 用

 １ｍ3につき  １ｍ3につき  １ｍ3につき

湯 屋 用  １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる

私 設  １ｍ3につき  １ｍ3につき  １ｍ3につき
消 火 栓 用

※平成元年6月1日から平成16年3月31日までの料金は、基本料金と従量料金の合計額に消費税率を
　乗じて得た金額となっている。
※平成16年4月1日より消費税総額表示

平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

第

一

段

料

金

平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

改定率

平成元年 月 日から
平成 年 月 日まで

第

二

段

料

金

区 分

基

本

料

金

従

量

料

金

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき

ただし、
13㎜～25㎜まで
については
基本水量10ｍ3を
付加

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3ま
では１ｍ3につき 10

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3ま
では１ｍ3につき 10

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき

ただし、
13㎜～25㎜までに
ついては
基本水量10ｍ3を
付加

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3を
こえる１ｍ3につき
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円 円

 １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは

 １ｍ3につき  １ｍ3につき

 １か月30ｍ3までは  １か月30ｍ3までは

 １ｍ3につき  １ｍ3につき

 １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる

 １ｍ3につき  １ｍ3につき

 １か月30ｍ3をこえる  １か月30ｍ3をこえる

 １ｍ3につき  １ｍ3につき

令和元年 月 日から
平成 年 月 日から
令和元年 月 日まで

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3ま
では１ｍ3につき 10

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3ま
では１ｍ3につき 10

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3まで
は１ｍ3につき 10

ただし、13㎜～25㎜に
ついては1か月10ｍ3まで
は１ｍ3につき 10
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88　　財財  務務  統統  計計　　

 (1) 収 益 的 収 支

(単位　ｍ
３
，％）

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

 水  道　事　業　収　益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

 水  道　事　業　費　用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

※消費税抜き

 (2) 資 本 的 収 支

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

 資　本　的　収　入

企 業 債

出 資 金

補 助 金

工 事 負 担 金

他 会 計 負 担 金

固 定 資 産 売 却 代 金

預 託 金 返 還 金

そ の 他 資 本 的 収 入

 資　本　的　支　出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

預 託 金

そ の 他 資 本 的 支 出

※消費税抜き
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 (単位：円，％）

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

元

元
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 (3) 損 益 計 算 書

年度

 科　 目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

 水 道 事 業 収 益
営　　業　　収　　益

給 水 収 益
受 託 給 水 工 事 収 益
そ の 他 の 営 業 収 益

営　 業 　外 　収 　益
受 取 利 息 及 び 配 当 金
他 会 計 補 助 金
漁業集落排水処理料徴収受託料
農業集落排水処理料徴収受託料

飲用水供給施設管理受託料

他 会 計 負 担 金
長 期 前 受 金 戻 入
雑 収 益

特　　別　　利　　益
固 定 資 産 売 却 益
過 年 度 損 益 修 正 益
そ の 他 特 別 利 益

 水 道 事 業 費 用
営　　業　　費　　用
原 水 費
浄 水 費
配 水 費
給 水 費
受 託 給 水 工 事 費
業 務 費
総 係 費
減 価 償 却 費
資 産 減 耗 費

営　 業 　外 　費 　用
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費
飲用水供給施設管理受託費
雑 支 出

特　　別　　損　　失
過 年 度 損 益 修 正 損
固 定 資 産 売 却 損
固 定 資 産 譲 渡 損

－ －

－ －

－ －

－ －

※　消費税抜き  

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
又 は △ 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
又 は △ 未 処 理 欠 損 金

その他未処分利益剰余金変動額

当 年 度 純 利 益 又 は △ 純 損 失
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金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

元
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 (4) 費　用　構　成

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

※　消費税抜き  　

燃 料 費
備 消 品 費

総 数
給 料
手 当 等

賃 金
報 酬
法 定 福 利 費
旅 費
退 職 給 付 費
報 償 費
被 服 費

賞 与 引 当 金 繰 入 額

薬 品 費

光 熱 水 費
印 刷 製 本 費
通 信 運 搬 費
委 託 料
手 数 料
賃 借 料
修 繕 費
工 事 請 負 費
動 力 費

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

固 定 資 産 譲 渡 損

飲用水供給施設管理受託費
雑 支 出
過 年 度 損 益 修 正 損
固 定 資 産 売 却 損

資 産 減 耗 費

交 際 費
会 議 費
厚 生 福 利 費
補 償 金

負 担 金

減 価 償 却 費
貸 倒 引 当 金 繰 入 額

受 水 費
保 険 料
賠 償 金
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

材 料 費
研 修 費

- 111 -　
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 (単位：円，％）

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

元

- 112 -　
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 (5) 貸 借 対 照 表

年度
 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

固     定     資     産

土 地
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
船 舶
工 具 ・ 器 具 及 び 備 品
建 設 仮 勘 定

施 設 利 用 権
電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産
出 資 金
そ の 他 投 資

流     動     資     産

固　　定     負     債

流     動     負     債

繰　　 延　 　収　　 益

△ 13,633,650,782 △ 23.21 △ 13,209,405,340 △ 22.64
資　　　　 本　　 　　金
剰 　　　　余　　 　　金

国 庫 補 助 金
県 補 助 金
他 会 計 補 助 金
受 贈 財 産 評 価 額
保 険 差 益
そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 積 立 金
建 設 改 良 積 立 金
当年度未処分利益剰余金

※　消費税抜き  

未 払 金

総 数 （ 借 方 ）

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

現 金 及 び 預 金
未 収 金
貯 蔵 品
前 払 金
そ の 他 流 動 資 産

総 数 （ 貸 方 ）

引 当 金
企 業 債

企 業 債

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

前 受 金
預 り 金

そ の 他 流 動 負 債

長 期 前 受 金
長期前受金収益化累計額

引 当 金
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 (単位：円，％）

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

△ 12,812,662,684 △ 22.22 △ 12,360,619,484 △ 21.74 △ 11,909,272,585 △ 21.24

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

元
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 (6) 固定資産明細書

    ア　有形固定資産明細書

    イ　 無形固定資産明細書
（単位：円）

資産の種類

総 数

資 産 の 種 類 年 度 末 現 在 高当年度減少額当年度増加額年度当初現在高

構 築 物

機 械 及 び 装 置

土 地

建 物

工 具 ・ 器 具
及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

車 両 運 搬 具

船 舶

当年度減少額 当年度減価償却高 年度末現在高

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権

年度当初現在高 当年度増加額

総 数



116

  （単位：円）

総 数

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車 両 運 搬 具

船 舶

工 具 ・ 器 具
及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

     ウ　投資その他の資産明細書
  （単位：円）

資 産 の 種 類
年 度 当 初
現 在 高

当年度増加額 当年度減少額

年 度 末
償 却 未 済 高

資 産 の 種 類
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累 計

減 価 償 却 累 計 額

その他投資

年 度 末 現 在 高

総　　数

出　資　金
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(7) 企  業  債  概  況

     ア　 事　  　業　  　別

区　　　　　分

事　　業　　別 5 年 度 累 計

総 数

上 水 道 第 ５ 期 拡 張 事 業 266,000,000 16,596,319 266,000,000

第 八 期 拡 張 事 業 1,120,000,000 68,155,023 1,108,526,723

田 耕 簡 易 水 道 整 備 事 業 18,400,000 1,116,712 18,011,964

上 水 道 安 全 対 策 事 業 5,995,000,000 281,478,365 4,827,953,621

耐 震 化 事 業 4,409,000,000 68,122,296 141,661,039

老 朽 管 更 新 事 業 1,784,100,000 48,467,873 191,035,531

老 朽 管 更 新 事 業 （ 豊 浦 ） 440,800,000 21,377,362 337,783,855

老 朽 管 更 新 事 業 （ 豊 北 ） 400,600,000 18,098,447 275,273,921

配水管整備事業（角島大橋） 136,000,000 6,456,110 106,968,807

配水管整備事業（粟野地区） 47,000,000 2,041,086                26,826,292              

配 水 管 整 備 事 業 （ 豊 北 ） 58,000,000 2,581,733                39,717,944              

上 水 道 施 設 整 備 事 業
（ 粟 野 地 区 ）

387,700,000 17,124,166              248,030,169             

二 見 簡 易 水 道 事 業
（ 統 合 簡 水 ）

67,000,000 2,876,000                41,911,076              

配 水 管 整 備 事 業 668,500,000 39,058,721 628,947,406

導 水 管 整 備 事 業 240,000,000 14,088,948 223,735,581

水 道 施 設 整 備 事 業 10,009,800,000 410,481,107 4,858,549,317

上 水 道 災 害 対 策 事 業 164,000,000 6,972,969 81,019,619

発 行 総 額
償 還 高
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 (単位 ： 円， ％）

区　　　　　分

事　　業　　別

総 数

0 0.00 0.00 R6.3.25 上 水 道 第 ５ 期 拡 張 事 業

11,473,277 1.02 0.09 R6.9.25 第 八 期 拡 張 事 業

388,036 2.11 0.00 R7.3.1 田 耕 簡 易 水 道 整 備 事 業

1,167,046,379           19.47 8.56 R17.3.1 上 水 道 安 全 対 策 事 業

4,267,338,961           96.79 31.28 R32.3.1 耐 震 化 事 業

1,593,064,469 89.29 11.68 R32.3.1 老 朽 管 更 新 事 業

103,016,145 23.37 0.76 R16.3.1 老 朽 管 更 新 事 業 （ 豊 浦 ）

125,326,079 31.28 0.92 R16.3.1 老 朽 管 更 新 事 業 （ 豊 北 ）

29,031,193 21.35 0.21 R13.3.1 配水管整備事業（角島大橋）

20,173,708 42.92 0.15 R16.3.1 配水管整備事業（粟野地区）

18,282,056 31.52 0.14 R14.3.1 配 水 管 整 備 事 業 （ 豊 北 ）

139,669,831 36.03 1.02 R15.3.1
上 水 道 施 設 整 備 事 業
（ 粟 野 地 区 ）

25,088,924 37.45 0.18 R15.3.1
二 見 簡 易 水 道 事 業
（ 統 合 簡 水 ）

39,552,594 5.92 0.29 R8.9.25 配 水 管 整 備 事 業

16,264,419 6.78 0.12 R8.3.1 導 水 管 整 備 事 業

5,151,250,683 51.46 37.76 R32.3.1 水 道 施 設 整 備 事 業

82,980,381 50.60 0.61 R19.3.1 上 水 道 災 害 対 策 事 業

未 償 還 残 高
未 償 還
残 高 率

未 償 還 残 高
構 成 比

償 還 終 期
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区　　　　　分

事　　業　　別 5 年 度 累 計
発 行 総 額

償 還 高

清 末 小 野 地 区
簡 易 水 道 施 設 整 備 事 業

94,000,000 4,424,882 71,660,552

蓋 井 島 施 設 整 備 事 業 197,900,000 8,675,772 113,788,610

豊 浦 地 区 施 設 整 備 事 業 318,000,000 14,076,469               194,034,301             

簡 易 水 道 事 業 （ 菊 川 ） 999,800,000 45,558,387 737,329,126

簡 易 水 道 事 業 （ 豊 田 ） 698,300,000 35,979,672 577,742,074

簡 易 水 道 事 業
（ 菊 川 ・ 豊 田 ）

86,100,000 3,758,821                 46,007,701               

浄 水 施 設 整 備 事 業 443,000,000 21,846,986               269,586,638             

菊 川 地 区 施 設 整 備 事 業 54,000,000 2,341,212                 29,526,233               

    イ  　資　　金　　別

区　　　　　分

資　　金　　別 5 年 度 累 計

総 数 29,103,000,000 1,161,755,438 15,461,628,100

財 政 融 資 資 金
（ 資 金 運 用 部 ）

21,558,400,000 807,254,642 10,228,054,265

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 7,544,600,000 354,500,796 5,233,573,835

発 行 総 額

償 還 高
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 (単位 ： 円， ％）

区　　　　　分

事　　業　　別
未 償 還 残 高

未 償 還
残 高 率

未 償 還 残 高
構 成 比

償 還 終 期

22,339,448 23.77 0.16 R12.3.1
清 末 小 野 地 区
簡 易 水 道 施 設 整 備 事 業

84,111,390 42.50 0.62 R16.9.1 蓋 井 島 施 設 整 備 事 業

123,965,699 38.98 0.91 R16.3.1 豊 浦 地 区 施 設 整 備 事 業

262,470,874 26.25 1.92 R16.3.25 簡 易 水 道 事 業 （ 菊 川 ）

120,557,926 17.26 0.88 R15.3.25 簡 易 水 道 事 業 （ 豊 田 ）

40,092,299 46.56 0.29 R19.3.1
簡 易 水 道 事 業
（ 菊 川 ・ 豊 田 ）

173,413,362 39.15 1.27 R15.9.1 浄 水 施 設 整 備 事 業

24,473,767 45.32 0.18 R17.3.1 菊 川 地 区 施 設 整 備 事 業

 (単位 ： 円， ％）

区　　　　　分

資　　金　　別

13,641,371,900 46.87 100.00 総 数

11,330,345,735 52.56 83.06 R32.3.1
財 政 融 資 資 金
（ 資 金 運 用 部 ）

2,311,026,165 30.63 16.94 R26.9.20 地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

償 還 終 期未 償 還 残 高
未 償 還
残 高 率

未 償 還 残 高
構 成 比
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 (8) 給 水 原 価

 年　度

項　目 １ｍ 当り １ｍ 当り

科　　目 給水原価 給水原価

総 数

費 目 別

原 水 費

浄 水 費

配 水 費

給 水 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用 そ の 他

長 期 前 受 金 戻 入 △ 465,029,430 △ 8.95 △ 17.86 △ 460,868,788 △ 8.70 △ 17.38

性 質 別

人 件 費

動 力 費

薬 品 費

受 水 費

修 繕 費

材 料 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

企 業 債 利 息

そ の 他

長 期 前 受 金 戻 入 △ 465,029,430 △ 8.95 △ 17.86 △ 460,868,788 △ 8.70 △ 17.38

※  　消費税抜き　

金 額 構成比 金 額 構成比
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元

１ｍ 当り １ｍ 当り １ｍ 当り

給水原価 給水原価 給水原価

△ 469,746,907 △ 9.54 △ 17.26 △ 481,432,868 △ 9.89 △ 17.38 △ 495,680,489 △ 9.93 △ 17.83

△ 469,746,907 △ 9.54 △ 17.26 △ 481,432,868 △ 9.89 △ 17.38 △ 495,680,489 △ 9.94 △ 17.83

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

金 額 構成比金 額 構成比 金 額 構成比
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99　　経経  営営  分分  析析
　

　年　度
項　目

総 収 支 比 率 (％)

営 業 収 支 比 率 (％)

自 己 資 本 回 転 率 (回)

固 定 資 産 回 転 率 (回)

未 収 金 回 転 率 (回)

総 資 本 利 益 率 (％)

当 年 度 減 価 償 却 率 (％)

企 業 債 償 還 元 金 対
減 価 償 却 費 比 率

(％)

流 動 比 率 (％)

当 座 比 率
酸 性 試 験 比 率 ）

(％)

流 動 資 産 回 転 率 (回)

自 己 資 本 構 成 比 率 (％)

現 金 預 金 比 率 (％)

固 定 資 産 構 成 比 率 (％)

固 定 資 産 対
長 期 資 本 比 率

(％)

固 定 比 率 (％)

固 定 負 債 構 成 比 率 (％)

財

務

の

安

全

性

元

収

益

性
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　　　　　　　　×　100
比率が高いほどよい。企業として発展していく
ためには、100％以上を維持すべきである。

　　　　　　　　　　　　　×100
損益計算書中、企業本来の目的であるサービスの提
供についての収益と費用の率で、高いほどよい。

投下自己資本に対し､営業活動がどの位活発か。
（自己資本活用度）高いほど自己資本の活動能率が
高い。

営業収益に対する資本の固定の程度を示す。
（固定資産の稼働率）
低いほど固定資産への投資が過大である。

未収金の回収速度を示す。高いほど回転が早く、未
収債権の残留期間が短い。

　　　　　　　　　　　　　　　×100
企業の収益性を判断するもので、高いほど企業成績
が良好である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減価償却資産のうち本年度償却額の占める割合。

　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
減価償却と企業債償還元金を比較したもので、比率
は低いほどよい。

　　　　　　　　×100
短期債務に対応すべき流動資産が十分あるかどう
か。高いほど支払に十分な流動資産を有している。
（支払能力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
流動比率の補助比率。高いほど運転資金が豊富で支
払能力があることを示し、比率100％以上であるこ
とが要求される。

流動資産と営業収益を比較したもので、率は高い方
がよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ×100
総資本に対する自己資本の割合。高いほど体質は強
いが、水道事業の場合、企業債によって施設建設が
まかなわれるため、この比率は低い。

　　　　　　　　×100
流動資産のうち現金預金により支払能力をみる。比
率は高いほどよい。

　　　　　　　　　　　　　　  ×100
事業の財産構成の適正をみる。比率は低いほどよ
い。

×100 
資本の固定状態から資金的弾力性をみる。
比率は100％以下が適当。

　　　　　　　　　　　　　　　　  ×100
100％以下が望ましいが、水道事業（公営企業）の
場合、企業債に依存するので高率になりやすい。
（資金的弾力性）

　　　　　　　　　×100
事業の負債構成の適正をみる。比率は低いほどよ
い。

算 出 方 法 備 考

固定負債
負債資本合計

流 動 資 産
流 動 負 債

固 定 資 産
資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益

総 収 益
総 費 用

営業収益－受託工事収益
営業費用－受託工事費用

建設改良のための企業債償還元金
当年度減価償却費

現 金 預 金
流 動 負 債

固 定 資 産
固定資産＋流動資産＋繰延資産

営業収益－受託工事収益
期首＋期末自己資本）×

営業収益－受託工事収益
期首＋期末固定資産）×

営業収益－受託工事収益
期首＋期末未収金）×

当年度純損益
期首＋期末総資本）×

営業収益－受託工事収益
期首＋期末流動資産）×

固定資産
資本金＋剰余金＋評価差額等＋固定負債＋繰延収益

現金預金＋ 未収金－貸倒引当金）
流動負債

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益
負債資本合計

当年度減価償却費

有形固定資産＋無形固定資産－土地
－建設仮勘定＋当年度減価償却費

×



125

　
　年　度

項　目

企 業 債 元 利 償 還 金 対
料 金 収 入 比 率

(％)

企 業 債 利 息 対
料 金 収 入 比 率

(％)

企 業 債 償 還 元 金 対
料 金 収 入 比 率

(％)

利 子 負 担 率 (％)

施 施 設 利 用 率 (％)

設 最 大 稼 働 率 (％)

効 負 荷 率 (％)

率 固 定 資 産 使 用 効 率 (ｍ /万円)

性 配 水 管 使 用 効 率 (ｍ /ｍ)

職員１人当たり給水人口 (人)

労 職員１人当たり有収水量 (ｍ

働 職員１人当たり営業収益  (千円)

生 有収水量１万ｍ 当たり
損 益 勘 定 職 員 数

(人)

産
職 員 １ 人 当 た り
有 形 固 定 資 産

 (千円)

性
職 員 給 与 費 対
営 業 収 益 比 率

(％)

職 員 給 与 費 対
料 金 収 入 比 率

(％)

供 給 単 価 (円/ｍ

給 水 原 価 (円/ｍ

有 収 率 (％)

財

務

の

安

全

性

元

そ

の

他

＋その他の企業債・長期借入金＋一時借入金＋リース
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料金収入と企業債元利償還金を比較したもので、比
率は低いほどよい。

　　　　　　　　×100
料金収入に対する企業債利息の割合をみる。
比率は低いほどよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100
料金収入に対する企業債償還元金を比較したもの
で、比率は低いほどよい。

×100 
借入金と支払利息を比較したもので、低いほどよ
い。

　　　　　　　　　 ×100
現在の施設利用の状況を示すもので、施設の利用度
適正投資の規模をみる。比率が大きいほど効率的で
ある。　施設利用率＝最大稼働率×負荷率。

　　　　　　　　　 ×100
施設が適正に利用されているかをみる。低い場合は
投資が過大であることを示し、100％に近い場合に
は、安定給水に問題を残している。

　　　　　　　　　 ×100
施設が有効に利用されているかどうかをみる。比率
が大きいほどよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高いほどよい。ただし拡張事業等の設備投資を行っ
ている時期は低下もやむを得ない。

１ｍ当たりの有効利用をみる。高いほどよい。

職員数が適切であるかどうかをみる。数値は大きい
ほどよい。

職員1人当たりの生産量をみる。数値は大きいほど
よい。

職員1人当たりの売上高をみる。数値は大きいほど
よい。

1日10,000ｍ3あたりの有収水量に対応する損益勘定
所属職員数。

職員1人当たりの働き量をみる。

　　　　　　　　×100
営業収益に対する職員給与費の割合をみる。
比率は低いほどよい。

　　　　　　　　×100
料金収入に対する職員給与費の割合をみる。
比率は低いほどよい。

有収水量1ｍ 当たりについて、どれだけの収益を得
ているかを示す。

　 有収水量1ｍ 当たりについて、どれだけの費用がか
かっているかを示す。

　　　　　　　　　　　　×100
総配水量に対する料金またはこれに準ずるもの（分
水量等）の割合をみる。

算 出 方 法 備 考

日平均配水量
日配水能力

損益勘定所属職員数
年間総有収水量÷ 日÷ ｍ

給水人口
損益勘定所属職員数

年間総有収水量
損益勘定所属職員数

営業収益－受託工事収益
損益勘定所属職員数

給水収益
年間総有収水量

経常費用− 受託工事費 材料及び不用品売却原価

附帯事業費)−長期前受金戻入

年間総有収水量

職員給与費
営業収益

日最大配水量
日配水能力

日平均配水量
日最大配水量

年間総配水量
有形固定資産

年間総配水量
導・送・配水管延長

有形固定資産
損益勘定所属職員数

職員給与費
料金収入

企業債利息
料金収入

建設改良のための企業債元利償還金×
料金収入

建設改良のための企業債償還元金
料金収入

有収水量
年間総配水量

支払利息及＋企業債取扱諸費

建設改良の財源に充てるための企業債・長期借入金

＋その他の企業債・長期借入金＋一時借入金＋リース債務





彦島地区工場群

現場操作盤
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Ⅰ 事 業 の 概 要 
1 沿  革 
本市は、港湾都市として、また海陸交通の要衝にあって、戦前戦後を通じて大和町には

水産加工工場、製糖工場、彦島地区には重化学工場が立地し、特に工業用水道の開設が急

務であった。 

このような観点から（大和町・彦島地区を対象に）昭和 44 年 1 月に、給水能力 20,000

ｍ3/日で下関市工業用水道事業を開設し、同年 4 月に 1 社、同年 10 月に 3 社、計 4 社に給

水を開始した。                     （総事業費 293,000 千円） 

また、昭和 45 年 11 月には（小月地区）に企業の進出があり、新たに給水能力 4,000ｍ3/

日で小月地区工業用水道事業を開設し、1 社に給水を開始した。（総事業費 55,000 千円） 

その後、小月地区は、契約水量 2,000ｍ3／日のまま伸びないため、昭和 48 年度から保留

分 2,000ｍ3／日のうち 1,200ｍ3／日を下関市工業用水道へ移行することにより、工業用水

の有効利用を図ってきた。 

平成元年 4 月 1 日、事業の簡素化を図るため、小月地区工業用水道事業を下関市工業用

水道事業に吸収統合し、あわせて給水能力を 24,000ｍ3／日に増量変更を行った。料金につ

いては、平準化が困難なため、第 1 種料金（大和町・彦島地区）と第 2 種料金（小月地区）

の二本立てとした。 

令和５年度末における給水内容は、次のとおりである。 

（単位：ｍ3） 

給  水  先 1日契約水量 給  水  先 1日契約水量 

林 兼 産 業 ㈱          3,700 ｵ ﾙ ﾈ ｸ ｽ ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ㈱ 500    

下 関 三 井 化 学  ㈱          5,310 ㈱ シ マ ノ 1,500    

ｷｬﾎﾞｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ ㈱ 1,200 計      8     社 22,810    

彦 島 製 錬 ㈱          4,500 市  保  有  分 1,190    

下関市環境部彦島工場 1,000 
合       計 24,000    

下関ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾅｼﾞｰ(同) 5,100 

 

工業用水 道 管         超音波流量計 電 磁 流 量 計       

φ500DIP    L!＝ 5,724.9ｍ  φ500   1 基  φ250（林兼産業）    1 基 

φ500SP    L!＝ 20ｍ  (高尾浄水場下)  φ250（下関三井化学）  1 基 

φ450DIP    L!＝ 1,460ｍ   φ150（ｷｬﾎﾞｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ）  1 基 

φ400DIP    L!＝ 1,256ｍ   φ250（彦島製錬）    1 基 

φ300DIP(小月) L!＝ 2,265ｍ   φ100（環境部）        1 基 

  計      L!＝ 10,725.9ｍ   φ250（ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾅｼﾞｰ）  1 基 

    φ150（シマノ）    1 基 

    φ150（ｵﾙﾈｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ）   1 基 
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22　　供供給給系系統統図図

県営・湯の原取水ダム

山口県企業局施設 ㈱シマノ
県営・木屋川工業用水道送水路 1,500ｍ ／日

　凡　例
本市上水道施設
本市工業用水道施設
県企業局工業用水道施設 県営・木屋川工業用水道
本市工業用水給水先施設 バイパス配水用管路

第5号分水槽

下

関

φ500DIP 市
 5,724.9ｍ

　　　　φ400 上
　　　　約195ｍ

下

　　　　　　林兼産業㈱　3,700ｍ ／日
φ500SP  20ｍ 　水管橋（２条） 水

道
φ450DIP 　　　　　　下関市環境部彦島工場　1,000ｍ ／日
 1,460ｍ 局

　　　　　　キャボットジャパン㈱　1,200ｍ ／日 施

　　　　　　オルネクスジャパン㈱　500ｍ ／日

　　　　　　下関バイオマスエナジー(同)　5,100ｍ ／日 設
φ400DIP
 1,061ｍ

　　　　　　下関三井化学㈱　5,310ｍ ／日

　　　　　　彦島製錬㈱　4,500ｍ ／日

長府浄水場

第1号分水槽

第3号分水槽

下関市（小月地区）工業用水道
契約水量 ｍ ／日
φ300 ＝ ｍ

下関市（大和町・彦島地区）工業用水道
契約水量 ｍ ／日
φ500～φ400 ＝ ｍ

φ600 導水管

日和山浄水場
着水井
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ⅡⅡ　　　　統統　　　　　　　　　　　　　　計計

(単位:ｍ ，円）

区 分

年度・月

令和元年度

 5年 4月

 6年 1月

月平均

日平均

※消費税込み

区 分

料金の種類

基 本 料 金

特 定 料 金

超 過 料 金

　　※第1種及び第2種料金の適用については、別に管理者が定める。
　　※平成16年4月1日より消費税総額表示

１ｍ につき　　　　36円30銭 １ｍ につき　　　　　35円31銭

１ｍ につき　　　　36円30銭 １ｍ につき　　　　　35円31銭

１ｍ につき　　　　36円30銭 １ｍ につき　　　　　35円31銭

令和元年 月 日から実施
  22　　給給水水料料金金表表　　

第　　　１　　　種　　　　　　　　　　　　　第　　　２　　　種　　　　　　　　　　　　　

料 金

  11　　使使  用用  状状  況況　　　　

配 水 量 使 用 水 量
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33    財財　　  務務　　  統統　　  計計

 (1) 収 益 的 収 支

　 年度

科目 　 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

工業用水道事業収益

工業用水道事業費用

※消費税抜き

 (2) 資 本 的 収 支

　 年度

科目 　 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

※消費税抜き

 (3) 損 益 計 算 書

　 年度

科目 　 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

工業用水道事業収益

営業収益

給 水 収 益

受託給水工事収益

受 取 利 息 及 び
配 当 金

県 補 助 金

引 当 金 戻 入 益

長期前受金戻入

雑 収 益

過年度損益修正益

工業用水道事業費用

原 水 費

配 水 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

補 助 金

雑 支 出

過年度損益修正損

純利益又は△純損失 － －

※消費税抜き

特 別 損 失

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

建 設 改 良 費

営 業 費 用

営 業 外 費 用

工 事 負 担 金

営 業 外 費 用

特 別 損 失

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用
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 (単位：円，％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

－ △ 28,737,449 － 　　　△5,331,968 －

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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 (4) 収 益 的 収 支 (4) 費　用　構　成

年度

　科　　　目
項目

金 額 構成比 金 額 構成比

※消費税抜き

退 職 給 付 費

賞 与 引 当 金 繰 入 額

過年度損益修正損

負 担 金

受 水 費

保 険 料

減 価 償 却 費

雑 支 出

研 修 費

動 力 費

材 料 費

工 事 請 負 費

手 数 料

賃 借 料

燃 料 費

通 信 運 搬 費

委 託 料

補 助 金

被 服 費

備 消 品 費

総 数

給 料

手 当 等

法 定 福 利 費

旅 費

修 繕 費

資 産 減 耗 費
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 (単位：円，％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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 (5) 貸 借 対 照 表

　    年度

科目
  　  項目

金 額 構成比 金 額 構成比

 固   定   資   産

土 地
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 ・ 器 具 及び 備品
建 設 仮 勘 定

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他 投 資
 流   動   資   産

 固   定   負   債

 流   動   負   債

 繰   延   収   益

△ 29,963,218 △ 3.80 △ 27,978,597 △ 3.60

 資  　 本　   金
 剰     余     金

そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 積 立 金
建 設 改 良 積 立 金
当 年 度 未 処 分
利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金

預 り 金

資 本 剰 余 金

引 当 金

収 益 化 累 計 額
長 期 前 受 金

未 払 金

総　　数   （ 借 方 ）

有 形 固 定 資 産

総　　数   （ 貸 方 ）

引 当 金

現 金 及 び 預 金
未 収 金
貯 蔵 品
前 払 金

投 資 そ の 他 の 資 産

無 形 固 定 資 産
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(単位：円，％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

△ 28,638,490 △ 3.83 △ 27,169,805 △ 3.80 △ 26,898,829 △ 3.75

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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11　　下下  水水  道道  のの  現現  況況

令和6年3月31日現在

令和5年度 令和4年度 増減

行 政 区 域 内 人 口 人 △ 3,737

処 理 区 域 内 人 口 人 △ 1,020

処 理 区 域 内 戸 数 戸 △ 564

水 洗 化 人 口 人 △ 902

水 洗 化 戸 数 戸 △ 521

水 洗 化 率 ％

普 及 率 ％

年 間 総 処 理 水 量 ｍ
３

年 間 総 有 収 水 量 ｍ
３ △ 318,344

年 間 有 収 率 ％ △ 4.8

１ 日 平 均 処 理 水 量 ｍ
３

１ 日 平 均 有 収 水 量 ｍ
３ △ 1,019

※特定環境保全公共下水道事業を含む

科目

Ⅰ　事　業　の　概　要



138
   

－  － 

沿沿革革
 

下関市は、「まちの誇りと自然の恵みを未来へつなぐ輝き海峡都市・しものせき」を基本理念

とし、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりの施策として、公共下水道の整備が位置付けら

れています。関門海峡や山陰海岸、緑豊な山林、ホタルの生息する河川等特色ある自然環

境・景観を保全し活用を図るため、下水道の積極的な整備推進を図っております。 

 

（1）現  況 

全市域 71,610haのうち、全体計画面積 6,447.5haについて筋ヶ浜処理区 723ha、彦島処理

区 793ha、山陰処理区 2,760ha、山陽処理区 1,582ha、川棚小串処理区 418hａの 5 処理区と

滝部処理区 93hａ、豊田処理区 78.5hａの 2処理区に分けて計画を策定しており、施設としては、

終末処理場 7 ヵ所、ポンプ場 24 ヵ所を予定しております。 

●筋ヶ浜処理区については、昭和 33 年に事業認可を受けて事業に着手し、昭和 40 年に

供用を開始しました。令和 6年 3月 31日現在、計画排水面積 723haに対し 715.7haを

整備し、ほぼ 100％整備を終えております。 

●彦島処理区については、昭和 47年に着手し、昭和 55年に供用を開始しました。令和 6

年 3月 31日現在、計画排水面積 793haに対し 790.3haを整備し、ほぼ 100％の整備を

終えております。 

●山陰処理区については、昭和 59年に着手し、6年後の平成 2年 4月から一部供用を開

始しました。当処理区では、近年の宅地化に伴う武久川及び綾羅木川流域の水質汚濁

防止と生活環境の改善のため管渠整備等の拡大に努めております。令和 6 年 3 月 31

日現在、計画排水面積 2,760haに対し 66.5％の 1,835.9haを整備し、引き続き鋭意整備

を進めているところであります。 

●山陽処理区については、平成元年度に事業認可を受け、平成 3年度から終末処理場の

建設と幹線管渠の布設に着手し、平成 4年度より面整備を進め、平成 7年 4月から一部

供用を開始しました。令和 6年 3月 31日現在、計画排水面積 1,582haに対し 61.9％の

979.5haを整備し、引き続き鋭意整備を進めているところであります。 

●川棚小串処理区については、平成 5年度に事業認可を受けて、事業に着手し、平成 10

年 12月から供用を開始しました。令和 6年 3月 31日現在、計画排水面積 418haに対

し 53.9％の 225.3haを整備し、引き続き鋭意整備を進めているところであります。 

●滝部処理区については、北長門海岸国定公園内の油谷湾に注ぐ粟野川流域の水質保

全と市街地中心部の生活環境の改善のため、平成 5 年度に特定環境保全公共下水道

事業の認可を受けて事業に着手し、平成 10 年 4 月に一部供用を開始しました。令和 6

年 3月 31日現在、計画排水面積 93haに対し、ほぼ 100％の整備を終えております。 
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●豊田処理区については、人口の密集した西市、殿敷地区の生活環境改善と当地区の

生活排水による木屋川流域の水質汚濁防止のため、平成 4 年度に特定環境保全公共

下水道事業の認可を受けて事業に着手し、平成 9年 4月に供用を開始しました。令和 6

年 3月 31日現在、計画排水面積 78.5haに対し、100％の整備を終えております。 

① 事業のあゆみ 

昭和 33年 7月 24日 建設大臣の事業認可を受け、総事業費 850,000千円で事業開始 

昭和 40年 11月 1日 筋ヶ浜終末処理場において汚水処理を開始 

昭和 55年 4月 1日 彦島終末処理場において汚水処理を開始 

平成 2年 4月 1日 山陰終末処理場において汚水処理を開始 

平成 4年 8月 11日 豊田処理区の事業認可を受け、総事業費 2,326,000 千円で事業開

始 

平成 6年 1月 18日 滝部処理区の事業認可を受け、総事業費 2,387,000 千円で事業開

始 

平成 6年 2月 2日 川棚小串処理区の事業認可を受け、総事業費 3,919,000 千円で事

業開始 

平成 7年 4月 1日 山陽終末処理場において汚水処理を開始 

平成 9年 4月 1日 豊田浄化センターにおいて汚水処理を開始 

平成 10年 4月 1日 豊北滝部浄化センターにおいて汚水処理を開始 

平成 10年 12月 1日 豊浦中部浄化センターにおいて汚水処理を開始 

平成 17年 2月 13日 旧下関市と旧豊浦郡 4町が合併し“新”下関市となる 

平成 19年 4月 1日 地方公営企業法を適用し、水道局と統合 上下水道局となる 

平成 24年 7月 10日 下水道ネットワーク管完成 

平成 31年 4月 1日 山陰終末処理場において官民連携による消化ガス発電事業を開始

（民設民営方式） 

  

（２）公共下水道建設事業計画 

① 全体計画 

都市の健全な発展と生活環境の向上を図り、公共用水域の水質保全に資するため、

本市においては、地形的な条件から、公共下水道事業で整備する 5 処理区と特定環境

保全公共下水道事業で整備する 2 処理区に分けて整備計画を策定し、計画排水面積

6,447.5ha、整備目標を令和 1７年度（筋ヶ浜、彦島、山陰、山陽、川棚小串処理区）として

おります。この計画のうち、現在 5,548.5ha について事業を実施し、逐次区域の拡大を図

りながら整備を進めております。 
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整備計画状況（令和 6 年 3 月 31 日現在） 

計画排水面積 計画排水人口 事業費 施工年度 事業計画区域 整備済面積 整備率

（A）　　ha 　人 百万円 ha  （B）　　ha （B）／（A）　％

筋　ヶ　浜 723 26,700 19,959 S33～R17 723 715.7 99.0

彦　　　島 793 22,000 25,684 S47～R17 793 790.3 99.7

山　　　陰 2,760 88,000 100,937 S59～R17 2,197 1,835.9 66.5

山　　　陽 1,582 41,900 66,569 H元～R17 1,352 979.5 61.9

川棚小串 418 6,220 20,519 H5～R17 312 225.3 53.9

滝　　　部 93 1,000 2,974 H5～R17 93 92.9 99.9

豊      田 78.5 1,500 3,619 H4～R17 78.5 78.5 100.0

計 6,447.5 187,320 240,261 S33～R17 5,548.5 4,718.1 73.2

処理区

 

 

② 下関市新下水道ビジョン 

これまでに整備してきた下水処理場・管渠等の下水道施設は、今後、施設の老朽

化が進むことから計画的な改築更新が求められる一方、財政状況の大幅な改善は見

込めない昨今、職員数の減少も相まって財政・人材両面での下水道事業を取り巻く

環境は、本市のみならず悪化しています。

このような中、下水道事業の課題を客観的かつ的確に捉え、社会情勢の変化を踏

まえて、下水道が果たすべき使命を達成するために、「下関市新下水道ビジョン」

を策定しました。このビジョンは本市下水道事業の指針となるものであり、市ホー

ムページにて広く市民の皆様に公表しております。今後、ビジョンに掲げる目標の

達成に向け鋭意整備を進めて参ります。 
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筋ヶ浜処理区

筋ヶ浜終末処理場配置図

は既設

沈砂・し渣処理設備

第３消化ﾀﾝｸ

ブロワ室

第４消化ﾀﾝｸ
反応ﾀﾝｸ

反応ﾀﾝｸ

最終沈殿池

最終沈殿池 返送汚泥ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ガスホルダ

第２消化ﾀﾝｸ 第１消化ﾀﾝｸ

脱硫器

ボ
イ
ラ
ー
室

Ｎ

最初沈殿池

分配桝

脱臭設備管理棟

汚泥洗浄ﾀﾝｸ

汚泥脱水機室

脱臭設備

濃縮ﾀﾝｸ

滅菌池処理水再利用設備

海

機械濃縮棟

現況処理方式
第1～7系列：標準活性汚泥法

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

最 初 沈 殿 池 円形 1,540m³／池　 2池 （2池）

反 応 タ ン ク 方形 1,660m³／池　 4池 （4池）

〃 方形(深層) 2,240m³／池　 3池 （3池）

ブ ロ ワ 100kW／台×4台　

〃 75kW／台×4台　 8台 （8台）

最 終 沈 殿 池 円形 1,540m／池　 1池 （1池）

〃 円形 2,260m／池　 1池 （1池）

〃 2階層方形 880m³／池　 2池 （2池）

滅 菌 池 方形 380m³／池　 1池 （1池）

汚 泥 濃 縮 タ ン ク 円形 250m³／槽　 2槽 （2槽）

機 械 濃 縮 常圧浮上 25kg・DS／㎡h　 2槽 （2槽）

汚 泥 消 化 タ ン ク 円形 1,530m³／槽　 2槽 （2槽）

〃 円形 700m³／槽　 2槽 （2槽）

汚 泥 洗 浄 タ ン ク 円形 200m³／槽　 2槽 （2槽）

〃 方形 100m³／槽　 2槽 （2槽）

汚 泥 脱 水 機 脱水機 250kg／DS・h　 4台 （3台）

ガ ス ホ ル ダ 1,000m³／基　 1基 （1基）

〃 600m³／基　 1基 （1基）

自 家 発 電 設 備 625kVA　 1基 （1基）

所在地 下関市伊崎町二丁目21番1号

敷地面積 28,720m²

計画処理人口 26,700人

市街化区域　710ha

将来流入区域　13ha

一般　14,840m³

工排　4,950m³

処理方式 標準活性汚泥法（山陰処理区に統合予定）

放流先 響灘

処理開始 昭和40年11月1日

処理水質 流入　 放流

BOD　185mg／ℓ　   15mg／ℓ

723ha

日最大19,790m³　計画処理水量

計画処理面積

（上記は全体計画を記入）

（山陰終末処理場へ統合予定）

① 筋ヶ浜終末処理場

４４ 管管理理施施設設

12

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

4

3

12
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筋筋川川中中継継ポポンンププ場場
下関市筋川町23番32号
運転開始 S56.4.1
ポンプ
100m/m×0.8m³/min 2台

筋筋ヶヶ浜浜中中継継ポポンンププ場場
下関市筋ヶ浜町12番13号
運転開始 S50.8.7
ポンプ
100m/m×0.8m³/min 2台

第第三三中中継継ポポンンププ場場
下関市上新地町五丁目1番13号
運転開始 S40.11.1
ポンプ
250m/m×6.5m³/min 4台
300m/m×9.2m³/min 2台

Ｐ

伊伊崎崎中中継継ポポンンププ場場
下関市伊崎町一丁目4番30号
運転開始 S48.6.1
ポンプ
150m/m×2.3m³/min 2台

Ｐ

竹竹崎崎中中継継ポポンンププ場場
下関市竹崎町四丁目5番26号
運転開始 H18.7.26  
ポンプ
300m/m×9.5m³/min 4台

〔〔筋筋ヶヶ浜浜処処理理区区〕〕

東東部部処処理理分分区区

中中部部処処理理分分区区

南南部部処処理理分分区区

西西部部処処理理分分区区

筋筋川川処処理理分分区区

伊伊崎崎処処理理分分区区

筋筋ヶヶ浜浜
終終末末処処理理場場

小小門門中中継継ポポンンププ場場
下関市伊崎町二丁目14番17号
運転開始 S57.9.1
ポンプ
100m/m×1.1m³/min 2台

Ｐ

筋筋ヶヶ浜浜処処理理分分区区

Ｐ

Ｐ

Ｐ

終末処理場

Ｐ 中継ポンプ場

令和５年度末整備済区域

整備計画区域

凡凡 例例
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彦島終末処理場配置図

は既設

Ｎ

場内
沈砂池 ポンプ室

脱臭棟

管 理 棟

脱臭棟

反応タンク最初沈殿池

予
備
反
応
タ
ン
ク

汚
泥
濃
縮
タ
ン
ク

汚
泥
洗
浄
タ
ン
ク

最終沈殿池

第２消化タンク

第１消化タンク

ガスホルダ

滅

菌

池

現況処理方式
第1～5系列：標準活性汚泥法

彦島処理区

  主主要要施施設設  計画施設 （現有施設） 

沈 砂 池 方形 14m³／池 3池 （2池）

予 備 反 応 タ ン ク 方形 280m³／池 2池 （2池）

最 初 沈 殿 池 方形 440m³／池 5池 （5池）

反 応 タ ン ク 方形 1,680m³／池 5池 （5池）

ブ ロ ワ 100kW／台 2台 （2台）

最 終 沈 殿 池 方形 710m³／池 5池 （5池）

滅 菌 池 方形 200m³／池 2池 （2池）

汚 泥 濃 縮 タ ン ク 方形 420m³／槽 2槽 （2槽）

汚 泥 消 化 タ ン ク 円形 4,390m³／槽 2槽 （2槽）

汚 泥 洗 浄 タ ン ク 方形 360m³／槽 2槽 （2槽）

汚 泥 脱 水 機 ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ型 390kg／h 1台 （1台）

〃 ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ型 175kg／h 1台 （1台）

ガ ス ホ ル ダ 1,500m³／基 1基 （1基）

自 家 発 電 設 備 750ｋVA 1基 （1基）

所在地 下関市彦島福浦町一丁目28番31号

敷地面積 60,965m²

計画処理人口 22,000人

計画処理面積 793ha

一般　11,740m³

工排　2,450m³

処理方式 ステップ流入式多段硝化脱窒法

放流先 響灘

処理開始 昭和55年4月1日

処理水質 流入　 放流

BOD　270mg／ℓ　   15mg／ℓ

T-N　  50mg／ℓ    14mg／ℓ

T-P　  6.0mg／ℓ    4.9mg／ℓ

計画処理水量 日最大14,190m³　

（上記は全体計画を記入）

② 彦島終末処理場

1

2

3

4

5
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終末処理場

Ｐ 中継ポンプ場

令和５年度末整備済区域

整備計画区域

凡凡 例例

田田のの首首処処理理分分区区

塩塩浜浜処処理理分分区区

弟弟子子待待処処理理分分区区

福福浦浦処処理理分分区区

荒荒田田処処理理分分区区

江江のの浦浦処処理理分分区区

〔〔彦彦島島処処理理区区〕〕

南南風風泊泊処処理理分分区区

本本村村処処理理分分区区

竹竹ノノ子子島島処処理理分分区区

彦彦
島島
終終
末末
処処
理理
場場

Ｐ

弟弟子子待待中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島弟子待町二丁目13番10号

運転開始 H6.4.1
ポンプ
150m/m×2.0m³/min 2台

Ｐ

塩塩浜浜中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島塩浜町四丁目6番39号

運転開始 S62.4.1
ポンプ
100m/m×0.7m³/min 2台

田田のの首首中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島田の首町一丁目11番9号

運転開始 H6.4.1
ポンプ
150m/m×2.1m³/min 2台

西西山山中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島迫町二丁目7番13号

運転開始 S61.4.1
ポンプ
200m/m×3.2m³/min 3台

Ｐ

Ｐ

福福浦浦中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島福浦町一丁目8番9号

運転開始 S58.4.1
ポンプ
300m/m×13.4m³/min 2台

Ｐ

南南風風泊泊中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島西山町四丁目1番78号

運転開始 S62.4.1
ポンプ
150m/m×3.1m³/min 3台

本本村村第第２２中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島老町二丁目24番

運転開始 S61.4.1
ポンプ
80m/m×0.3m³/min 2台

西西山山処処理理分分区区

Ｐ

本本村村中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島本村町三丁目1番1号

運転開始 S56.4.1
ポンプ
150m/m×2.5m³/min 3台

竹竹ノノ子子島島中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島竹ノ子島町3番7号

運転開始 S62.4.1
ポンプ
100m/m×0.9m³/min 2台

Ｐ

江江のの浦浦中中継継ポポンンププ場場
下関市彦島江の浦町一丁目1番1号

運転開始 S55.4.1
ポンプ
150m/m×3.7m³/min 3台

Ｐ

Ｐ

Ｐ
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山陰終末処理場配置図 は既設
Ｎ

重力濃縮ﾀﾝｸ

消化ﾀﾝｸ

ﾎﾞｲﾗｰ棟

機械濃縮棟

消化ﾀﾝｸ

ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞ

沈砂しさ処理棟

脱水機棟

脱硫機

洗浄ﾀﾝｸ

返流水ﾀﾝｸ

脱臭機棟

ﾌﾞﾛﾜ棟

管 理 棟

発電機棟

滅 菌 池

最終沈殿池

最初沈殿池

ｽｶﾑ処理棟

反応ﾀﾝｸ

除塵機棟

海

現況処理方式
第1～6系列：標準活性汚泥法
第7～11系列：ｽﾃｯﾌﾟ流入式多段硝化脱窒法

山陰処理区

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

着 水 井 方形 1池 （1池）

最 初 沈 殿 池 方形 230m³／池　 1池 （1池）

〃 460m³／池　 3池 （3池）

〃 320m³／池　 4池 （4池）

〃 340m³／池　 8池 （3池）

反 応 タ ン ク 方形 890m³／池　 1池 （1池）

〃 1,780m³／池　 3池 （3池）

〃 2,060m³／池　 4池 （4池）

〃 2,530m³／池　 8池 （3池）

ブ ロ ワ 22kW／台　 － （3台）

〃 100kW／台　 9台 （3台）

最 終 沈 殿 池 方形 340m³／池　 1池 （1池）

〃 690m³／池　 3池 （3池）

〃 1,350m³／池　 4池 （4池）

〃 1,260m³／池　 8池 （3池）

滅 菌 池 方形 590m³／池　 2池 （1池）

汚 泥 濃 縮 タ ン ク 円形 150m³／池　 3槽 （2槽）

機 械 濃 縮 機械式濃縮機 4台 （3台）

汚 泥 消 化 タ ン ク 卵型 3,000m³／槽　 4槽 （3槽）

汚 泥 洗 浄 タ ン ク 円形 250m³／槽　 2槽 （2槽）

汚 泥 脱 水 機 加圧型脱水機 ／槽　 － （1台）

スクリュープレス脱水機 5台 （2台）

ガ ス ホ ル ダ 1,900m³／基　 2基 （1基）

自 家 発 電 設 備 500kVA　 1基 （1基）

（上記は全体計画を記入）

（（）内数値は筋ヶ浜終末処理場統合後の計画値）

③ 山陰終末処理場

所在地 下関市大字垢田字洞の上

敷地面積 132,860m²

計画処理人口 88,000人（114,700人）

市街化区域　2,312ha

将来流入区域　448ha

一般　47,000m³

　　（61,840m³）

工排　1,310m³

　（6,260m³）

処理方式 ステップ流入式多段硝化脱窒法

放流先 響灘

処理開始 平成2年4月1日

処理水質 流入　 放流

BOD　230mg／ℓ　   15mg／ℓ

（220mg／ℓ）  (15mg／ℓ)

T-N  　60mg／ℓ   14mg／ℓ

（52mg／ℓ）  (14mg／ℓ)

T-P　  6.0mg／ℓ   2.6mg／ℓ

（5.5mg／ℓ）  (2.6mg／ℓ)

計画処理面積
2,760ha
（3,483ha）

計画処理水量
日最大48,310m³

　（68,100m³）

1234

5678910111213141516

分配槽
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凡 例

整備計画区域

令和５年度末整備済区域

中継ポンプ場

終末処理場

P

吉吉見見処処理理分分区区

安安岡岡処処理理分分区区

綾綾羅羅木木処処理理分分区区

垢垢田田処処理理分分区区

武武久久処処理理分分区区

P

P

P

宮宮のの下下処処理理分分区区

新新垢垢田田中中継継ポポンンププ場場
下関市新垢田北町 番 号
運転開始
ポンプ

× 台

綾綾羅羅木木中中継継ポポンンププ場場
下関市古屋町二丁目 番 号
運転開始
ポンプ

× 台
× 台
× 台

武武久久中中継継ポポンンププ場場
下関市武久町二丁目 番 号
運転開始
ポンプ

× 台
× 台

宮宮のの下下中中継継ポポンンププ場場
下関市幡生宮の下町 番 号
運転開始
ポンプ

× 台

〔〔山山陰陰処処理理区区〕〕

山山陰陰終終末末処処理理場場

P
新新垢垢田田処処理理分分区区

P

吉吉見見中中継継ポポンンププ場場
下関市吉見本町一丁目
運転開始
ポンプ

× 台
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山陽処理区

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

沈 砂 池 方形 2池 （1池）

最 初 沈 殿 池 方形 560m³／池　 2池 （2池）

〃 方形 420m³／池　 2池 （0池）

反 応 タ ン ク 方形 1,740m³／池　 4池 （4池）

〃 方形 1,720m³／池　 4池 （1池）

ブ ロ ワ 132kW／台　 2台 （1台）

〃 75kW／台　 2台 （2台）

最 終 沈 殿 池 方形 810m³／池　 4池 （4池）

〃 方形 730m³／池　 4池 （1池）

汚 泥 濃 縮 タ ン ク 円形 100m³／槽　 2槽 （2槽）

機 械 濃 縮 機械式濃縮機 2台 （1台）

汚 泥 消 化 タ ン ク 卵形 2,500m³／槽　 1槽 （1槽）

汚 泥 脱 水 機 ベルトプレス型 3台 （1台）

〃 スクリュープレス型 （1台）

ガ ス ホ ル ダ 1,200m³／基　 1基 （1基）

砂 ろ 過 設 備 移床式連続式砂ろ過器 3,200m³／基　 7基 （4基）

自 家 発 電 設 備 750kVA　 1基 （1基）

山陽終末処理場配置図

Ｎ

沈砂池ポンプ棟

高度処理施設

連絡管廊 最初沈殿池
反応タンク 最終沈殿池

砂ろ過設備

用水処理施設 れっ間水路

放流渠

管理棟
ブロワ・脱臭棟

濃縮棟

汚泥処理棟

消化タンク
ガスホルダ

脱硫器

余燃

は既設

海

現況処理方式
第1～4系列：循環式硝化脱窒法
第5系列：ステップ流入式多段硝化脱窒法

所在地 下関市乃木浜二丁目2192番地

敷地面積 80,067m²

計画処理人口 41,900人

市街化区域　1,431ha

将来流入区域　151ha

一般　22,600m³

工排　2,710m³

処理方式 ステップ流入式多段硝化脱窒法

放流先 周防灘

処理開始 平成7年4月1日

処理水質 流入　                 放流

BOD　180mg／ℓ 15mg／ℓ

T-N　  60mg／ℓ　   14mg／ℓ

T-P　  6.0mg／ℓ　   2.6mg／ℓ

計画処理面積 1,582ha

計画処理水量 日最大25,310m³

（上記は全体計画を記入）

④ 山陽終末処理場

1

2

3

4

1

2

3

4

5
6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2
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凡 例

整備計画区域

令和５年度末整備済区域

中継ポンプ場

終末処理場

王王喜喜処処理理分分区区

王王喜喜中中継継ポポンンププ場場
下関市木屋川南町四丁目 他
運転開始
ポンプ

× 台

〔〔山山陽陽処処理理区区〕〕

山山陽陽終終末末処処理理場場

P

P

P

小小月月排排水水ポポンンププ場場（（雨雨水水））
下関市大字清末
運転開始
ポンプ

× 台

小小月月処処理理分分区区

王王司司処処理理分分区区

長長府府処処理理分分区区

前前田田処処理理分分区区

みみももすすそそ川川処処理理分分区区

吉吉田田処処理理分分区区

P
小小月月啓啓作作排排水水ポポンンププ場場（（雨雨水水））

下関市小月南町 番
運転開始
ポンプ

× 台
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川棚小串処理区

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

流 入 ポ ン プ 井 1池 （1池）

汚 水 分 配 槽 1基 （1基）

オキシデーションディッチ 長円形 1,750m³／池　 2池 （2池）

〃 馬蹄形 1,100m³／池　 1池 （0池）

最 終 沈 殿 池 円形 794m³／池　 2池 （2池）

汚 泥 脱 水 機 多重板型スクリュープレス 固形物28kg・ds／時　 2台 （2台）

塩 素 接 触 タ ン ク 方形 79m³／池　 1池 （1池）

自 家 発 電 設 備 200kVA　 1基 （1基）

豊浦中部浄化センター配置図

は既設
Ｎ

管 理 棟

汚 泥
処理棟

流入ポンプ棟

流入
ポンプ井

汚水分配槽

オキシデーションディッチ

最終沈殿池
最終沈殿池

オキシデーションディッチ

塩素接触タンク

汚泥ポンプ棟

川

現況処理方式
第 ～ 系列：高度処理オキシデーションディッチ法

所在地 下関市豊浦町大字川棚6743番地の1

敷地面積 28,600m²

計画処理人口 6,220人

計画処理面積 418ha

一般4,730m³

工排  400m³

処理方式 高度処理オキシデーションディッチ法

放流先 川棚川(2級河川)

処理開始 平成10年12月1日

処理水質 流入　 放流

BOD　290mg／ℓ 15mg／ℓ

T-N　  55mg／ℓ 14mg／ℓ

計画処理水量 日最大5,130m³

（上記は全体計画を記入）

⑤ 豊浦中部浄化センター

1 2

3 4
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凡 例

整備計画区域

令和５年度末整備済区域

終末処理場（浄化センター）

〔〔川川棚棚小小串串処処理理区区〕〕

豊豊浦浦中中部部浄浄化化セセンンタターー



152

滝部処理区

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

汚 水 ピ ッ ト 円形 1槽 （1槽）

オキ シデ ーシ ョン ディッチ 円形 500m³／池 2池 （2池）

最 終 沈 殿 池 円形 358m³／池 2池 （2池）

塩 素 接 触 水 路 方形 11m³／池 1池 （1池）

汚 泥 貯 留 槽 方形 75m³／槽 1槽 （1槽）

自 家 発 電 設 備 49kVA 1基 （1基）

豊北滝部浄化センター配置図

は既設 Ｎ

管理棟

オキシデーションディッチ

最終
沈殿池

最終
沈殿池

オキシデーションディッチ

貯留槽

汚泥ポンプ室

塩素接触水路

汚泥設備庫汚水ピット

現況処理方式
第 ～ 系列：オキシデーションディッチ法

所在地 下関市豊北町大字滝部1058番地１

敷地面積 3,400m²

計画処理人口 1,000人

計画処理面積 93.0ha

計画処理水量 日最大600m³

処理方式 オキシデーションディッチ法

放流先 滑川(2級河川)

処理開始 平成10年4月1日

処理水質 流入　                 放流

BOD　210mg／ℓ 15mg／ℓ

（上記は全体計画を記入）

⑥ 豊北滝部浄化センター

1 2
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終末処理場（浄化センター）

令和５年度末整備済区域

整備計画区域

凡凡 例例

豊豊北北滝滝部部浄浄化化セセンンタターー

〔滝部処理区〕
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豊田処理区

  主主要要施施設設  計画施設（現有施設） 

オキシデーションディッチ 長円形 770m³／池　 2池 （2池）

最 終 沈 殿 池 円形 380m³／池　 2池 （2池）

塩 素 接 触 水 路 方形 15m³／池　 1池

汚 泥 貯 留 槽 方形 100m³／槽　 1槽 （1槽）

汚 泥 脱 水 機 移動式脱水車 120kg・DS／h　 1台 （1台）

自 家 発 電 設 備 62.5kVA　 1基 （1基）

豊田浄化センター配置図

は既設

Ｎ

流入系土壌脱臭床

汚水ピット

管 理 棟

オキシデーションディッチ

移動式
汚泥処理
施設棟 塩素接触

水路

ポンプ室

最終沈殿池

汚泥
貯留槽

洗浄
水貯
留槽

汚泥系土壌脱臭床

流入系スクリーンユニット

現況処理方式
第 ～ 系列：オキシデーションディッチ法

所在地 下関市豊田町大字矢田字矢田沖499番地

敷地面積 6,512m²

計画処理人口 1,500人

計画処理面積 78.5ha

計画処理水量 日最大800m³

処理方式 高度処理オキシデーションディッチ法

放流先 木屋川(2級河川)

処理開始 平成9年4月1日

処理水質 流入　                 放流

BOD　220mg／ℓ 15mg／ℓ

T-N  　32mg／ℓ 14mg／ℓ

T-P 　5.0mg／ℓ 2.6mg／ℓ

（上記は全体計画を記入）

⑦ 豊田浄化センター

1

2

2

1
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〔豊田処理区〕

豊豊田田浄浄化化セセンンタターー

終末処理場（浄化センター）

令和５年度末整備済区域

整備計画区域

凡凡 例例
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11--11　　事事業業のの推推移移（（公公共共下下水水道道事事業業））

年度

項  目 　　　単位

行政区域内人口（Ａ） 人

処理区域内人口（Ｂ） 人

処理区域内戸数 戸

水 洗 化 人 口（Ｃ） 人

水 洗 化 戸 数 戸

 （Ｃ）

 （Ｂ）

 （Ｂ）

 （Ａ）

年間総処理水量 （Ｄ） ｍ
３

    １日平均処理水量 〃

有 収 水 量 （Ｅ） 〃

    １日平均有収水量 〃

 （Ｅ）
 （Ｄ）

※　消費税抜き

％

下 水 管 布 設 延 長

総 収 益 千円

水 洗 化 率

〃

Ⅱ　統　計

普 及 率 〃

有 収 率 ％

総 費 用
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年度

　　　　単位 項  目

人 行政区域内人口（Ａ）

人 処理区域内人口（Ｂ）

戸 処理区域内戸数

人 水 洗 化 人 口（Ｃ）

戸 水 洗 化 戸 数

 （Ｃ）

 （Ｂ）

 （Ｂ）

 （Ａ）

ｍ
３ 年間総処理水量 （Ｄ）

〃     １日平均処理水量

〃 有 収 水 量 （Ｅ）

〃     １日平均有収水量

 （Ｅ）
 （Ｄ）

Ⅱ　統　計

元

〃

水 洗 化 率％

総 収 益千円

普 及 率

有 収 率

総 費 用

〃

下 水 管 布 設 延 長

％
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11--22　　事事業業のの推推移移（（特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業））

年度

項  目 単位

行政区域内人口（Ａ） 人

処理区域内人口（Ｂ） 人

処理区域内戸数 戸

水 洗 化 人 口（Ｃ） 人

水 洗 化 戸 数 戸

 （Ｃ）

 （Ｂ）

 （Ｂ）

 （Ａ）

年間総処理水量 （Ｄ） ｍ
３

    １日平均処理水量 〃

有 収 水 量 （Ｅ） 〃

    １日平均有収水量 〃

 （Ｅ）
 （Ｄ）

千円総 収 益

〃総 費 用

ち主に※特定環境保全公共下水道事業：自然公園区域内の水質保全と農山漁村の生活環境改善を目的として、公共
下水道のうち主に市街化区域以外で設置される下水道。

※消費税抜き

下 水 管 布 設 延 長

有 収 率 ％

普 及 率 〃

水 洗 化 率 ％
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年度

単位 項  目

人 行政区域内人口（Ａ）

人 処理区域内人口（Ｂ）

戸 処理区域内戸数

人 水 洗 化 人 口（Ｃ）

戸 水 洗 化 戸 数

 （Ｃ）

 （Ｂ）

 （Ｂ）

 （Ａ）

ｍ
３ 年間総処理水量 （Ｄ）

〃     １日平均処理水量

〃 有 収 水 量 （Ｅ）

〃     １日平均有収水量

 （Ｅ）
 （Ｄ）

市街化区域以外で設置される下水道。

〃

千円 総 収 益

総 費 用

下 水 管 布 設 延 長

水 洗 化 率

％

〃 普 及 率

有 収 率

％

元
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22　　下下水水処処理理水水量量

区分

筋ヶ浜 彦島 山陰

年度･月 終末処理場 終末処理場 終末処理場

令和元年度

 5年 4月

 6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

最 大 日 7月9日 7月10日 7月9日

最    大

最 小 日 10月16日 1月1日 11月4日

最    小

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

公共下水道事業

総数
計



161

(単位：ｍ ）

山陽 豊浦中部 豊北滝部 豊田

終末処理場 浄化センター 浄化センター 浄化センター

7月10日 7月1日 7月1日 7月1日

10月23日 10月15日 11月12日 12月19日

公共下水道事業 特定環境保全公共下水道事業

計
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33　　電電力力使使用用状状況況

年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

総 数
筋 ヶ 浜 終 末 処 理 場
彦 島 終 末 処 理 場
山 陰 終 末 処 理 場
山 陽 終 末 処 理 場
豊浦中部浄化センター
豊北滝部浄化センター
豊 田 浄 化 セ ン タ ー
筋 川 中 継 ポ ン プ 場
第 三 中 継 ポ ン プ 場
小 門 中 継 ポ ン プ 場
伊 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹ノ子島中継ポンプ場
本 村 中 継 ポ ン プ 場
本村第２中継ポンプ場
江 の 浦 中 継 ポ ン プ 場
南 風 泊 中 継 ポ ン プ 場
西 山 中 継 ポ ン プ 場
福 浦 中 継 ポ ン プ 場
塩 浜 中 継 ポ ン プ 場
田 の 首 中 継 ポ ン プ 場
弟 子 待 中 継 ポ ン プ 場
新 垢 田 中 継 ポ ン プ 場
綾 羅 木 中 継 ポ ン プ 場
宮 の 下 中 継 ポ ン プ 場
武 久 中 継 ポ ン プ 場
吉 見 中 継 ポ ン プ 場
小 月 排 水 ポ ン プ 場
王 喜 中 継 ポ ン プ 場
小月啓作排水ポンプ場
各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ

旧 市 内

各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
北 部 事 務 所 管 内

１ か 月 平 均 － －

１ 日 平 均 － －

処 理 水 量 １ ｍ 当 り － －

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

   (単位：％，kWh，円）

電 力 量 料 金
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年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

総 数
筋 ヶ 浜 終 末 処 理 場
彦 島 終 末 処 理 場
山 陰 終 末 処 理 場
山 陽 終 末 処 理 場
豊浦中部浄化センター
豊北滝部浄化センター
豊 田 浄 化 セ ン タ ー
筋 川 中 継 ポ ン プ 場
第 三 中 継 ポ ン プ 場
小 門 中 継 ポ ン プ 場
伊 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹ノ子島中継ポンプ場
本 村 中 継 ポ ン プ 場
本村第２中継ポンプ場
江 の 浦 中 継 ポ ン プ 場
南 風 泊 中 継 ポ ン プ 場
西 山 中 継 ポ ン プ 場
福 浦 中 継 ポ ン プ 場
塩 浜 中 継 ポ ン プ 場
田 の 首 中 継 ポ ン プ 場
弟 子 待 中 継 ポ ン プ 場
新 垢 田 中 継 ポ ン プ 場
綾 羅 木 中 継 ポ ン プ 場
宮 の 下 中 継 ポ ン プ 場
武 久 中 継 ポ ン プ 場
吉 見 中 継 ポ ン プ 場
小 月 排 水 ポ ン プ 場
王 喜 中 継 ポ ン プ 場
小月啓作排水ポンプ場
各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ

旧 市 内

各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
北 部 事 務 所 管 内

１ か 月 平 均 － －

１ 日 平 均 － －

処 理 水 量 １ ｍ 当 り － －

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

   (単位：％，kWh，円）

電 力 量 料 金
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年度

 　　　　　　　区分 構　　成　　比

施　設　名 電 力 量 料 金

総 数
筋 ヶ 浜 終 末 処 理 場
彦 島 終 末 処 理 場
山 陰 終 末 処 理 場
山 陽 終 末 処 理 場
豊浦中部浄化センター
豊北滝部浄化センター
豊 田 浄 化 セ ン タ ー
筋 川 中 継 ポ ン プ 場
第 三 中 継 ポ ン プ 場
小 門 中 継 ポ ン プ 場
伊 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹 崎 中 継 ポ ン プ 場
竹ノ子島中継ポンプ場
本 村 中 継 ポ ン プ 場
本村第２中継ポンプ場
江 の 浦 中 継 ポ ン プ 場
南 風 泊 中 継 ポ ン プ 場
西 山 中 継 ポ ン プ 場
福 浦 中 継 ポ ン プ 場
塩 浜 中 継 ポ ン プ 場
田 の 首 中 継 ポ ン プ 場
弟 子 待 中 継 ポ ン プ 場
新 垢 田 中 継 ポ ン プ 場
綾 羅 木 中 継 ポ ン プ 場
宮 の 下 中 継 ポ ン プ 場
武 久 中 継 ポ ン プ 場
吉 見 中 継 ポ ン プ 場
小 月 排 水 ポ ン プ 場
王 喜 中 継 ポ ン プ 場
小月啓作排水ポンプ場
各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ

旧 市 内

各 マ ン ホ ー ル ポ ン プ
北 部 事 務 所 管 内

１ か 月 平 均 － －

１ 日 平 均 － －

処 理 水 量 １ ｍ 当 り － －

※数字の単位未満は四捨五入としたため、総数と内訳との計が一致しない場合もある。

   (単位：％，kWh，円）

電 力 量 料 金
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44  水水質質検検査査結結果果（（放放流流水水））

施設名

試験項目

気温 (℃)

水温 (℃)

大腸菌群数 (個/ml) 陰性 陰性

n-ヘキサン抽出物質

全窒素

全リン

アンモニア性窒素

フェノール類

銅

亜鉛

溶解性鉄

溶解性マンガン

全クロム

カドミウム

シアン

有機リン

鉛

六価クロム

ヒ素

総水銀

アルキル水銀 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

シス-1,2-ジクロロエチレン

1,1,1-トリクロロエタン

1,1,2-トリクロロエタン

1,3-ジクロロプロペン

1,4-ジオキサン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン

ほう素

ふっ素
アンモニア、アンモニウム化合物、 亜硝酸化合
物、及び硝酸化合物

山陰終末処理場 山陽終末処理場

事業名 公共下水道事業

筋ヶ浜終末処理場 彦島終末処理場
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検出せず 検出せず 検出せず

豊浦中部浄化セン
ター

豊北滝部浄化セン
ター

豊田浄化センター

公共下水道事業 特定環境保全公共下水道事業
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55  　　業業　　務務　　統統　　計計
(1)用途別調定汚水量

用途

年度・月

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

※特定環境保全公共下水道事業含む
※鉱泉用は平成29年4月1日から

総 数 一 般 用 湯 屋 用 鉱 泉 用

(単位：ｍ ，％）
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(2)下水道使用料調定状況

用途

年度・月

令和元年度

5年 4月

6年 1月

月 平 均

日 平 均

構 成 比

※消費税込み、特定環境保全公共下水道事業含む
　※鉱泉用は平成29年4月1日から

総 数 一 般 用 湯 屋 用 鉱 泉 用

(単位：円，％）
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66  水水洗洗化化進進捗捗状状況況（（令令和和66年年33月月3311日日現現在在））

公公共共下下水水道道事事業業
行政人口 処理可能人口処理可能戸数 水洗化人口 水洗化戸数 普及率 水洗化率 水洗化率

(住民基本台帳） 人口 戸数

（A)人 (B)人 (C)戸 (D)人 (E)戸 （B）/（A）% （D）/（B）% （E）/（C）% 

筋 ヶ 浜

彦  　島

山　　陰

山　　陽

川棚小串

計（A)

特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業
行政人口 処理可能人口処理可能戸数 水洗化人口 水洗化戸数 普及率 水洗化率 水洗化率

(住民基本台帳） 人口 戸数

（A)人 (B)人 (C)戸 (D)人 (E)戸 （B）/（A）% （D）/（B）% （E）/（C）% 

豊　　田

滝　　部

計（B)

公公共共下下水水道道事事業業・・特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業計計
行政人口 処理可能人口処理可能戸数 水洗化人口 水洗化戸数 普及率 水洗化率 水洗化率

(住民基本台帳） 人口 戸数

（A)人 (B)人 (C)戸 (D)人 (E)戸 （B）/（A）% （D）/（B）% （E）/（C）% 

（A)+(B)

※行政人口には菊川町の行政人口（7,189人）を含む。

処 理 区

処 理 区

処 理 区
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77　　事事業業場場排排水水のの監監視視状状況況（（令令和和55年年度度））

監視件数
水質検査
実施件数

水質基準
超過件数

水質管理状況
報告徴収件数

33   20   4   8   

12   9   2   6   

12   0   0   0   

19   0   0   0   

76   29   6   14   

88  下下水水道道使使用用料料変変遷遷

平成16年6月１日から 平成20年6月1日から 平成26年4月1日から

平成20年5月31日まで 平成26年3月31日まで 令和元年9月30日まで

1,239円   1,438円   1,479円　 1,506円　

145円   175円   180円　 183円　

151円   182円   187円　 190円　

156円   188円   193円　 196円　

161円   194円   199円　 202円　

166円   200円   206円　 209円　

－ － ※75円　 76円　

14円   16円   17円　 17円　

18.85％　 18.08％　 3％　 2％　

※鉱泉浴場汚水は平成29年4月1日から
※平成16年4月より消費税総額表示

改定率

鉱泉浴場汚水(1m³につき)

201m³～1,000m³

1,001m³～

公衆浴場汚水(1m³につき)

21m³～50m³

　公共下水道に接続している特定事業場等に対し76件の監視を行い、うち29件については水質検査も
併せて実施しました。その結果、6件の水質基準超過が認められました。これらの事業場に対しては適
切な排水処理対策等、維持管理強化について指導を行いました。

30m³以上50m³未満

排水量（1日当り）

令和元年10月1日から

計

区　　分

50m³以上

10m³以上30m³未満

11m³～20m³

10m³未満

51m³～200m³

基本使用料(10m³まで)

超
過
使
用
料

(

１
㎥
に
つ
き

)

排除汚水量

一
　
般
　
汚
　
水
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99　　受受益益者者負負担担金金・・分分担担金金

（1）受益者負担金、分担金制度

（2）法的根拠
①受益者負担金（旧下関市、豊浦地区）
●都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第 75 条
●下関都市計画下水道事業受益者負担に関する条例（平成 17 年 2 月 13 日条例第 291 号）

②受益者分担金（豊北、豊田地区）
●地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 224 条
●下関市下水道事業受益者分担金徴収条例（平成 17 年 2 月 13 日条例第 292号）

（3）受益者負担金、分担金の額

　豊田地区は、1戸又は1事業所あたり排水区域内は 75,000 円、排水区域外は 100,000 円です。

（4）徴収方法

（5）一括納付報奨金

旧下関市地区
当該納期後の

納 期 数

報奨金交付率

（％）

豊浦地区

報奨金交付率

（％）

当該納期後の
納 期 数

　下水道の施設は市民が、だれでも利用するというものではなく、その整備区域の市民に限られて
おり、施設整備により土地の利用価値及び生活環境の向上等をもたらします。従って負担の公平の
ため、整備区域内の土地所有者等（受益者）から 建設費の一部に充てる受益者負担金、分担金を
徴収しています。

　負担金の額は、当該受益者が公示の日現在において所有し、又は地上権等を有する土地で公示さ
れた区域内のものの面積に1平方メートルあたり旧下関市地区は300円、豊浦地区は400円を乗じて
得た額です。分担金の額は、豊北地区は、1戸又は1事業所あたり 165,000 円です。ただし、法人
登記してある延床面積200㎡以上の事業所は、1事業所あたり 140,965 円＋（算出面積×134円）の
額とします。

　負担金はその土地に対して、分担金はその建物に対して一度限り賦課され、その金額を旧下関
市、豊北、豊田地区は3年に、豊浦地区は5年に分割し、さらに1年を7月、9月、11月、1月の4期に
分けて納入通知書又は口座振替の方法により納めます。

　初年度の第1期の納期限までに全額まとめて納めると、旧下関市地区は、納付額の15％を、豊浦
地区は、納付額の10％を報奨金として割引します。その他の場合も納期前の負担金の納付に応じ
て、次の表によってそれぞれ報奨金として割引します。
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1100　　財財  務務  統統  計計

 (1) 収 益 的 収 支

(単位　ｍ
３
，％）

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

公 共 下 水 道 事 業 収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

公 共 下 水 道 事 業 費 用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

※消費税抜き、特定環境保全公共下水道事業含む

 (2) 資 本 的 収 支

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

 資　本　的　収　入

企 業 債

出 資 金

補 助 金

工 事 負 担 金

貸 付 金 償 還 金

そ の 他 資 本 的 収 入

 資　本　的　支　出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

そ の 他 資 本 的 支 出

※消費税抜き、特定環境保全公共下水道事業含む
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 (単位 ： 円， ％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

 (単位 ： 円， ％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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(3)　財 務 統 計　損益計算書

年度

 科　 目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

公 共 下 水 道 事 業 収 益

営　　業　　収　　益

下 水 道 使 用 料

雨 水 処 理 負 担 金

そ の 他 の 営 業 収 益

営　 業 　外 　収 　益

国 庫 補 助 金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特　　別　　利　　益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

公 共 下 水 道 事 業 費 用

営　　業　　費　　用

管 渠 費

処 理 場 費

ポ ン プ 場 費

雨 水 渠 費

水 洗 化 促 進 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営　 業 　外 　費 　用

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

雑 支 出

特　　別　　損　　失

過 年 度 損 益 修 正 損

－ －

－ －

－ －

－ －

※消費税抜き、特定環境保全公共下水道事業含む

当 年 度 純 利 益 又 は △ 純 損 失

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
又 は △ 繰 越 欠 損 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
又 は △ 未 処 理 欠 損 金

その他未処分利益剰余金変動額
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 (単位 ： 円， ％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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（4）　費 用 構 成　

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

※消費税抜き、特定環境保全公共下水道事業含む

通 信 運 搬 費

備 消 品 費

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費

交 際 費

賃 借 料

修 繕 費

委 託 料

研 修 費

動 力 費

貸 倒 損 失

手 数 料

補 助 金

工 事 請 負 費

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

資 産 減 耗 費

厚 生 福 利 費

負 担 金

材 料 費

総 数

給 料

手 当 等

賃 金

報 酬

法 定 福 利 費

被 服 費

報 償 費

薬 品 費

賞 与 引 当 金 繰 入 額

過 年 度 損 益 修 正 損

雑 支 出

燃 料 費

旅 費

賠 償 金

退 職 給 付 費

補 償 金

減 価 償 却 費

保 険 料

- 178 -　
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 (単位 ： 円， ％）

元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

- 179 -　
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(5)　貸 借 対 照 表　

年度

 科　目 項目 金 額 構成比 金 額 構成比

固     定     資     産

土 地

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 ・ 器 具 及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

電 話 加 入 権

水洗便所設備資金貸付金

流     動     資     産

固　　定     負     債

流     動     負     債

繰　　　延　　　収　　　益

△ 28,509,529,621 △ 25.69 △ 26,816,984,446 △ 23.88

資　　　　 本　　 　　金

剰 　　　　余　　 　　金

国 庫 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

そ の 他 資 本 剰 余 金

減 債 積 立 金

建 設 改 良 積 立 金

当年度未処分利益剰余金

※消費税抜き、特定環境保全公共下水道事業含む

総 数 （ 貸 方 ）

未 払 金

企 業 債

引 当 金

企 業 債

引 当 金

長 期 前 受 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

預 り 金

収 益 化 累 計 額

未 収 金

貯 蔵 品

前 払 金

総 数 （ 借 方 ）

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

現 金 及 び 預 金

投 資 そ の 他 の 資 産
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 (単位 ： 円， ％）
元

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

△ 25,100,995,494 △ 21.96 △ 23,372,613,486 △ 20.19 △ 21,922,355,279 △ 18.67

※構成比については、端数処理の方法により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。
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 (6) 固定資産明細書(6)　固 定 資 産 明 細 書　

    ア　有形固定資産明細書

    イ　 無形固定資産明細書

（単位：円）

資 産 の 種 類

総総 数数

電 話 加 入 権

資 産 の 種 類 年 度 当 初 現 在 高 当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 年 度 末 現 在 高

総総 数数

土 地

構 築 物

建 物

車 両 運 搬 具

機 械 及 び 装 置

工 具 ・ 器 具
及 び 備 品

年度末現在高

建 設 仮 勘 定

年 度 当 初
現 在 高

当年度増加額 当年度減少額
当 年 度
減 価 償 却 高
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  （単位：円）

総総 数数

土 地

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 ・ 器 具
及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

     ウ　投資その他の資産明細書

  （単位：円）

資 産 の 種 類
年 度 当 初
現 在 高

当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額

総総 数数

年 度 末
償 却 未 済 高

資 産 の 種 類
当 年 度 増 加 額 当 年 度 減 少 額 累 計

減 価 償 却 累 計 額

年 度 末 現 在 高

水洗便所設備資金
貸　付　金
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(7) 企  業  債  概  況

     ア　 事　  　業　  　別

区　　　　　分

事　　業　　別 5 年 度 累 計

総 数

資 本 費 平 準 化 債 3,500,000,000 118,421,074 328,947,490

公 共 下 水 道 事 業 83,554,250,000 3,460,906,792 42,266,270,924

特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業

1,280,000,000 62,351,402 1,017,116,385

    イ  　資　　金　　別

区　　　　　分

資　　金　　別 5 年 度 累 計

総 数

財 政 融 資 資 金

簡 易 生 命 保 険 資 金

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金

山 口 銀 行

西 中 国 信 用 金 庫

地 方 公 務 員
共 済 組 合 連 合 会

発 行 総 額
償 還 高

発 行 総 額

償 還 高
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 (単位 ： 円， ％）

区　　　　　分

事　　業　　別

総 数

3,171,052,510 90.60 7.09 R25.9.25 資 本 費 平 準 化 債

41,287,979,076 49.42 92.32 R36.3.1 公 共 下 水 道 事 業

262,883,615 20.54 0.59 R28.3.1
特 定 環 境 保 全
公 共 下 水 道 事 業

 (単位 ： 円， ％）

区　　　　　分

資　　金　　別

総 数

R36.3.1 財 政 融 資 資 金

R19.3.31 簡 易 生 命 保 険 資 金

R35.9.20
地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金

R16.3.27 山 口 銀 行

R20.3.25 西 中 国 信 用 金 庫

R8.5.20
地 方 公 務 員
共 済 組 合 連 合 会

未 償 還 残 高
構 成 比

償 還 終 期

未 償 還 残 高
構 成 比

償 還 終 期未 償 還 残 高
未 償 還
残 高 率

未 償 還 残 高
未 償 還
残 高 率





水道週間

下水道展

水の情報誌　ウォータートーク





186 
 

－  － 

ⅠⅠ 広広 報報 活活 動動

市民に下関市の上下水道事業について理解を深めてもらい、水の大切さを知っても

らうため、次のとおり広報活動を実施した。

 

 水水道道週週間間行行事事
厚生労働省主催の全国一斉に展開される第 回水道週間（ 月 日～ 日）行事

の一環として、長府浄水場の施設見学などの行事や市内在住、在学の小中学生より

募集した習字の入賞作品を展示する作品展を開催し、水道事業について広く市民の

方々の理解と関心を深めることを目的として次のとおり各種行事を実施した。

第 回水道週間スローガン

「水道水 安心・安全 これからも」

（１）長府浄水場の施設見学

開催期間：令和 年 月 日（土）

開催場所：下関市上下水道局 長府浄水場

行事内容：・水道施設の案内（水道水ができる過程を説明）

・水道アンケート

（来場者にアンケートを実施「あぁ！関露水」のプレゼント）

・きき水コーナー

（水道水と市販ミネラルウォーターの飲み比べ）

（２）水道週間習字のコンクール入賞作品展

開催期間：令和 年 月 日（水）～ 月 日（火）

開催場所：シーモール コンコース

行事内容：市内小中学生より募集した習字の入賞作品及び水道事業の

パネルの展示

 広広報報誌誌のの発発行行
上下水道事業の と市民の上下水道に対する理解と関心を高めることを目的とし、

年 回、「水の情報誌 ウォータートーク」を発行している。

発行部数 部 回

発行時期 月期及び 月期

その他各種パンフレットを配布している。

・  登録有形文化財施設のご案内

・  探検！下関の水工場

・  ＡＱＵＡ ＳＴＯＲＹ
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－  － 

ⅡⅡ 登登録録有有形形文文化化財財ににつついいてて

 文文化化財財登登録録制制度度ととはは
平成 年に導入された、国の文化財制度。厳密な保存を目的とする〈文化財指定

制度〉に比べて規制がゆるやかで、身近な文化財を資産として積極的に活用しなが

ら守っていくことを目的としている。

 

 登登録録制制度度のの対対象象ととななるる文文化化財財
できてから 年以上たった建造物、土木構造物及びその他の工作物で次の基準に

あてはまるもの

・国土の歴史的景観に寄与しているもの・・・①

・造形の規範となっているもの・・・・・・・②

・再現することが容易でないもの・・・・・・③

 下下関関市市上上下下水水道道局局のの登登録録有有形形文文化化財財ににつついいてて
平成 年 月、内日第 貯水池取水塔をはじめとする つの水道施設が、下関市

初の登録有形文化財として登録された。また、取水から浄水、配水までの一連の水

道施設が一括して登録されたのも、全国で初めてのことであった。

登録された つの水道施設は下表のとおり

名 称 築 造 年 所 在 地 基準

水道資料室（旧日和山浄水場事務所） 昭和 年 下関市長崎中央町 番 号 ②

高尾浄水場 号円形ろ過池付設調節井 明治 年 下関市春日町 番 号 ①

高尾浄水場 号円形ろ過池 〃 〃 ①

高尾浄水場配水池 〃 〃 ③

高尾浄水場着水井 〃 〃 ①

内日第 貯水池溢水隧道入口 昭和 年 下関市大字内日上 ①

内日第 貯水池取水塔 〃 〃 ①

内日貯水池事務所 明治 年 〃 ①

内日第 貯水池取水塔 〃 〃 ①
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位位置置図図

内内日日第第 貯貯水水池池取取水水塔塔  内内日日第第２２貯貯水水池池取取水水塔塔  

水水道道資資料料室室  

高高尾尾浄浄水水場場配配水水池池  

平平成成 年年補補修修時時内内部部  

内内日日第第 貯貯水水池池

溢溢水水隧隧道道入入口口  

内内日日貯貯水水池池事事務務所所  

高高尾尾浄浄水水場場着着水水井井  

高高尾尾浄浄水水場場 号号円円形形ろろ過過池池  

高高尾尾浄浄水水場場 号号円円形形

ろろ過過池池付付設設調調節節井井  
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ⅢⅢ そそのの他他のの活活動動・・事事業業

１１ 他他都都市市へへのの給給水水
【北九州市馬島】

生活用水の確保に困窮している北九州市小倉北区馬島に対し、平成 年 月 日の

北九州市長と下関市長とのトップ会談での分水合意に基づき、平成 年 月 日に下

関市と北九州市との間で水道用水の分水に関する基本協定を締結し、平成 年 月

日に両市水道局間で分水契約を締結して、同日から 日 立方メートル（ 日最大

立方メートル）の分水を開始した。

なお、厚生労働省の指導に基づき、平成 年 月 日をもって分水を解消し、平成

年 月 日付けで北九州市小倉北区馬島地区を下関市の給水区域に編入した。

送水方法は、分水時と同じく下関市六連島に送水している海底送水管を六連島波

止ノ鼻から分岐し、海底送水方式により県境を越えて水道水を供給している。

・施設概要

送水管φ ㎜ ＝ ｍ（うち海底送水管 ）

配水池 ＝ ㎥（馬島に築造）

配水管φ ～ ㎜ Ｌ＝ ｍ

２２ 緊緊急急時時連連絡絡管管

『目的』

平成 年 月 日から、北九州市馬島へ水道水の供給を開始し、さらなる両市の水

道事業の連携を推進するとともに、危機管理体制及びライフライン強化の取り組み

の一環として渇水や事故等非常時に水道水を両市に相互融通することを目的とする。

『経過』

平成 年 月から北九州市と下関市の両市において、渇水や送水管事故等の緊急時

の相互応援給水体制について協議し、平成 年 月 日に両市長において相互応援給

水の合意がなされた。

これを受け、両市を結ぶ関門トンネルの消火用配管を利用する計画について、関

門トンネルを管理する日本道路公団と協議を重ね、了解を得られたことから、平成

年 月 日付けで、北九州市、下関市、日本道路公団の 者で「日本道路公団九州

支社の管理する関門トンネル消火用配管を使用した北九州市と下関市の水道水の相

互融通に関する基本協定」を締結し、工事を完了し、平成 年 月に相互融通できる

体制が整備できた。

・平成 年 月 北九州市、下関市両水道局で協議スタート

・平成 年 月 日 両市長トップ会談で合意

・平成 年 月 日 道路公団、北九州市、下関市の三者による「日本道路公団九州
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支社の管理する関門トンネル消火用配管を使用した北九州市

と下関市の水道水の相互融通に関する基本協定」を締結

・平成 年 月 日 北九州市、下関市、「非常時における水道水の相互融通に関す

る基本協定」を締結

・平成 年 月 日 両市長トップ会談の中で経過報告

・平成 年 月 日 配管設計委託業務完了（事業費 円）

・平成 年 月 日 連絡管工事布設完了（事業費 円）

・平成 年 月 整備事業完了

・平成 年 月 日～ 相互融通可能となる

３３ 水水道道災災害害等等相相互互応応援援体体制制ママニニュュアアルルのの策策定定
本市上下水道局では、地震や異常渇水、水質事故等の自然災害や突発事故時にお

いて、速やかに被災市の給水能力を回復させるため、「災害時の相互応援に関する

協定書」（下関市・長門市間）及び「日本水道協会山口県支部相互応援対策要綱」

に基づき、平成 年 月 日に長門市との間で「水道災害等相互応援体制マニュアル」

を策定した。

本マニュアルでは、被災市への応援給水活動や応急復旧機材の提供等について定

めた他、水道技術向上のために下関市が開催する技術研修に、長門市職員が参加で

きることを定めている。本マニュアルは、応援体制確認のため、年 回程度見直しを

することとしている。

４４ 国国際際交交流流事事業業

本市上下水道局では、平成 年 月 日に締結した「相互派遣に関する協定書」に

基づき、青島市海潤自来水集団有限公司（青島市海潤自来水集団有限公司は、平成

年 月に下水道関係の 社と合併し、新会社の青島水務集団有限公司へ組織変更し

ている。）と現在までに計 回の技術職員相互派遣を実施している。概要について

は下記のとおりである。

『目的』

青島市と下関市の水道技術職員の相互派遣を行い、水道事業が直面している様々

な問題や共通する課題に取り組み、両市の水道技術の向上と、友好都市としての関

係をより充実させることを目的とする。

『経緯』

青島市と下関市は、昭和 年 月に姉妹・友好都市縁組を結び、文化やスポーツ

など様々な交流事業を展開し、両市の友好関係を深めているところである。

両市の友好関係が深まる中、明治 年に給水を開始した中国 番目の都市水道であ

る青島市海潤自来水集団有限公司（当時）は、平成 年に水道 周年を迎えたこと
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を記念して、同年 月に給水開始 周年記念式典を開催した。

その式典に下関市水道局が招請された折、両市の水道技術職員相互派遣を新たな

交流事業とする計画が持ち上がり、翌平成 年 月 日には「技術職員の相互派遣に

関する協定書」の締結が早期に実現することとなった。

協定の締結に基づき、平成 年 月に第 回技術職員相互派遣を実施し、平成 年

度までに 回の派遣を行ってきたが、この間、両市の事業体が下水道部門と統合す

るなど、協定締結当時と変化があったことから、平成 年 月に「技術職員の相互

派遣に関する協定書」を廃止し、「職員の相互派遣に関する協定書」を新たに締結

した。

なお、職員の相互派遣は毎年 回とし、交流事業内容協議のための幹部職員派遣は

両市交互で行っているが、令和 年度から令和 年度は新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から派遣を中止し、令和 年度に再開した。

『研修内容』

上下水道技術に関する研修を、お互いの要望を反映しながら行っている。

なお、下関市上下水道局では、相互派遣研修で得た知識や情報を職員全員で共有

することを目的に、相互派遣研修報告会を帰国後、開催している。

『過去訪問職員数』

期間 平成 年度～令和 年度

（平成 年度、令和 ～ 年度は中止）

幹部職員 職員

訪日職員数（人）

訪中職員数（人）
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